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ゆりかの大作戦！　十一月十六日（月）







「虹にじ野のさん、あ、あのね？」

　晴はる海みは一世一代の勇気を振ふり絞しぼると、話を切り出だした。

「なんですかぁ？」

　だがそれを聞くゆりかは晴海がどんな気持ちでいるのかまでは分からず、いつも通りの呑のん気きな顔で目の前の席に座すわっている晴海を眺ながめていた。そして手元にあるオレンジジュースのストローをちゅるちゅると音を立てて吸う。

「じ、じつは、一つ相談があるんですけれど………」

　晴海がこの言葉を口にするまで、かなりの時間が経たっていた。おかげで晴海の前に置かれているコーヒーはすっかり冷めてしまっていた。チェーンの喫きつ茶さ店てんなので冷めやすい紙製のカップとはいえ、そうなるまでに要する時間は決して短くはない。

「何でも言って下さい！　桜さくら庭ば先せん輩ぱいの為ためなら、何でもやりますぅ！」

　ゆりかは内容を聞かないうちから笑え顔がおで請うけ負おった。体育祭で一いつ緒しよに走って以来、仲良くなったゆりかと晴海。ゆりかにとって晴海は尊敬する先輩であると同時に、数少ない友人でもあった。だからそのお願いを断ろうという発想はゆりかにはない。そんなゆりかに晴海は安あん堵どした。

「ありがとう、虹野さん」

「それでぇ、相談って何なんですかぁ？」

「そ、それは………」

　しかしゆりかに核かく心しんを突つかれると、晴海は口ごもってしまう。その頬ほおが赤らみ、顔は伏ふせ気ぎ味みになる。

　―――しっかりするのよ、晴海！　ここで引き下がったら、何も変わらない！

　だが晴海は自分を叱しつ咤たすると思い切って顔を上げた。その顔は赤いままだったが、瞳ひとみには強い決意が宿っていた。

「相談、したい事っていうのは………その、里さと見み君、の、事なんだけど………」

　里見君。

　やはりその名前を口にする時には晴海の胸は大きく高鳴る。そしてその高鳴りを胸の中にしまっておくのが限界だったから、晴海はゆりかとこうして向かい合っていたのだった。

「里見さんですかぁ？　あっ、もしかして里見さんに酷ひどい事言われたんですかっ!?」

　孝こう太た郎ろうの名前を聞いて、ゆりかが真っ先に思い付いたのは日ひ頃ごろの孝太郎の言動だった。孝太郎は悪い人間ではないが、荒あらっぽい所がある。それにいつまで経っても魔ま法ほうの事を信じてくれない。ゆりかは晴海が孝太郎の何気ない言葉に傷付いたのではないかと思ったのだ。

「あの人はもうっ、色々と雑なんだからぁっ！」

「ち、ちがっ、そうじゃなくてっ！」

「でも桜庭先輩、里見さんはああ見えて優やさしい所もあるんです。だから少しばかり―――」

「違ちがうんですっ、里見君が優しい人なのは分かってるんですっ！　だっ、だから困ってるんですっ！」

「………へっ？」

　晴海の口から飛び出した強い調子の言葉に、ゆりかは目を丸くする。おかげで言おうとしていた言葉はすっかり頭の中から抜ぬけ落おちていた。

「里見君は優しい人です。他人の辛つらい気持ちが分かる人です。一いつ所しよ懸けん命めいでがむしゃらで、素す直なおな人です。でも、だからこそ困ってるんです」

　晴海の口調は元の穏おだやかな調子を取とり戻もどしていた。それを感じたゆりかは大分氷が溶とけてしまったオレンジジュースを口に含ふくむと、ちゃんと話を聞こうと椅い子すに座り直した。

「それはどういう事ですか？」

「そ、その………わ、私………里見君と仲良くなりたいんです………」

「仲良くって、もう仲良しじゃないですか。毎日二人だけで編み物研究会をやってるくらいですし」

　ゆりかにしてみれば、孝太郎と晴海は既すでにかなりの仲良しだった。二人だけで毎日研究会をやっているのはもちろん、先日の文化祭での息の合った演技などを見ればそれは明らかだ。ゆりかには二人はとても素す敵てきな先輩と後こう輩はいの関係に見えていた。

「そういう意味じゃなくってっ、だから、あ、あの………もっと………別の………」

　晴海はこれまで以上に顔を赤くして、テーブルの上に目を落とした。恥はずかしくてゆりかの顔を見ていられない。膝ひざの上で握にぎり締しめた拳こぶしは小刻みに震ふるえている。振り絞る言葉も途と切ぎれ途切れだった。

「そっ、そういう意味でしたかっ」

　晴海の様子から事情を察したゆりかは、頭をポリポリと掻かきながら同じように顔を赤くした。赤い顔のまま向かい合って座る二人は、そのまましばしテーブルを睨にらみ続けた。だが今回の沈ちん黙もくは短かった。

　―――しっかりしないと………このままじゃ駄だ目めよ！

　晴海は再び自分を奮い立たせると、話を再開した。

「でも………里見君は、なんというか………私を大切にしてくれているんですけれど、大切にしてくれているからこそ、その先を望んでくれないというか………」

「ああ………それは確かにあるかもしれませんね………」

　晴海の言葉にはゆりかも思い当たる節があった。

「里見さんは、妙みような所が気ィ遣つかいですもんね」

「………だからその………里見君にはもっと雑に扱あつかって貰もらえないかなって………虹野さんや、えと、ティアミリスさんを相手にしている時みたいに………」

「私やティアちゃんみたいに、ですかぁ？」

　それは思わぬ言葉だった。ゆりかにしてみれば、晴海のように扱って貰いたかった。優しくして欲ほしかったし、言葉を尊重して欲しかった。要は魔法少女だと信じて欲しいのだ。しかし当の晴海はゆりかのように扱って欲しいと言う。これはゆりかにとっては予想外だった。

「そ、そう。だから教えて欲しいの。どうやったら里見君はティアミリスさんにするみたいに、私を扱ってくれるのかな？」

　この時、晴海の頭の中にあったのはティアと演技の練習をしている時の孝太郎の姿だった。

　―――もし里見君が私を、ティアミリスさんと同じように扱ってくれたら………。

　孝太郎はティアに対しては決して優しくはない。平気で文句を言うし、時には殴なぐり合あいの喧けん嘩かをしている時もある。しかし晴海はちゃんと分かっている。文句を言うのも、殴り合いをするのも、心を許しているからこそなのだ。今の晴海に対する扱いはお客様か、良い所でお姫ひめ様さま。言ってみれば孝太郎は気を遣い過ぎ、という事なのだった。

「………やっぱり、外見から変えていった方が良いんでしょうか？　ティアミリスさんは活発な印象があるし、虹野さんはコスプレでしたっけ？　それが得意ですし………」

　晴海はそう呟つぶやきながら自分の長い髪かみの毛けを弄いじり始める。いざとなればその自じ慢まんの髪を切るつもりなのだ。晴海は本気だった。

「や、止めた方が良いですぅ、そんな事ぉっ！　私達たちのようになる事なんてないですぅっ！　里見さんはすぐ意地悪言うし、平気で頭を叩たたくんですよ!?」

「でも私、里見君に叩かれた事も、意地悪言われた事もないから………」

「私だって、大事にされた事も、優しくして貰った事も―――」

　―――あっ………。

　ゆりかは自分の言葉の途と中ちゆうでそれに気付く。だから続く筈はずの『ない』という言葉を呑のみ込んだ。

　―――私、里見さんに大事にされた事あるかも………優しくして貰った事も………。

　相変わらず魔法の事は信じてくれない孝太郎だが、ヘラクレスオオカブトムシの一件では協力してくれたし、演劇の台本が不採用になった時は悲しみを分かち合い一緒にカップ麺めんを食べた。ゆりかにはあるのだ。意地悪をされた事も、馬ば鹿かな事をやって叩かれた事も。そして大事にして貰った事も、優しくして貰った事も。ゆりかはそのどちらも体験していたのだ。

　―――もしかしたら、ティアちゃんもそうなのかもぉ。だったら………。

　そこでゆりかはようやく、晴海が何を言わんとしているのかを理解した。

「事情は分かりましたぁ、桜庭先輩っ！　不ふ肖しよう、虹野ゆりか、御ご協きよう力りよくさせて頂きますぅ！」

「あ、ありがとうっ、虹野さんっ！」

　笑顔で請け負うゆりかに、晴海はその瞳に涙なみだを滲にじませる。だがその直後に晴海が見せた笑顔は、ゆりかに息を呑ませるほど美しかった。

　―――これを里見さんが見ていたら、一発ＫＯだったんだろうなぁ………。

　ゆりかはその笑顔が無む駄だ撃うちされている事をひたすら残念に思うのだった。










「思い返してみるとぉ、里見さんは私達が何か言ったりやったりした時にぃ、意地悪を言う気がしますぅ」

「なるほど………」

　ゆりかの説明を聞きながら、晴海は手帳にメモを取っていく。ゆりかは先さき程ほどから孝太郎の傾けい向こうと対策を晴海に話していた。

　―――そっか。里見さんって自分から意地悪を言った事って無いような………？

　晴海に説明しながらも、ゆりかは孝太郎がどんな人間なのかを再さい認にん識しきしていた。

「でもでもぉ、それの度が過ぎると、反射的に手が出るみたいですぅ。元々喧嘩っ早ぱやい人なので、そういう事になるみたいですぅ」

「松まつ平だいらさんとよく殴り合いをしてますよね」

「マッケンジーさんはちょっと特別みたいですぅ。いつも喧嘩みたいな事ばかりしてるのに、ずっと変わらず友達ですぅ。男の子同士ってああなんですかねぇ？」

「もしかしたらずっと前に、日頃の喧嘩なんてどうでも良いほどの事があったのかもしれませんね」

「そうかもしれませんねぇ………おっとっと、今は里見さんの話でしたね」

　ゆりかは脱だつ線せんしかけた話題を元に戻した。今は晴海がどうすればいいのかを話さなければならないのだ。

「まとめるとぉ、桜庭先輩は里見さんにワガママを言うのが良いと思いますぅ」

「ワガママ？」

　言われて晴海は目を瞬まばたかせる。

「はいぃ～。私達と比べると、桜庭先輩は里見さんに何も言わなさ過ぎるんだと思いますぅ」

「何も言わなさ過ぎる………私はそんな風にしているつもりは無かったんですけど………」

「ええとぉ、例えば喉のどが渇かわいたとしますよね？」

　良く分からない様子の晴海に、ゆりかは例をあげて説明し始めた。

　ジャラッ

　ゆりかの手の中で、飲み終わったオレンジジュースの氷が鳴る。

「はい」

「その時、いつもの桜庭先輩はどうしますかぁ？」

「えっと………お茶を淹いれるかな。それで里見君にも飲まないか訊きくと思います」

「私やティアちゃんの場合、そこでお茶を淹れに行きません」

「そうなんですか？」

　目を丸くする晴海に、ゆりかは大きく頷うなずいた。

「私の場合は貧びん乏ぼうなので里見さんにたかりますぅ。ティアちゃんの場合、お姫ひめ様さま―――じゃなかった、お嬢じよう様さま育ちなので、里見さんにお茶を淹れろと言いますぅ」

「そ、そうなんですかっ!?」

　晴海は更さらに目を見開く。限界まで見開かれたその目は、満月のようにまん丸だった。

「はい。だからふざけるなと怒ど鳴なられますぅ」

「な、なるほど………参考になります」

　晴海はしきりに感心しながら、メモを取っていく。たかったりお茶を淹れさせたり。晴海には考えられない事だった。

「それで私の場合はそのままごねていると、里見さんは呆あきれて飲み物を分けてくれますぅ。ティアちゃんの場合はそこで殴り合いになりますぅ」

「………想像できない世界ですね………」

　ゆりかの話を聞いて、晴海は唖あ然ぜんとしていた。

　―――でも驚おどろいてばかりじゃ駄目よ、晴海！　私もこれをやらないといけないんだから！

　だが晴海はすぐに弱気になりそうな自分に気合を入れ直した。

「でも虹野さん、ワガママを言うといっても、どんなワガママを言えばいいのか………」

「大だい丈じよう夫ぶ。こう見えて私は少女漫まん画がを読み続けて十年。既に徹てつ底てい的てきなリサーチは済んでいますぅ！」

「流石さすがは虹野さん！」

　―――やっぱりコスプレイヤーっていうのは伊だ達てじゃないのね。頼たのもしいわ………。

　晴海はゆりかの望まない方向から尊敬の念を抱いだいた。

「とりあえず、デートに誘さそってみるのが良いと思いますぅ」

「デ、デート!?」

　その言葉の持つ重みに、晴海は思わず息を呑む。

「はいっ！　軽いワガママとしてどこかへ一緒に行ってくれと言う。その上で一緒に遊びに出かける事で距きよ離りを詰つめますぅ！　これは二段構えの作戦ですぅ！」

　ゆりかはテーブルに手を突き、身を乗り出すようにして晴海に力説する。

「い、言っている意味は分かりますけど………デ、デート、デートなんて………急に言われても………」

　内気で控ひかえ目めな晴海。突とつ然ぜんデートに行けと言われても、どうして良いやら分からなかった。

「大丈夫です。この際、グループ交際でも良いんです。そこを突とつ破ぱ口こうにして、次し第だいに二人きりでデートするようにすれば良いんですからっ！」

　初めはグループで出かける。そして回を重ねるごとに、次第に二人きりで出かけるようにする。ゆりかの愛読する少女漫画では必勝のパターンだった。

「じゃ、じゃあ、虹野さんも一緒に来てくれますか？」

「分かりました。御ご一いつ緒しよさせて頂きます！」

　ゆりかは自信たっぷりに頷く。

　だがこの時のゆりかは、この計画にはある決定的な落とし穴がある事に、まだ気付いていなかった。










「あぁんっ、こぼすなっ！　音を立てるなっ！」

「無む茶ちやを言うな！」

　孝太郎とティアの怒ど号ごうが飛とび交かう。一〇六号室の食事風景としてはよくある光景だった。しかし今日は少しだけいつもと違っていた。孝太郎が手にしているのは箸はしではなく、奇き妙みような金属製の道具の数々だった。

「無茶ではないっ！　貴族の食事会だと思えと何度言えば分かるのじゃっ！」

「そう言われてもだな、こんな歯医者の治ち療りよう器具みたいなもので上う手まく喰えるかっ！」

「ちーがーうっ！　それはサラダを食べる時専用！　何な故ぜそれで米を食べようとするのじゃっ！」

　孝太郎が手にしていたのはフォルトーゼの伝統的な食事の道具だった。それらはフォルトーゼにおいてはナイフやフォーク、あるいは箸に相当するものなのだが、その数の多さとバリエーションの豊富さで孝太郎を悩なやませていた。

「こんなに沢たく山さんあるのに、すぐ覚えられるもんかっ！」

「さっき何度も手本を見せてやったじゃろう！　もう一度やってやるから、よく見ておけ！　こうやって、こう！　ほえみお！　ちゃんろたえられるらろーら！　わはったは？」

「こんなもん一度で分かるかっ、あほう！　百色セットの色いろ鉛えん筆ぴつじゃないんだぞっ！」

「あほろはなんら、あほろはっ！　そえがしゅじんにたいするたいろかっ！」

「殿でん下か、口の中に物を入れたまま喋しやべるのは無作法です」

　文化祭が終わっても、ティアによる孝太郎の騎き士し教育は続いていた。孝太郎も断れば良いようなものだが、例の演劇『白銀の姫ひめと青き騎士』の続きの公演が決まっていた為、演技の為と言われれば断れなかった。孝太郎としても何とか晴海の演技に釣つり合うようになりたいと思っていたのだ。

「へっ、怒おこられてやんの」

「はむはむはむ、んぐっ」

　孝太郎に小こ馬ば鹿かにされると、ティアは大急ぎで口の中の物を噛かみ砕くだいた。そして飲み込むのとほぼ同時にズイッと孝太郎に顔を近付ける。

「………コータロー、そなた本当に死にたいらしいな？」

「そんな事ないぞ。長生きする気満々だ」

　額に青筋を浮うかべるティア。ニヤニヤ笑い続ける孝太郎。二人とも一歩も引く様子はなかった。

「なんだったら台本を書かき換かえて、そなたを舞ぶ台たい上で全ぜん裸らにすることも出来るのじゃぞ？」

「お前にゃ無理だ。何といっても憧あこがれの青騎士様だからな。単に俺おれならともかく、青騎士をやってる時にそんな事はお前には出来ん」

「くっ、要いらん知ち恵えを付けおってぇぇぇぇっ、忌いま々いましい奴やつめぇっ！」
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「お褒ほめに与あずかり光栄です、ティアミリス皇女殿下」

「くるあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　そなたはどうしてわらわに敬意を払はらおうとせんのじゃっ！」

「んー、趣しゆ味み？」

「それをわらわに訊くなぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎とティアの言い合いはヒートアップしていく。以前からぶつかり合う事の多かった二人だが、最近はその激しさが一段と増していた。

『何でも良いから、早く食べてよぉ、もー』

　早さ苗なえは孝太郎にくっついている事で、孝太郎が食べたものを感じ取る事が出来る。だから孝太郎とティアが言い合いを続けている限り、早苗の夕食もお預けになる。そんな訳で、早苗はふくれっ面つらで孝太郎とティアのやりとりを眺めていた。

「大体、なんだこのドリルは！　これで何を喰えってんだ！」

「これは北マスティル原産の木の実の固かたい殻からを割る為の道具じゃっ！　伝統的な食事の道具じゃっ！」

『聞いてないし………終わったら呼んでね』

　呆れた早苗はふてくされたまま、ふわふわと孝太郎から離はなれていく。だがその目はちゃぶ台に並んだ夕食を追い続けていた。

『ったくぅ、仲が良いんだか、悪いんだか………』

「………」

　早苗の不満そうな呟きを耳にして、騒そう動どうを無視して食事に没ぼつ頭とうしていたゆりかが顔を上げる。貧乏なゆりかは食べられる時に食べるのが基本だ。今日は孝太郎が貴族流の食事を訓練するという事で、ゲスト役としてゆりかにも食事が出だされていた。だからゆりかは先程から遠えん慮りよなしに食べ続けていた訳なのだが、早苗の呟いた言葉が気になってその手を止めていた。

「仲が良いんだか、悪いんだか、か………」

　食事を止めたゆりかは、目の前で繰くり広ひろげられている孝太郎とティアのやりとりをまじまじと眺ながめる。

「だったらその木の実を持って来いっ！　こんなドリルがナンボのもんじゃいっ！」

「言ったな!?　では持ってきてやる！　ルース、頼む！」

「はい、殿下」

　次から次へと展開する二人のやりとりは、ゆりかには口を挟はさめそうもなかった。

　―――何というか、良くも悪くも割って入る余地のない二人というか………。桜庭先せん輩ぱいが心配になるのも、分かるような気がしますぅ………。

　晴海に相談された事で、改めて孝太郎とティアの関係を見直したゆりか。晴海が何を心配しているのかが、はっきりと分かったような気がしていた。

「我らの与り知らぬ所で、何か二人の関係を変化させるような事が、あったのかもしれんな」

「キリハさん」

　ゆりかがキリハの声に振ふり返かえると、先に食事を終えたキリハがお茶を淹れながら微笑ほほえんでいた。

「どうしてそう思うんですかぁ？」

「本当に嫌きらいな相手の為ために、あそこまで意地は張るまい」

　コトン

　キリハはゆりかの前にお茶の入った湯ゆ呑のみを置くと、苦く笑しよう気味に肩かたを竦すくめる。

「そろそろ我ものんびり構えてはいられなくなったかもしれないな。孝太郎を誘ゆう惑わくするなら急いだ方が良さそうだ」

「………そうかもしれませんね」

　ゆりかはキリハが本気で孝太郎を誘惑しようとするかはともかく、晴海が行動を開始するのは急いだ方が良さそうだと感じていた。

　もし、何かの拍ひよう子しに孝太郎とティアが意地の張り合いを止めたなら。

　そうなったら、後は坂道を転がるようにして、あっという間に二人はより親密な関係に変化してしまうに違ちがいない。ゆりかはそんな風に感じずにはいられなかった。










「どんだけ固いんだ、お前んとこの木の実は」

「ふんっ、口ほどにもない。だから練習が必要だと言うのじゃ」

　不ふ穏おんな空気を発しながらも、ティアは慎しん重ちようにちゃぶ台に手を伸のばした。

　今日の六ろく畳じよう間まの支配権を巡めぐる戦いは、立体パズルによって行われている。下の方からパーツを引ひき抜ぬき、一番上に載せる。崩くずしたら負け。そういう単純なルールなのだが、見た目以上に高い集中力と慎重な動作が必要となる。このため多くの駆かけ引きが存在する。上に積む時にわざとバランスが悪くなるように積んで、後のプレーヤーにプレッシャーを与あたえるとか、先程からしきりに孝太郎が話しかけているのもそう。ティアの集中を乱し、失敗を誘おうというのだ。

「ティアはあんなもん喰くって育ったから、石頭なんだな」

「自慢の石頭で、そなたの頭をカチ割っても良いんじゃぞ」

　カタン

「おわっ!?」

　興奮したティアはパーツを引き抜く時にパズルを揺ゆらしてしまった。しかしパズルはゆらゆらと揺れるだけで、崩れたりはしなかった。

「ふぅ………危ない危ない」

　ティアは冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、引き抜いたパズルのパーツを天辺てつぺんの部分に置いた。ティアはパーツを引き抜いた位置の真上にくるように配置したので、バランスが悪くなって僅わずかにパズルは傾かたむいていた。

「チッ」

「フフン、然そう然うそなたの思い通りになどなるものか」

『じゃあ、次はあたしだね。孝太郎、お願い』

「ん」

　ティアの次は早苗の番。しかし早苗は単独で細かい作業をするのが苦手なので、孝太郎に取とり憑ついて代わりにやらせる事になる。早苗は孝太郎に後ろから抱き付ついて首に腕うでを回すと、孝太郎の腕を操あやつり始めた。

「何度やっても不思議な感じがするな、これ」

『それが不思議少女早苗ちゃんのちから！』

　いつもは雑な感じで動く孝太郎の両手が、今はしなやかに優やさしく動いている。操っている人間が変わるだけで見た目の雰ふん囲い気きが大きく変わる。今の孝太郎は手だけが妙みように女性的だった。

『えいやっ』

　早苗は孝太郎の腕を素す早ばやくパズルに向ける。女性的ではあっても、このあたりは年ねん齢れいに見合った思い切りのよさだった。

「前から気になっていたんですけどぉ、これってぇ、身体に悪かったりしないんですかぁ？」

「ゆりかっ、さらっと恐おそろしい事を言うなっ！」

　ゆりかの一言に、孝太郎が動揺する。しかし身体の主導権は早苗が握にぎっているので、その手が震ふるえたりする事はなかった。

「でもでもぉ、アニメとかで幽ゆう霊れいに取り憑かれた人ってぇ、『ぐわああぁぁぁぁぁっ』とかぁ、『ぎゃあああぁぁぁぁぁぁっ』とかぁ、してるじゃないですかぁ」

『平気だよ。あたし孝太郎を呪のろい殺す気ないもん』

　早苗は鼻歌交じりにパズルのパーツを一つ引き抜いた。

「サナエ様はサトミ様と仲良しでいらっしゃいますものね」

『うんっ』

　ルースの言葉に笑え顔がおを作った早苗は、調子に乗ってポルターガイスト現象でパーツを宙に浮かべた。そしてパーツはゆらゆら揺れながらパズルの天辺まで飛んでいき、そこにポトリと着地した。

『よぉし、おっけー』

「早苗、俺おれ抜ぬきでもやれるんじゃないか？」

『置くのは出来るんだよ。問題は引き抜くところ』

「そんなもんかね」

「………まぁ、お二人が仲良しなのは分かりますぅ」

　―――早苗ちゃんが幽霊じゃなかったら、桜庭先輩の心配事が一つ増えてたんだろうな………。

　ゆりかは早苗と孝太郎の様子を眺めながら、そんな事を思っていた。

「心配する事はない、ゆりか」

　そんなゆりかの様子を、孝太郎の事を心配していると取ったのか、キリハがゆりかに笑いかけた。

「早苗が孝太郎に対して霊れい障しようを引き起こしている気配はない」

「本当ですかぁ？」

　一応心配は心配のゆりかだ。

「カラマ、コラマ」

『ハイだホー！』

『お任せだホー！』

　キリハが声をかけると、これまでちゃぶ台の下に控えていた二体の埴はに輪わが姿を現した。

『早苗ちゃんの霊れい体たいはコータローの霊れい気きを吸い取る必要がないほど安定しているホー』

『オイラ達たちの霊子力センサーにも邪じや悪あくな霊れい力りよくは感知されてないホ』

『だから多分、ああしてくっついていると普ふ段だん使っていないような気脈を使わされて、逆に血行が良くなったりしている筈はずだホ』

「へぇ～、それなら大丈夫そうですねぇ」

　本来ならカラマとコラマのこの説明では、普ふ通つうの少女なら何を言われているのか分からなかっただろう。だが一応は魔ま法ほう少女のゆりか。カラマとコラマの説明に訳知り顔で納なつ得とくしていた。

『孝太郎、あたしのおかげで健康になってるって』

「そう言われても、元々健康だから良く分からん」

『んもうっ、すぐそうやって意地悪を言うっ！　どうして素す直なおにいつもありがとう早苗ちゃん、今日も可愛かわいいねぇって言えないかなぁっ！』

　ふくれっ面の早苗はそのまま孝太郎の首を締しめ始める。

「ぐふっ、れ、霊障、霊障がおきてるっ」

『むー、ホントに可愛くないんだからっ』

　孝太郎に痛い所を突つかれ、早苗は口を尖とがらせながら腕の力を緩ゆるめた。

「霊障といってもあの程度だ」

「大丈夫そうですね」

『みんなの意地悪っ！　夜中に悪戯いたずらしてやるんだからっ！』

　キリハとゆりかに笑われた早苗は、孝太郎に抱き付いたまま二人に向かって舌を出した。

「次はサトミ様ですね」

「おっといけない、そうだったそうだった」

　ぼんやりと早苗達たちのやりとりを見ていた孝太郎だが、ルースに言われて自分の番である事を思い出した。

「愚ぐ図ずは嫌いじゃ」

「お前には好かれんでも構わん」

「なにぃ!?　皇女の寵ちよう愛あいがいらんというのかぁ!?」

「いらんいらん」

　孝太郎はティアに向かってひらひらと手を振ると、パズルに手を伸ばした。

「じゃあじゃあ、里見さんは誰だれに好かれたいんですか？」

「うわおうっ!?」

　絶ぜつ妙みようなタイミングで繰り出されたゆりかの質問に、孝太郎は思わずパズルを突き崩してしまいそうになった。だが幸いな事にその寸前で孝太郎の手は止まってくれた。

「あ、あぶなっ」

「チッ」

　ティアは不満そうに舌打ちする。孝太郎は胸に手を当てて大きく深呼吸を繰り返していた。

『誰に好かれたいって、そりゃあもちろんこのあたし、早苗ちゃんっしょう。ねっ、孝太郎』

「その辺りは我にも興味があるな。今後の参考にしたい」

　するとそんな孝太郎に、早苗とキリハが興きよう味み津しん津しんの目を向ける。

「ホレ言うてみぃ。わらわでないとしたら、誰なのじゃ？」

「………」

　嫌われても構わないと言われて不ふ機き嫌げんそうなティア。そしてその向こう側では、何かを期待するような瞳ひとみでルースが孝太郎を見ていた。

　思おも惑わくは様々だが、今は一〇六号室の女性達の注意が全すべて孝太郎に注がれていた。孝太郎は一〇六号室の女性では誰を選ぶのか。彼かの女じよ達たちは胸の中でその想像を膨ふくらませる。

「そんなもん決まってるだろ」

　だが当の孝太郎は一いつ瞬しゆんも悩まなかった。

「桜庭先輩だよ、桜庭先輩。あんな素す敵てきな人に嫌いって言われたらだな、俺は男として生きていけんぞ」

『えええええぇぇぇぇぇ!?　あたしじゃないのぉぉぉぉぉ!?』

「………やはり順当にそこになるのか」

　立ち上がって抗こう議ぎする早苗。お茶をすするキリハ。

「まぁたあの女かっ！　くぅぅぅぅぅっ、あの女以下だというのは我が慢まんならんっ！　すぐに訂てい正せいせよ！」

「どうせわたくしはカブトムシ以下の女でしょうとも。ええ………」

　いきりたつティア、やさぐれるルース。四者四様のリアクションが展開されていた。

「………桜庭先輩、か………」

　そんな中、ゆりかだけが違う反応を見せていた。

「なんとかこう、感じの良い後こう輩はいとして、あの人の記き憶おくに残りたい。そんな青春の一ページ」

『あたしで良いじゃない、あたしで！』

「やはり正せい攻こう法ほうしかないということか」

「訂正せよ！　わらわの方が魅み力りよく的てきじゃと！」

「どうせこんな事だろうと思ってましたよ、ええ………」

　―――これは確かに問題かもしれないですぅ。里見さんは桜庭先輩に一番好かれたいけど、距離が遠いままで満足しているだなんて………。なんとかして距離を詰めないと、少女漫まん画がでは負けパターンですぅ！

　興奮する周囲をよそに、ゆりかは渋しぶい顔で晴海の心配をしていた。

　孝太郎は晴海の事が一番好きだが、今の関係以上になろうとは考えていない。それはこれまでの恩もあるし、誰よりも尊敬しているからだ。孝太郎は自分が晴海に釣り合あうような男だとは考えていなかった。

　だが実際は晴海はそれを求めている。このすれ違いを何とかしない事には、孝太郎が何かの拍子で他ほかの女の子とくっついてしまう可能性は極きわめて高い。少女漫画どころではなく、現実でもよくあるパターンなのだ。

　―――デート。やっぱりデートしかない！　私が桜庭先輩と一いつ緒しよに行って、うまいこと二人きりにしてあげたりすれば………！

　ゆりかは孝太郎と晴海をくっつける気満々だった。

「考えてもみろ！　例えばこのゆりかだ！　どうしたらこんな行き過ぎたコスプレ趣味が恋れん愛あい対象になるとゆーんじゃっ！　お前らも同じだっ！」

　孝太郎がその言葉を口にする瞬しゆん間かんまで。

「なぁんですかぁぁっ!!　行き過ぎたコスプレ趣味ってぇぇぇぇっ!!　人が折せつ角かく心配してあげてるっていうのにぃぃぃぃぃぃぃっ!!」

　この瞬間から、ゆりかは孝太郎と晴海の交際を潰つぶそうと画策し始めるのだった。







ゆりかの敵が来た！　十一月十七日（火）







「駄だ目めっ、絶対駄だ目めですぅ！　桜さくら庭ば先輩が里さと見みさんと付き合うだなんてぇっ！」

　翌朝、春はる風かぜ高校の教室へ着いてもゆりかの怒いかりは収まっていなかった。あのタイミングで孝こう太た郎ろうに過か剰じようなコスプレ趣味と言われたのが心底許せなかったのだ。

「人の気持ちを平気で踏ふみにじりよってからにぃっ」

　孝太郎と晴はる海みを交際させるつもりでいたので、ゆりかは自分が孝太郎の恋愛対象外なのは構わなかった。しかし心配している最中に投げつけられたあの言葉だけはどうしても許せなかった。自分だけでなく、晴海に対しても同じような事が起こったら。孝太郎が晴海の言葉を頑かたくなに信じないような事があったら。そんな風に思うと、ゆりかは孝太郎と晴海の交際には賛成できなかった。

「あんな酷ひどい人、やっぱり桜庭先輩には絶対に釣つり合わないですぅ。なんとかして桜庭先輩には諦あきらめて貰もらわないとぉ………」

　少し前までは全力で二人の交際のバックアップをしようと心に決めていたゆりか。しかし今のゆりかは完全に二人の交際を潰すつもりでいた。そんな訳でゆりかは朝から陰いん謀ぼうの画策に余念がなかった。

「里見さんが女の子と一緒にいる所に何度も連れていくとか………あるいは里見さんに罠わなを仕し掛かけて無様な姿を晒さらさせるとか………」

　愛と勇気の魔法少女☆レインボーゆりか。

　他人の恋れん愛あいを潰すというのは魔法少女としての存在意義が問われる状じよう況きようなのだが、怒りに目がくらんだゆりかはそんな事は欠かけ片らも気にしていなかった。










「どうしたんだろうな、ゆりかの奴やつ。朝から難しい顔をして」

『さぁねぇ………何事もゆりかのやる事だからねぇ………』

　孝太郎は一人で机に向かうゆりかの背中を眺めながら首を傾かしげていた。近くを漂ただよっている早さ苗なえも同じで、大おお真ま面じ目めなゆりかを不思議そうに眺めている。教室の後ろの方にいる孝太郎と早苗の傍そばにはキリハとフォルトーゼ主従、そして静しず香かの姿があった。彼かの女じよらは孝太郎の言葉につられ、ゆりかに目を向けていた。

「孝太郎、今はもう十一月も半ばを過ぎた。年末のコミハが近い」

　キリハが口にしたコミハというのは、正しくはコミックハートネットワークという名前のイベントだった。コミハは年二回行われている大規模なコミック関連のイベントで、コスプレイヤーの参加が許されているイベントの中では国内最大級の規模を誇ほこる。

「ああ、そうか！　それに着ていく衣装を考えてんのか！」

「それは衣装遊びの祭典とか言うていたアレの事か？」

「そうそう。あの様子だと、相当入れ込んでるわねぇ、ゆりかちゃん………」

「なるほど、言われてみれば確かに意気込みがここまで伝わってくる感じが致いたします」

　キリハの鋭するどい指し摘てきに、孝太郎、ティア、静香、ルースの四人は納得して大きく頷うなずく。彼かれらの頭の中ではゆりかは筋金入りのコスプレイヤーなのだ。それに成績の悪いゆりかが勉強で頭を悩なやませているとは考えにくい。

『そうかなぁ………なんか変な霊波が出てる気がするけど………』

　だが早苗だけは違う意見だった。彼女は幽霊だけに、ゆりかの発している霊波にいつもとは違う種類の感情を見み出いだしていた。

『まぁ、変は今に始まった事じゃないか』

　しかし早苗はすぐに考えるのを止めた。結局、早苗にしてもゆりかの事はコスプレイヤーとしてしか見ていないのだ。

「コウ、何の話だ？」

　そこへクラスの日誌を手にした賢けん治じが通りかかる。賢治は今日の日直なので、職員室へ行っていたのだ。

「ホレ、あれを見てみろ」

「虹にじ野のさんがどうかしたのか？」

「朝から難しい顔をしているから、なんだろうなーってさ」

「あー、言われてみればそんな感じだな」

　孝太郎に説明されると、賢治は納得した様子で頷いた。

「なんかこー、ナイフを取り出す直前の女の子の雰囲気だなー」

「マッケンジー、お前そんな経験があるのか？」

「………な、ないっ」

　孝太郎に指摘された賢治は、しまったと言わんばかりの表情で首を横に振った。

「嘘うそつけ！　今のは絶対そういう雰囲気だったぞ！」

「ないって、ないっ！」

　慌あわてて首を横に振る賢治に静香が補足する。

「マッケンジー君の経験はともかく、私達はゆりかちゃんが新しいコスプレを考えてるんじゃないかって睨にらんでるんだけど」

「違う違う、ナイフだナイフ」

　そのナイフの切っ先が、自分に向いているとは欠片も考えない孝太郎だった。

「うるせぇ、黙だまれ！　………でも確かに笠かさ置ぎさんの言う通りかもしれませんよ」

　静香の言葉に賢治は深く頷く。そんな賢治の様子に孝太郎も話をゆりかに戻もどした。

「どういう事だ？」

「それがさ、俺おれって今日の日直だろ？　だから日誌を取りに職員室へ行ってたんだけど、先生の所に知らない女の子がいてさ」

「女の子ぉ？　また引っかけたのか？　見境ないなぁ、マッケンジー。流石さすが流石」

　今度は孝太郎が頷く。すると賢治は眼鏡の奥おくで目を吊つり上あげた。

「違うわっ!!　どうしてそうなる!!」

「女の子にナイフを出させた事があるマッケンジー君のお言葉とは思えませんなぁ」

「話が進まんから、お前は少しだーっとれ」

「分かった。黙って女の子とナイフについてあれこれ妄もう想そうしておく」

　賢治の剣けん幕まくもなんのその。孝太郎はニヤニヤ笑いながら黙り込んだ。

「くっ、余計な事を言ってしまった………」

「これマッケンジー、続きはどうしたのじゃ」

「そ、そうでした。それがですね、その女の子というのが、どうやらこのクラスへやってくる転入生らしいんです」

『転入生!?』

　驚おどろきに一同の声が揃そろう。

「しかもどうやら虹野さんの知り合いらしくて………」

　寒さが増し始めた十一月。

　冬の冷たい風と共にやってきたのは、季節外れの転入生だった。










　先生に呼ばれて教室へ入って来たのは、藍あい色いろの瞳が印象的な少女だった。

　ゆりかの知り合いという情報から孝太郎が想像していたのはゆりか同様に騒そう々ぞうしくて危なっかしい女の子だったのだが、実際の転入生は物静かで意志の強そうな瞳をしていた。

「知り合いっていっても、随ずい分ぶんゆりかと感じが違ちがうなー」

『アレじゃない？　本当にただの知り合い』

「その線も濃のう厚こうだなー」

　あまりにゆりかと違う雰囲気なので、孝太郎と早苗はそんな失礼な事を考えていた。すると教きよう壇だんの所に立った転入生がキレの良い動作で頭を下げた。

「皆みなさん初めまして。藍あい華か真ま希きと申します。よろしくお願いします」

「真希さんは御ご両りよう親しんの仕事の都合で吉きつ祥しよう春風市へやって来ました。みんな、仲良くしてあげてね？」

　転入生―――真希の挨あい拶さつと先生のフォローが済むと、教室は早さつ速そくざわつき始める。高校生にとって、転入生がやってくるというのはそれだけで一大イベント。誰もが自然と浮うわついた気持ちになってしまうのだった。

　ガタッ

「まっ、真希ちゃんっ!?」

　しかし誰よりも動どう揺ようしていたのはゆりかだった。ゆりかは椅い子すを蹴けるようにして立ち上がると、その大きな目を限界まで見開いた。

「どっ、どうして真希ちゃんがこの学校に!?」

「お久しぶりです、ゆりかさん」

　驚きに目を見張るゆりか。そんなゆりかに落ち着いた微び笑しようを浮うかべる真希。反応は対照的だった。

「そうそう、言い忘れていたけれど、真希さんはゆりかさんの知り合いだそうね？　お世話をお願いして良いかな、ゆりかさん？」

　先生がそんな事を口にしていたが、未いまだ驚きの中にいるゆりかの耳には届いていなかった。ゆりかは目だけでなく口まであんぐりと大きく開けて真希の姿を凝ぎよう視しし続ける。

　―――驚いているようね、虹野ゆりか………。この状況では、気持ちは分からないではないけれど………。

　真希は顔ではにこやかに笑いながらも、胸の中ではゆりかを冷静に観察していた。そして予想していた通りの反応を示すゆりかに、真希は少しだけ満足していた。

　しかし真希の予想通りなのはここまでだった。

「真希ちゃぁんっ！　真希ちゃぁぁぁぁぁんっ！」

　ゆりかの表情が一変する。ゆりかは真希の名前を連呼しながら、両目いっぱいに涙なみだを溜ため、満面の笑顔を作った。

「あ、あれっ？」

　そんなゆりかの反応に真希が戸と惑まどっているうちに、ゆりかは教壇に駆かけ上がり真希の手を取った。

「ようこそおいで下さいましたぁぁぁぁぁぁぁっ!!　真希ちゃぁぁぁぁぁん!!」

「はいぃぃぃっ!?」

　今度は真希が目を丸くする番だった。駆け寄よってきたゆりかは真希の手を握り締め、ぶんぶんと上下に振ふり始める。この行動は真希の想像の範はん疇ちゆうを遥はるかに超こえていた。

「待ってたんですぅっ、ずっと待っていたんですぅっ!!　真希ちゃん達が来てくれるのを、一日千秋の想おもいで待っていたんですぅっ!!」

「待ってた!?　私を!?　なっ、何な故ぜっ!?」

　真希の予想では、ゆりかは動揺して恐きよう怖ふに震える筈だった。しかしゆりかの反応はその正反対。真希の登場を喜び、最大級の歓かん迎げいを示した。

「何でずっと来てくれなかったんですかぁ!!　そのせいですっごい苦労したんですよぉっ!?」

「苦労したですって？」

　―――い、一体何を言っているの、この子は!?

　これも真希を戸惑わせる言葉だった。本来は真希が姿を現す事でゆりかは苦労する筈なのだ。なのにゆりかはその反対の言葉を口にする。真希には分からない事ばかりだった。そんな戸惑う真希をよそに、ゆりかは真希の手を握にぎり締めたまま、クラスメイト達の方を振り返かえった。

「里見さん里見さんっ!!　ほらぁっ、見て下さいっ!!」

　そしてゆりかは真希の手を上下に振りながら、教室の隅すみに座すわっている一人の少年に呼びかける。

　―――里見？　例の男の子ね………。

　真希にはその顔に覚えがあった。里見孝太郎。問題のころな荘そう一〇六号室に住んでいる少年だった。

「どうしたゆりか」

「どうしたもこうしたもありませんよぉっ！　来たんですぅっ！　遂ついに来てくれたんですぅ！」

「何が？」

　興奮するゆりかの言葉に、孝太郎は至し極ごく落ち着いた様子で答える。

「敵ですぅ!!　悪の魔法少女が来てくれたんですぅぅぅっ!!」

「なっ!?」

　その瞬間、真希は心臓が口から飛び出だしそうになった。

　ゆりかの言う通り、藍華真希という少女は悪の魔法少女だった。魔法少女ダークネイビー。魔ま術じゆつ結社ダークネスレインボゥに所属する、藍色の魔法を使う魔法少女だ。

　だが善であろうが悪であろうが、魔法少女にとって周囲の人間に正体を明かす事は御ご法はつ度と。それは魔法という存在を周囲に知られればどちらの得にもならないからだ。正体を隠かくし、時代の陰かげの中で戦い続けるのが魔法少女の宿命の筈だった。

「ねっ、嘘じゃなかったでしょう里見さぁんっ!!　言ったじゃないですかぁ、本当に敵が来るってぇ!!」

　―――やっ、やめなさいゆりかっ!!　それ以上言ったら私達はっ!!

　しかし焦あせりまくる真希をよそに、ゆりかは至極あっさりと自分達の正体を明かしてしまった。それは真希でなくても、どんな魔法少女でも絶望したくなるような状況だった。

「良かったのう、ゆりか。かつての学友との再会は格別じゃろう」

「そちらの方は悪い魔ま法ほう使つかいの衣装を着る事になるのですね」

『大事にしなさいよ。あんたのコスプレ趣しゆ味みに付き合ってくれるまともな子は少ないんだから』

「倉くら野のさん、真希さんはどんな衣装なのかな？」

「ゆりかさんがピンク系ですから、きっとその反対の暗色ではないでしょうか。二人並んだ時に見み栄ばえがしますし」

　だが真希の想像はここでも裏切られる。ティア、ルース、早苗、静香、キリハ。五人の少女達たちの反応はまるで真希やゆりかの正体に気付いていないかのようだった。

「い、いったい、どういう………？」

　あまりに予想外の状況に、真希の顎あごがカクンと落ちる。普ふ段だんから冷静な姿勢を崩くずさない真希だが、この時ばかりは相当に間の抜ぬけた顔をしていた。

　だが真希が動どう揺ようするのも当然だろう。正体が発覚し、全てがご破算になる事を覚かく悟ごしていたというのに、現実はその正反対。ゆりかが魔法少女を名乗っているのに、それが全く周囲に影えい響きようを与あたえていないのだ。

「へぇ、しっかりした感じなのに、あの子もコスプレイヤーなのか」

「コスプレイヤーにもいろんなタイプがいるんだねぇ」

「でもあの子、シックな色が似合いそうじゃない？」

「そうかも。折角だから目の色と合わせたいよねー」

　やがてクラスのそこかしこから真希に対する評価の声が上がり始める。そこでもやはり、真希が魔法少女であるという内容が囁ささやかれる事はなかった。

　―――コ、コスプレイヤー？

　代わりに囁かれていたのは、コスプレイヤーという単語だった。真希は動揺の余りずり落ちかけていた制服の肩かたの部分を元に戻すと、奇き妙みような雰ふん囲い気きのクラスに目を向けた。

「あぁん、違う、違いますぅぅぅぅっ！　皆さん違うんですぅっ！」

「おいゆりか、その子もお前と一緒でコスプレ研究会に入るのか？」

　極めつけは孝太郎。話が妙みような方向へ転がり出した事に慌てるゆりかに呑のん気きな顔で語りかける。それは魔ま法ほう少女同士の戦いが行われると分かっている人間の顔ではなかった。

「入りません！　入りませんともぉっ！　これから激しい戦いが待っているんですからぁっ！」

「そうかぁ。コミハは戦場だって言うからなぁ………」

　コミハの開かい催さい期間は三日間。のべ三十万人が参加するという一大イベントだ。この為ため会場は多くの人間でごった返し、参加した人間の多くがコミハを戦場に例えている程ほどの混雑ぶりだった。今もコスプレ研究会と良い関係を続けている孝太郎は、その話は何度も聞かされていた。

「違う、違うんですぅぅぅぅっ!!」

「コスプレ………？　コスプレイヤー………？」

　―――もしかして虹野ゆりかは、このクラスでコスプレイヤーとして認にん識しきされている？　そして、その友人である私も？

　真希は次し第だいに自分を取り巻く状況を理解し始めていた。

　このクラスではゆりかはコスプレイヤーとして知られている。そしてその知り合いである真希も、同じくコスプレイヤーであると思われている。だからゆりかが魔法少女を名乗っても、それを信じる者はいない。それは真希についても同様だ。

「入りませんったら！　真希ちゃんはそういう子じゃないんです！」

「じゃあ、コス研に入らないような子に無理に付き合わせてるのか？」

「だから違うんですってぇっ！」

　必死に訴うつたえるゆりかの目に涙がにじむ。今度こそ孝太郎に魔法少女だと理解してもらおうと、ゆりかは一いつ所しよ懸けん命めいだった。

「真希さん」

　考え込んでいる真希に、孝太郎の声がかかる。

「は、はいっ!?」

　自分に話が回ってくるとは思っていなかったので、真希は驚き、声が裏返っていた。動揺して歪ゆがんだその表情もいつになくユーモラスだ。

「ゆりかが迷めい惑わくをかけたりしたら、すぐに言って下さい」

「違いますぅっ！　迷惑をかけるとしたら真希ちゃんの方なんですぅっ！」

「こらゆりか、いくら昔からの知り合いだからって、言って良い事と悪い事があるぞ」

「そうじゃないんですってぇぇぇぇぇっ！」

　必死に抗こう議ぎするゆりかをよそに、孝太郎は真希に申し訳なさそうな顔を向けた。

「すいません、真希さん。俺おれ達たちからきつく言っておきますんで」

「ふえぇぇぇぇぇんっ、誰だれもちゃんと聞いてくれないぃぃぃぃぃぃっ!!」

　結局、ゆりかは自分と真希の事情を洗いざらい告白した。しかし誰もその言葉にまともに耳を貸そうとはしない。

「これは………」

　その様子をずっとうかがっていた真希はある結論に辿たどり着つく。

　―――そうか、そういう事だったのね！

　ギリッ

　事情を悟さとった真希は悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみ締しめた。

　―――頭の悪い臆おく病びよう者ものかと思っていたけれど、大した役者じゃないの！

　ゆりかは事前に自分をコスプレイヤーであると周知させる事で、巧こう妙みように真実を覆おおい隠している。それが真希の結論だった。

　事前にコスプレイヤーとしての評判が高まれば、魔法少女に変身している所を見られてもコスプレの一言でカタが付く。その上、周囲に全すべての真実を話してしまっても全く問題がない。コスプレの設定だと思って貰えるからだ。逆に周囲の協力すら得られるだろう。例えばゆりかが周りの人間に『悪の魔法少女を捜してくれ』と頼たのめば、真希を捜す手伝いをさせた上に、毛ほども疑われる心配がない。

　―――見事な策略だわ、虹野ゆりか………。これまでの評価を改めなければ、こっちが足をすくわれる！　まさかこれほどの知ち恵えを隠し持もっていたなんて………いや、もしかすると強力なブレーンが付いた!?

　真希はこの見事過ぎる状況に慄りつ然ぜんとしていた。まさか情報をオープンにする事で、逆に真実から遠ざける方法があるとは思ってもいなかったのだ。

　―――けれど私をコケにした事だけは間ま違ちがいだったわね、虹野ゆりか!!　どうあってもそのツケは払はらわせてやるからっ!!

　ギリリッ

　真希は更さらに強く奥歯を噛み締める。真希はゆりかに馬ば鹿かにされたと感じていた。これまで殆ほとんど感じていなかったゆりかへの対たい抗こう意識が炎ほのおのように燃え盛る。

　真希がそう感じたのには理由がある。正体を隠すだけなら、このタイミングで真希が魔法少女であるとクラスの人間に告げる必要はなかった。だがあえてゆりかはそれをした。このタイミングで言う理由は、そうすれば真希をいたぶれるから。ゆりかは正体を隠しておきたいという魔法少女共通の心理を利用して、真希の心を弄もてあそんだ。真希はこの状況をそういう風に捉とらえていたのだ。

　―――そうと分かれば、このまま弄ばれてやる義理はないわ！

　状況を理解した（？）真希は、気を取り直すとにこやかな笑え顔がおを作った。

「いいえご心配なく。実は私も本格的なコスプレを始めようと思っているんです。コス研があるというのなら、是ぜ非ひ入ろうと思っています」

「真希ちゃんっ!?　なっ、何を!?」

「これからもよろしくお願いしますね、ゆりかさん」

　―――この半年で演技だけは上う手まくなったわね、虹野ゆりか！　でも上手くなったのは演技だけだという事を、すぐに思い知らせてやるからっ！

　藍色の魔法少女ダークネイビーこと、藍華真希。

　その強大な魔ま力りよくや知恵とは裏腹に、大きな勘かん違ちがいをした彼女は、ゆりかを倒たおす事にこれまで以上の情熱を燃やし始めるのだった。










　十一月も半ばを過ぎると、放課後の屋上に吹ふき付つける風は冷たい。立っているだけで体温を奪うばわれていく。しかしそこで真希と向かい合うゆりかは、風よりも真希の視線に冷たさを感じていた。そのうえ広い屋上にはゆりかと真希の姿しかなく、それが寒々しさを更に際きわ立だたせていた。

「話って何かしら、虹野ゆりか？」

「真希ちゃん、い、一体どういうつもりなんですか？」

　ゆりかは内心の動揺を抑おさえて問いかける。ゆりかには真希に訊ききたい事が沢たく山さんあった。真希が吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへ転入してきた訳、そしてコス研に入ると言った訳。更にはそれらが一〇六号室とどう関かかわってくるのか。ゆりかはそれを知りたくて、真希を屋上へ連れて来たのだった。

「どういうつもりとは、この高校へ転入してきた事？　それとも他ほかの事？」

「全部ですぅっ」

　真希は余よ裕ゆうの笑顔を崩さない。しかしその笑顔の裏では慎しん重ちようにゆりかの事を分ぶん析せきしていた。

　―――ぱっと見は半年前とはそう変わらないけれど………どこか感じが違う気がするわね。それに例のコスプレの件もあるし………もう少し探さぐりを入れてみるべきかしら………？

「この高校に転入してきた理由なんて言うまでもないでしょう？　あなたがここにいて、例の魔ま力りよく溜だまりのある部屋に住んでいる男の子もここに通ってる。接せつ触しよくを試みるのは当然よね」

　真希が吉祥春風高校へ入ってきた最大の理由は、一〇六号室へのアクセスを容易にする為だった。見知らぬ女の子であるよりも、クラスメイトであれば孝太郎の部屋に入り易やすい。知らない女の子が部屋に入れてくれと言っても駄目だろうが、クラスメイトならどんな理由だって用意できる。

　また、もう一つの理由はゆりかだ。真希としては、ゆりか自身の調査もしておきたかった。真希が持っているのはゆりかが普ふ通つうの中学生だった時の情報と、先代の魔法少女からゆりかに代だい替がわりした直後の僅わずかな期間の情報に限られる。だからレインボーゆりかという魔法少女の情報は殆ど無いに等しいのだった。

「じゃあ、どうして半年以上も襲おそって来なかったんですかぁ？」

「貴女あなたも覚えているでしょう、あの三月の戦いを。あの時にレインボーナナ、つまりあなたの前任者が命いのち懸がけで放った一いち撃げきのおかげで、私達七人のうち五人までが行動不能となった。その治ち療りようや後進の育成に時間がかかっている。それだけの話よ」

「あの時のナナさんの魔法のせいで………」

　レインボーナナとは、ゆりかが魔法少女になる前に、虹の魔法少女を名乗っていた人物だった。

　ナナは八ヶか月げつ前、総力戦を仕し掛かけてきた悪の魔法少女達に向かって命懸けの魔法を放った。その魔法は悪の魔法少女達の多数を行動不能に追い込んだのだが、その代だい償しようにナナ自身も戦いを続けられない身体になってしまった。だからナナは任務と力をゆりかに引ひき継つぎ、ゆりかは魔法少女☆レインボーゆりかとなった。

「まぁ、私達ダークネスレインボゥとしても、あなた達レインボゥハートとしても、大変な痛手だったって事ね」

　レインボゥハート、そしてダークネスレインボゥ。それらはどちらも魔法使いの少女達が所属している戦せん闘とう集団の名だ。

　レインボゥハートとは魔法の国にある正規軍の名前だ。魔法の国の軍隊なので、そこに所属しているのは全てが魔法使い。そしてその頂点に立つ七人の魔法少女には、最高位の魔法使いを示すレインボーの称しよう号ごうが与えられている。先さき程ほど話に出てきたレインボーナナもその七人のうちの一人だった。レインボゥハートは平和の維い持じと、正しい魔法の運用の為に活動している。簡単に言えば魔ま物ものの退治や、利己的な魔法の利用を取とり締まったりしている訳だ。

　これに対し、ダークネスレインボゥは魔法の国で暗あん躍やくする秘密結社だった。その構成員はやはり全て魔法使い。そしてその幹部は強力な魔法使いである七人の少女達。だが比ひ較かく的てきあらゆる魔法を使いこなすレインボゥハートに対し、ダークネスレインボゥの少女達は特定分野の魔法に一点集中して習得している傾けい向こうにある。これは任務の性格上の問題もあるが、ダークネスレインボゥの目的に大きく影響されている。彼かの女じよ達たちの目的は魔法を自分の思うままに振るう事。その力で望む未来を作る事。だからこそ自分に必要な魔法だけを追求している。そしてそういう魔法の使い方をしていれば、自然とレインボゥハートと対立する事になる。

「いえ、そっちの方がダメージは大きいのかもね。何せ私達七人を一人で相手に出来るレインボーナナを失ったんですもの。その上、ナナの後あと釜がまは出で来き損そこないのあなただし」

「そんな事はないですぅっ！　ナナさんの代わりは、この私が立派に務めてみせますぅ！」

「かもしれないわね。少なくとも悪わる知ぢ恵えに関しては、先代を遥かにしのぐようだし」

　そう言った瞬しゆん間かん、真希はスッと目を細めた。するとその視線の鋭するどさが増す。その言葉とは裏腹に、真希はゆりかを出来損ないとは考えていないのだ。

「悪知恵？」

　だがそう言われてもゆりかには覚えがない。そんなゆりかに向かって真希は笑顔を作る。それは背筋が寒くなるような酷こく薄はくな笑顔だった。

「まさか正体を隠す為に、コスプレイヤーを名乗っているだなんてね」

「ええぇっ？」

　だが真希の口から飛び出してきた言葉を聞いた瞬間、背筋の寒さなんてゆりかの頭の中からすっ飛んでしまった。

「脱だつ帽ぼうだわ。確かにそのやり方なら全ての秘密を明かしたとしても、逆に秘密は全て守られる。正直ゾッとしたわ」

　ゾッとしたというのは冗じよう談だんでもお世辞でもない。二人が再会した朝のホームルームで、真希は本当に生きた心ここ地ちがしなかったのだ。

「ちっ、違いますぅぅぅっ、わ、私そんなつもりじゃありませんっ！」

「誤ご魔ま化かさないでっ!!　他にあなたがコスプレ研究会に所属する理由がある筈はずないでしょう!?」

　真希は完全に誤解していた。ゆりかが自分でこの状じよう況きようを作り出しているのだと。

　よもやゆりかが、最初からずっと魔法少女だと信じて貰もらえていないとか、孝太郎に無む理り矢や理りコスプレ研究会に入れられてしまったとか、そんな風には考えていないのだ。

「私、自分からコスプレイヤーを名乗った事なんて―――」

「………なるほどね。その徹てつ底ていした演技で、今の鉄てつ壁ぺきの守りを築いたのね。この状況なら学内で変身しても誰も疑わない。その上、実力の不足を学内の人間を動員して補う事も出来る。考えたわね」

　真希の目には今の吉祥春風高校はゆりかの張はり巡めぐらせた鉄壁の罠わなに見えていた。

　その正体を隠す手段もさることながら、ナナと比べて劣おとる実力を高校の人間で補うことも出来る。例えば格かく闘とう系の部活の人間を各種の魔法で強化すれば恐おそろしい戦闘マシーンに変へん貌ぼうする。後は口八丁手八丁で騙だまして、彼らをけしかければいい。

　―――本当に恐ろしい策だわ………早めに気付いて良かった………。

　真希がこのゆりかの策（？）に気付く事が出来たのは、ゆりかが真希をコケにしたからだ。あの時点でコスプレの情報を得ていなければ、今いま頃ごろ真希は完全にゆりかの罠に絡からめ取られている筈だった。

「だからそんなつもりは―――」

　ゆりかは必死で真希に訴える。ここで真希の誤解を解かなければ、事態は更に泥どろ沼ぬまとなる。

「でも、そうそう上手くはいかないわ」

「だから違うんですぅっ!!　お願いだから話を聞いてぇっ、真希ちゃぁんっ!!」

「私もコス研に入るわ。これで条件はフィフティフィフティよ!!」

　しかしこの一見無敵に見えるゆりかの策（？）にも、一つだけ重大な弱点がある事に真希は気付いていた。それは真希が春風高校に転入し、コスプレ研究会に入ってしまえば、ゆりかに適用されている各種特典が真希にも適用される事だ。そうなれば互ご角かくの戦いをする事が出来るのだ。

「ツメを誤ったわねっ、レインボーゆりかっ!!　あの時私をコケにしようと自分がコス研に所属していると口走ったのが失敗だったのよっ!!」

　真希は冷静な表情を崩し、内に秘ひめた情熱を燃え上がらせる。情熱で爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみは、ゆりかという敵に注がれていた。

「真希ちゃんそれは違いますぅぅぅっ!!　勘違いですぅぅぅぅっ!!　コケになんかしてませぇんっ!!　それにコス研の話を持ち出したのも私じゃないですよぅっ！」

　ゆりかは策など弄ろうしていない。コスプレイヤーを名乗った事もなければ、自分からコス研に入った事もない。ただ周りが信じてくれなかっただけなのだ。そして真希をコケにした覚えもない。真希がやってきたおかげで、遂に自分の身の証あかしが立てられると喜んでいたくらいなのだ。

「黙だまりなさいっ、ゆりかっ！　私はもう騙されたりしないっ！」

「あああああぁぁぁぁぁ、真希ちゃんまで信じてくれないっ!!　どうしていつもこうなるんですかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　ゆりかはうるうると泣きながら頭を抱かかえる。

　―――あぁあんっ、里見さんとおんなじぃっ!!

　だがゆりかの現状を真希に信じろというのは酷こくな話だ。普通に考えれば、作戦に則のつとって自分で作り出した状況だと考えるしかない。出会った時に孝太郎と早苗が魔法を信じてくれなかったせいで、こじれにこじれてこうなりましたと言われて納なつ得とくできる人間は居ないだろう。

「しかし一つ策が破れたくらいで終わりではないのでしょう、虹野ゆりかっ！」

「終わりです！　策なんか一つも無いですっ！」

「そうよね。訊かれて答える馬鹿もいないわよね。でも一つだけ気になる事があるの」

　ここで再び真希に冷静さが戻もどってくる。日ひ頃ごろ冷静だが、熱い情熱を胸の内に秘めた少女、それが藍華真希なのだ。

「どうせ私の話とは関係ない事を気にしてるんでしょうっ！　そうでしょう、そうなんでしょおっ！」

　ゆりかの大きな瞳からは滝たきのような涙があふれる。ゆりかは半ばやけくそだった。

「この作戦を考えたのはあなた？　それとも他の誰か？」

　それは真希にとってとても重要な情報だった。もしゆりかに作戦を授さずけている人間がいるのだとしたら、普通の魔法少女同士の戦いを想定していては足をすくわれる。

「私っ、作戦なんて考えてませぇん！」

　だが、それはゆりかにとってどうでも良い情報だった。そもそも作戦なんて存在しない。だから作戦を考える人間なんていない。それを真希に分かって欲ほしかった。

「そう………やっぱりブレーンがいたのね………」

「そんなのいませんっ!!　誰も作戦なんて考えてないんですよぉぉっ!!」

「フフフ、心配しないでゆりか。そいつの正体を明かせとまでは言わないわ。それは私が自分で見つけ出すものよ！」

　―――真の敵はそいつか………できればゆりかと激げき突とつする前にあぶり出しておきたい所だけど………。

　やがて真希は出会った事もない好敵手に対たい抗こう心しんを燃やし始める。だが真希は知らない。そんな人間はどこにもいないのだという事を。

「もう良いですぅ………諦あきらめましたぁ………私の話なんて聞いてくれなくて良いですよぅ………」

　ここで遂にゆりかは真希の説得を諦めた。ゆりかの経験上、ここまでこじれてしまっては誤解を解く事は不可能だと分かっていたのだ。

「そうね。話はもう終わりね」

　ガコォン

　真希の言葉と同時に校舎の中へ続くドアが開く。真希は誰かが屋上へ近付いている事に気付いていたのだ。

「ああっ、ここに居たんですかっ、虹野さんっ！」

　ドアからは一人の女生徒が姿を現した。

「桜庭先せん輩ぱい!?」

　屋上に姿を現したのは晴海だった。彼かの女じよはゆりかの姿を見付けると笑顔を作り、手を振りながら小走りに近付いてくる。そんな晴海にチラッと視線を向けた真希は口元に小さな笑えみを浮うかべた。

「いいこと、ゆりか。あの部屋にある魔力溜まりは、私達ダークネスレインボゥが貰い受ける」

「真希ちゃん!?」

　真希はゆりかに背を向け、この場を立ち去ろうとしていた。晴海の登場で、これ以上話を続けていられないと判断しての事だった。

「けれどこの勝負、あなたに不利よ。守るものが多いあなたに、果たして全てを守り切れるのかしらね？」

「待ってぇ、真希ちゃん！」

「ふふふっ」

　ゆりかの呼びかけに答えず、真希は歩き続ける。真希はそのまま晴海とすれ違ちがい、校舎の中へと消えていった。

「はぁ、はぁ、はぁ、ご、ごめんなさい、虹野さん。はぁ、はぁ………も、もしかして、ふぅ、ふぅ、お友達との、お話を、邪じや魔ましちゃいましたか？」

「いいえ、そんな事は………」

　息を乱している晴海に向かって首を横に振りながらも、ゆりかは真希の事を考えていた。この先の事を思うと、ゆりかの表情は自然と険しくなる。だがゆりかはこの時、真希との戦いの事を考えている訳ではなかった。

　―――真希ちゃん、どう説明したら納得してくれるかなぁ………？

　ゆりかにとって最大の関心事は、真希にどうやってこの複ふく雑ざつ怪かい奇きな真実を伝えようかという事なのだった。
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「………真ま希きちゃん、か………」

　デートの話をしにきた晴はる海みと別れ、家路についたゆりかの表情は再び険しいものに変わっていた。足取りも重く、全体的に暗い雰囲気がつきまとっていた。

　一人になって落ち着くと、じわじわと今の状況がゆりかの胸に染しみ込んでくる。さっきは勘違いを正そうと躍やつ起きになっていてすっかり忘れていたのだが、真希が来たという事はゆりかが戦いをしなければならないという事でもあった。

「戦い………私に出来るのかなぁ………？」

　一〇六号室にやって来てから、いや、魔法少女になってから数えてもそうだろう。ゆりかはまともな戦いを経験した事がなかった。

　魔法少女になりたての頃ころは、ただただ慣れない杖つえと魔力を振り回まわしながら、現れる追手から逃にげ惑まどうばかりだった。一〇六号室に居付くようになってからは魔法を使う敵が現れた事はなかったし、戦いらしい戦いも経験しなかった。時折起こるアクシデントに杖を振るう事があったくらい。

　はっきり言ってしまうと、ゆりかは強い魔力はあっても、戦いについては素人しろうとも同然だったのだ。

「でも、やらなきゃ！　ナナさんに助けて貰った命だもの！」

　だがゆりかは強い決意と共に顔を上げた。ゆりかには命の恩人に報むくいたいという強い願いがある。その強い願いが、逃げだしたいという気持ちを抑え込んでくれた。

「ゆりかふぁいおー！　ゆりかふぁいおー！」

　そしてゆりかはぎゅっと手を握にぎり締めて拳こぶしを作ると、空に突つき上あげて自らに気合を入れ直した。

「よぉし！」

　ぱちん

　ゆりかは両手で頬ほおを張ると、それまでとは打って変わって明るい表情で力強く道を歩き始めた。

「やるぞぉっ、一〇六号室を守るのは魔法少女の使命ですぅっ！」

　ようやくやってきた敵。それとの戦いは自らの使命であり、恩人への恩返しでもある。そして孝こう太た郎ろう達たちに自分が魔ま法ほう使つかいであると信じて貰えるかもしれないという淡あわい期待もあった。奮い立ったゆりかは、かつてないくらいに気力が漲みなぎっていた。

「………あれ？」

　そんなゆりかがころな荘そうの近くまでやってきた時の事だった。

『三番！　松まつ平だいら賢けん治じ歌いまーす！　曲は〝ブライトネスエッジ〟！』

『さすがマッケンジー君。チャートの上の方にある曲をよく知ってるわね』

『よっ、マッケンジー！　流石さすがはナイフに縁えんのある男！』

『黙れコウッ！　くそっ、選曲を誤ったかっ』

　ころな荘の方から、何やら聞き覚えのある大声が聞こえてきた。

「なんだろう？」

　マイクで喋しやべっている賢治、静しず香か、孝太郎。それ以外にも、沢山の人間の声が聞こえている。そして声はゆりかがころな荘に近付くほど大きくなっていった。

　―――クラスのみんなが、一〇六号室に来てるのかなぁ？

　その声の数や大きさからすると、相当な人数がころな荘にいるようだ。まるでパーティでもやっているかのような雰囲気だった。

「はっ!?　まさか私抜きでパーティやってる!?　そ、そんなのずるいですぅぅぅっ!!」

　パーティをやっているイコール、タダで食事にありつける。

　そう考えたゆりかは、全速力で一〇六号室へ走っていった。










　バァン

　食事の気配に引き寄せられたゆりかが思い切り一〇六号室のドアを開けると、中から大おお騒さわぎの声が聞こえてきた。

「六番！　里さと見み孝太郎、編み物をします！」

「引っ込め里見っ！　どんだけ地味な特技だよっ！」

「わっ、意外！　里見君、ちゃんと編めてるじゃないっ。すごいすごいっ！」

「フッ、先生が良いからな」

「カッコつけるような内容ではないじゃろうにのう………」

　ゆりかが想像した通り、一〇六号室ではパーティが開かれていた。ただでさえ狭せまい一〇六号室は多くのクラスメイトでごった返し、足の踏ふみ場ばも無いほどだった。また部屋にはちょっとした料理やお菓か子し、飲み物の数々が用意されており、ゆりかの期待した通りの光景が広がっていた。

「お、おぉぉぉぉ、美お味いしそう………」

「ん、来たか、ゆりか」

　孝太郎はゆりかが一〇六号室へ入ってきた事に気付き、彼女の名前を呼ぶ。だがその時にはもう、ゆりかは一番近くにあったフライドチキンに手を伸のばしていた。

「はぐっ、ふぐっ、はむむっ、たらいまはえりましゅた」

「食うか喋るかどっちかにしろ」

　ゆりかは『ただいま』の挨あい拶さつもそこそこに、カリッと揚あがったチキンを口いっぱいに頬ほお張ばった。

「とってもおいちいちきんれしゅぅ」

『あんたの為のチキンじゃないんだから、食べ過ぎるんじゃないわよ』

「ほへ？」

　呆あきれ気ぎ味みの早さ苗なえの声に、チキンにかじりついたままのゆりかが目を上げた。すると宙に浮かんだ早苗が孝太郎の所からゆりかの方へフワフワと漂ただよってきた。畳たたみの上は人でいっぱいだが、幽ゆう霊れいの早苗には関係なかった。

『意味もなくこんなに人が集まるわけないでしょ。あれよ、あれ』

　早苗はゆりかの目の前で止まると、六畳間の一番奥おくにある壁かべを指さした。壁には大きな横断幕がかかっており、そこにはこう記されていた。

〝いらっしゃい藍あい華か真希さん！　一年Ａ組歓かん迎げい会かい in 里見ん家〟

「あら、ゆりかさんも来てくれたんですね」

「なっ!?」

　そしてその横断幕のすぐ下、この六畳間の上座には真希の姿があった。彼女はそこで多数の生徒に囲まれながら、にこやかにゆりかに笑いかけていた。

「まっ、真希ちゃんっ!?」

「随ずい分ぶん遅おそかったですけど、何か用事でもあったんですか？」

　真希は別わかれ際ぎわに晴海の姿を見ているので、ゆりかが何をしていたのかを知っている。にもかかわらず、彼女はそう言って笑う。

〝あなたが遊んでいる間に、ここまで入り込んだのよ〟

　真希は言外にそう言って、ゆりかを挑ちよう発はつしているのだ。その証しよう拠こに、彼女の笑顔は顔だけで、ゆりかに向けられた目は少しも笑っていなかった。

「どっ、どうしてぇっ!?　どうして真希ちゃんがここにぃっ!?」

　ゆりかは大きく動どう揺ようしていた。

　ボトッ

　おかげでその口に咥くわえられていたチキンがちゃぶ台の上に落ちてしまう。真希がこの場所に居るという事が何を意味しているのか。いかに呑気なゆりかでもきちんとそれがわかっていた。

　この場所へ入っての魔力溜まりの調査。この状態では本格的な調査は難しいだろうが、下調べをするぐらいなら十分だった。

「どうしてって、そりゃあ転入生が来たら、歓迎会をするのは普通だろ」

「学校に限らず、客はきちんと歓かん待たいするものじゃ。よいよい、コータローも貴族の心構えが出来てきたようじゃな」

「こんな事、貴族も平民も関係ないだろ」

「ホッホッホ、照れずとも良いではないか」

　それに調査は今日だけで済ませる必要はない。こうして孝太郎との距きよ離りを縮めてしまえば、そのチャンスはいくらでもあるだろう。

　―――うかつでしたぁっ！　真希ちゃんが言ってた、入り込みやすいってこういう事だったんだ！

　無論、真希の狙ねらいはそれだけではない。孝太郎の人間関係、とりわけ一〇六号室への出入りが多いメンバーについての情報収集も含ふくまれている。

　真希はこのたった一回の歓迎会で、相当な量の情報を手にする事になる。それはこの部屋を本格的に侵しん略りやくするために必要な情報だ。ゆりかが思っていたよりも、真希の行動は正確かつ迅じん速そくだった。

「ゆりかちゃん、ゆりかちゃんの好きそうなメニューをとっておいたから、後でルースさんに言うといいわよ」

「いけないっ、このままじゃ、大変な事になりますぅ！」

「ゆりか様？」

　焦あせったゆりかには静香やルースの言葉など聞こえていなかった。このまま真希を一〇六号室に居させたら、状況は悪くなる一方だ。一刻も早く、真希をこの部屋から追い出だす必要があった。

「さっ、里見さんっ、そう、里見さんにっ！」

　ゆりかは咄とつ嗟さに孝太郎の姿を捜した。この歓迎会の主しゆ催さい者しやであり、会場も提供している孝太郎。真希を追い出すには、孝太郎に言うのが一番手っ取り早かった。

　それにゆりか自身も、孝太郎に相談したいと思っていた。相変わらず魔ま法ほうの事は信じてもらえないものの、なんだかんだでゆりかが頼たよれるのは孝太郎だけなのだった。

「コラ古ふる田たっ！　脱ぬぐなっ！」

「だってよぉ、里見ぃ。脱ぐなって言ったって、裸はだか踊おどりは脱がなきゃできねーだろ」

「そういう意味じゃねー！　狭い所にこれだけの人数が集まってんだ！　お前のきたねーもんを俺おれ達たちに押おし付けながら踊おどる気か!?」

　その孝太郎は服を脱ぎ始めたクラスメイトと言い合いをしていた。

「里見さんっ、里見さんっ！」

　おかげでゆりかが呼んでもすぐには気付かない。仕方なくゆりかはクラスメイトを掻かき分わけて、孝太郎に近付いて行った。

「失敬な、俺おれは汚きたなくないぞ！　さっきちゃんと風ふ呂ろに入ってきたんだ！　舞ぶ台たいへ上がる時は身だしなみを整えるのは常識だろ!?」

「そういう意味じゃねーっつーのーっ!!」

「里見さんっ、お願いですから話を聞いてくださぁいっ！」

　近付いたゆりかがその腕うでを揺ゆすると、ようやく孝太郎の顔が彼女の方へ向けられた。

「うん？　どうかしたのか、ゆりか？」

「里見さんっ、このままでは一〇六号室が奪うばわれてしまいますぅ！」

「奪われるだってぇ？」

　このところ孝太郎と侵しん略りやく者しやの少女達たちの関係は悪くなかった。それぞれがまともな理由を持っている事や、根っからの悪人が含まれていない事がだんだんわかってきたからだった。言いい換かえるなら、ある一定の信しん頼らい関係を築いたと言えるだろう。

　そんな状況だったので、孝太郎は一〇六号室が奪われると聞かされても、あまり危機感を感じていなかった。

「奪われるって誰だれにだ？　………そりゃあ確かにお前はポイントが減って七十点台が見えてきたけどさ」

　孝太郎は後半の部分はゆりかにだけ聞こえるように声をひそめた。

　勝負事の苦手なゆりかは、畳のポイントが八十点を割ろうとしていた。見方を変えると確かに奪われる直前だと言えるだろう。

「ちっ、違うんですっ！　私達の話じゃないんですぅ！　新たに侵略者が現れたんですぅっ！」

「新たな侵略者ぁ？！」

　その言葉に、思わず孝太郎の動きが止まった。

「そうなんですぅっ！　真希ちゃんはぁ、この部屋にある魔法の力を狙っているんですぅ！」

「真希さんが、この部屋を狙っているだって？」

「だから一刻も早くこの部屋から追い出さないとぉ、大変な事になりますぅ！」

「お前、何を言って―――」

　―――ゆりか？

　孝太郎はいつものように馬ば鹿かな事を言うなと一言で切きり捨すてようとした。しかしその直前、孝太郎はゆりかの真しん剣けんな瞳に気付いた。そんな切せつ羽ぱ詰つまったゆりかの雰ふん囲い気きに、孝太郎は言う筈の言葉を呑み込み、とりあえず一通り話を聞いてみる気になった。

「おいゆりか、ちゃんと説明しろ。いきなり真希さんを―――」

「チャンスッ！」

　だがそこで動きの止まった孝太郎の隙すきを突き、クラスメイトが服を脱ぎ始めた。彼かれが披ひ露ろうしようとしている宴えん会かい芸げいは裸踊り。おのずと六畳間のそこかしこから女じよ性せい陣じんの悲鳴が上がり始めた。

「八番古田、踊りまーす！」

「きゃあぁぁぁぁぁっ！」

「馬鹿ぁぁっ、へんたぁぁぁぁぁいっ！」

「うわぁっ、待て待て古田っ、脱ぐなっ、脱ぐなぁっ！」

「里見さんっ、話はまだっ！」

「す、すまんゆりか、ちょ、ちょっと待って―――だからよせっ、それ以上はよせ古田ぁっ！　女の子もいっぱいいるんだぞっ！」

　クラスメイトの脱だつ衣いを防ぐのに必死の孝太郎は、ゆりかの相手どころではなくなってしまった。

「なにかあったの？」

『どうしたのゆりか、大声なんて出して』

「わらわがコータローの代わりに話を聞こう」

　すると忙いそがしい孝太郎に代わって静香と早苗、ティアの三人がゆりかの所へやってくる。他の者達はみんな裸踊りの騒さわぎに注目していたが、日ひ頃ごろ孝太郎との接点の多い三人は男の下着姿ぐらいでは動揺していなかった。

「じっ、実は真希ちゃんはこの部屋にある魔ま力りよく溜だまりを狙う、悪の魔法少女なんですぅっ！」

『そういえばあんた、最初に会った時にそんな事言ってたよね』

　早苗は空中に浮かんだまま両りよう腕うでを組み、初めて出会った時の事を思い出していた。窓を突き破やぶって乱入してきたゆりか。あの時に彼女は今と同じ事を繰くり返かえしていたのだ。

「はいぃぃっ！　だからこんな風に歓迎会を開いてちゃ駄だ目めなんですぅ！　これじゃあ部屋に入りたい真希ちゃんの思うつぼですぅっ！」

　ゆりかは三人に懸けん命めいに説明した。事は一刻を争あらそう。すぐにでも真希をなんとかしないと、どうなるか分かったものではなかった。

　―――でもね、それじゃあ駄目なのよ、虹にじ野のゆりか。

　そんなゆりかの事を、当の真希が冷やかに見つめていた。その顔には例の仮面の笑顔が張り付いている。

　―――なぜなら今の私は、あなたと同じ方法で身を守っているのだから！

　彼女は確信していた。このゆりかの努力は全すべて徒労に終わるだろう、と。

『なるほどー、あれはそういう設定だったのかぁ』

　ぽむっ

　考え込んでいた早苗は、笑顔で両手を打ち合わせる。早苗は徹底したゆりかの物語作りに感心していた。

「へっ!?」

『あんた、コスプレだけは徹底してるわねー』

　早苗は戸と惑まどうゆりかに向かって何度も頷うなずく。早苗にしては珍めずらしく、本気でゆりかを褒ほめていた。

「ちょっと待ってっ、違うっ、違うんですよぉっ、早苗ちゃぁんっ！」

「事情は良くわかったわ、ゆりかちゃん。半年以上も前から準備してたなんて、大したものよねぇ………」

　早苗の隣となりで静香が感心したように頷く。静香は半年前から真希の転入を見み越こして、冬のコミハのネタ作りに励はげんでいたゆりかを高く評価していた。

「違うんですよぉ、二人ともぉっ!!　ティアちゃんっ、早苗ちゃんと静香さんになんとか言ってくださぁいっ！」

　完全に勘かん違ちがいしたままの早苗と静香にゆりかは焦り始める。自分一人ではどうにもならないと判断したゆりかは、残るティアに助けを求めた。

「分かっておる、分かっておる。そういう事にしておきたいのじゃろう？」

　しかし運命は無情だ。ゆりかの頼たのみの綱つなは、あっけないほど簡単に切れてしまった。

「ティ、ティアちゃん!?」

「じゃがのう、ゆりか。いくら設定やキャラ作りを徹てつ底ていしたいからといって、歓迎会を追い出すのはいささかやりすぎじゃ」

『そうそう。今日一日ぐらいは大目に見てやんなさいよ。意地悪く聞こえちゃうわよ？』

「そうね。コミハが近くて焦るのも分かるけど、今日だけは素す直なおに再会を喜んだら？」

　結局、ティアも早苗も静香も、ゆりかの言葉をまともに取り合わなかった。

「ひどいっ、ひどいですぅ、三人ともぉっ………」

　ゆりかの瞳にジワリと涙なみだが浮かぶ。

「嘘うそじゃないんですぅっ、本当に真希ちゃんを追い出さないとっ、大変な事になるんですよぉぉぉぉぉっ！」

「そう言われてものう。折せつ角かく転入してきた訳じゃしのう………」

『ゆりか、あんたちょっとぐらい我が慢まんしなさいよ。ねっ？』

「たまにはコスプレを忘れるのも良い事だと思うんだけど」

　どれだけ必死に訴うつたえても誰も取り合ってくれない。悪の魔法少女が遂ついに現れたというのに、誰も彼女を敵と認にん識しきしてくれない。それはゆりかにとって魔法少女としての足場を崩くずされかねない、ショッキングな出来事だった。

「フフフ………」

　真希は涙に頬を濡ぬらすゆりかを見ながら、一人静かにほくそ笑んでいた。

　―――いい気味だわ、ゆりか。私を弄もてあそんだ罰ばつよ………。

　ゆりかと敵対する魔法少女ではなく、知り合いのコスプレイヤー。ほんの僅わずかな認識の差が、真希を圧あつ倒とう的てきに有利な状態へと導いていた。

　真実を知らない孝太郎達たちクラスメイトは、真希をただのコスプレ好きの転入生として扱あつかった。だから素直に歓迎会を開いた。そして一〇六号室が会場に選ばれたのは、家族に邪魔をされたくないから。一人暮らしをしているのは孝太郎だけなので、至し極ごく自然な流れだっただろう。

　極きわめつけはゆりかの言葉を誰も信じないという事。ゆりかと真希はお互たがいにコスプレ好きという認識に守られている為ために、追い出そうとしても単に意地悪を言っているようにしか聞こえない。

　ゆりかに自覚はないのだが、未熟な魔法少女であるゆりかがここまで世間から守られてきたのは、周囲が彼女はコスプレイヤーだと思い込んでいるおかげだった。そうでなければ、隙の多い彼女は今いま頃ごろ大変な目に遭あっていた筈だ。そして今の真希にも同じ事が言える。これまでゆりかが世間から守られてきたように、真希もコスプレイヤーという言葉に守られているのだった。

「どうして信じてくれないんですかぁっ!?　私は一度だって嘘をついたことなんてないのにぃぃぃぃぃっ!!」

　瞳から溢あふれた涙を撒まき散ちらしながら、ゆりかはティア達に背中を向けた。

「あっ!?」

「ゆりかちゃんっ、どこへ行くの!?」

『ゆりかっ、歓迎会はまだ終わってないのよ!?』

　―――こんなのひどいっ、ひどすぎますぅっ！

　いつか信じてくれる。敵が現れればきっと分かってもらえる。これまでゆりかはずっとそう信じてきた。しかし無情にも現実は違った。この時のゆりかの涙はいつもとは違い、絶望の入り混じった本気の涙だった。

「もう知らないですぅっ！　どうなったって知らないですからぁっ！　後になって困ってもぉっ、助けてあげませんからぁっ！」

「―――ゆりか？」

　そんなゆりかの悲痛な声に気付き、孝太郎が手を止めて後ろを向く。しかしその時にはもう、ゆりかは外へ飛び出してしまっていた。

「ルースさん、ゆりかはどうしたんです？」

　何が何だか分からない孝太郎は、近くにいたルースに事情を尋たずねた。するとルースは軽く首を横に振ふりながら説明を始めた。

「それがよく分からないのです。いつものように皆みな様さまとコスプレもほどほどにというお話をしておられたのですが、突とつ然ぜん飛び出していってしまわれて………」

　孝太郎の質問に答えたルースは、心配そうな様子でゆりかの消えたドアを見る。つられて孝太郎もドアを見た。

　―――放っておいて大だい丈じよう夫ぶなのか………？

　ゆりかの声にいつもとは違う雰囲気を感じていた孝太郎は、ゆりかの後を追うべきか迷った。

「もらったぁぁぁぁぁっ!!」

「どわぁぁっ!?　馬鹿野郎っ、コウッ!!　手を離はなすんじゃないっ!!　古田がぁっ、古田がぁぁぁぁっ!!」

「すっ、すまんっ！」

「きゃああああぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「いやああぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　しかし六畳間で続いていた騒そう動どうのせいで、孝太郎がゆりかを追う事はなかった。










　晴海とキリハが出会ったのは、病院の正門での事だった。

「あらっ？　あなたは里見君のお友達の………えっと確か………倉くら野のさん？」

「はい、倉野桐きり葉はです。こんにちは、桜さくら庭ば先輩」

「こんにちは、倉野さん」

　検けん診しんを終えた晴海が診しん療りよう棟とうから出てきた時、キリハは病びよう棟とうから姿を現した。そのまま二人はお互いの姿に気付かないまま出口の正門へ向かい、そこで顔を合わせた。

「桜庭先輩は検診ですか？」

　孝太郎達以外の人間には猫ねこを被かぶるキリハ。この時も例に漏もれず、愛あい想その良い後こう輩はいの仮面を被り、晴海に笑いかけていた。

「あ、はい、そうです。いつもの定期検診です」

　晴海も笑え顔がおを作ったが、すぐにその笑顔を消し、ちらりと病院の建物に目をやった。

「あの………もしかして倉野さんもどこか悪いんですか？」

　晴海が笑顔を消したのは、もしかしたらキリハが身体を病やんでいるのではないかと心配しての事だった。

「いいえ」

　だがキリハは首を横に振った。その答えに安あん堵どした晴海は僅かに表情を緩ゆるめた。

「実はこの病院に知り合いが入院していまして」

「そうでしたか………」

　キリハの無事は分かったものの、そこは自らも入院の経験が多い晴海。今度は入院しているというキリハの知り合いの事を心配し始めた。

「ふふふ、桜庭先輩、交通事故でいくらか怪け我がをしただけなので、そんなに心配なさらなくて大丈夫ですよ」

「あ、す、すみません、気を遣つかわせてしまって………」

　晴海は恥はずかしそうに頬を染める。しかし大した事がないと聞いて、晴海は笑顔を取とり戻していた。

「桜庭先輩は優やさしいんですね？」

「そ、そんな事は………。私にも入院の経験がありますから、それでちょっと気になっただけで………」

　微笑ほほえむキリハ、照れる晴海。これではどちらが先輩なのか分からなかった。










　肩かたを並べて歩道を歩く晴海とキリハを何台もの車が追おい越こしていく。病院から駅の方へ向かう道は県道と国道の交わるあたりなので、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市では一、二を争う交通量だった。

「倉野さんは、里見君と仲が良いんですか？」

「そうですね、仲は良いですけれど、どちらかというと喧けん嘩か友達かもしれません」

　歩く道すがら、二人はお喋しやべりを続けていた。周囲の交通量が多いから、二人とも自然といつもより声が大きくなる。話題は孝太郎の事。共通の話題はそれほど多くはないので、いくらもしないうちに孝太郎の話題に移っていた。

「羨うらやましいです、そういうの」

「羨ましい、ですか？」

「はい。私、里見君とは喧嘩をした事がないんです」

　晴海はそう言うと残念そうに眉まゆを寄せた。するとキリハは意外そうに目を丸くした。

「そうなんですか？　里見君が編み物研究会に入って随ずい分ぶん経たつから、一度や二度の衝しよう突とつはあるだろうと思っていました」

「それがないんです。里見君は私の事を尊敬してくれて、大切にして下さいますけれど、それだけなんです。強い感情をぶつけられた事は一度も………」

「そうだったんですか………あの里見君が………」

　―――孝太郎は一番好きな人間は大切にし過ぎるのか………。存外、我らの方が孝太郎と仲が良いのかもしれんな。………いや、違うか。我らとの闘とう争そうに桜庭晴海を巻き込むまいとしているのか？

　先日、孝太郎は晴海が一番好みだと言った。しかし孝太郎はその晴海には本音を明かしていない。キリハ達や賢治に対する扱いとは明らかに違っている。キリハはそれを争いから遠ざける為だと考えていた。

「桜庭先輩は、里見君と喧嘩してみたいんですか？」

「喧嘩をしたいという訳ではないですけど、そ、その、もうちょっと、遠えん慮りよしないで欲ほしいな、とは思います」

「気持ちは分かります。私も好きになった男の人には遠慮して欲しくないです」

　―――そして桜庭晴海は、この状じよう況きように満足していない、か。ややこしい事になったものだな、里見孝太郎………。

「す、好きぃっ!?　そ、そんなっ、私は別にそんな事はっ!!」

「大丈夫ですよ、桜庭先輩。誰にも言いませんから」

「あ、あうぅ、え、えと………」

「好きなんですよね？」

「は、はい………」

　やがて晴海は、観念したかのようにゆっくりと頷いた。この時の彼かの女じよの顔は真っ赤だった。

「やっぱり。舞台上での演技を見た時からそうだろうと思ってました」

「あ………」

　キリハが例の舞台の事を引き合いに出すと、晴海は赤い顔を更さらに赤く染め、何も言えなくなってしまった。そして晴海が逃にげるように目を背そむけた時、丁度その視線の先に見覚えのある顔を見つけた。

「………あれは、虹野さん？」

「えっ？」

　思わず立ち止まった晴海。それにつられるようにしてキリハも足を止める。キリハはゆりかを捜してきょろきょろとあたりを見回すのだが、すぐには見つからない。

「ふふ、ほら、あそこに」

　そんなキリハに小さく微笑むと、晴海は右手を上げてゆりかの姿を指し示した。

「ああ、本当ですね。でも転入生の歓迎会をやっている筈はずなのに、どうしてこんな場所に………」

　そこは小さな公園だった。その公園の遊具のある一角に、見覚えのある二本の尻尾しつぽが揺れていた。










　キィ、キィ、キィ

　夕暮れに染まる公園にブランコの音が響ひびいていた。もうすぐ日が落ちる時間という事もあって、公園には既すでに子供達の姿はなかった。十一月も半ばを過ぎれば寒さも増す。子供達がこの時間まで公園に留とどまるのはよほどの遊び好きか、特別な事情がある場合に限られる。

「フンだ。もう知らないですぅ………みんな後で真希ちゃんに酷ひどい目にあわされれば良いんですぅ」

　ブランコを揺らしていたのはゆりかだ。彼女の場合は後者。特別な事情があるのだった。

「本当に助けてあげませんよぉ～～～だっ！　ティアちゃんも早苗ちゃんも静香さんも里見さんもっ！　………里見さんは今回ちょっと違うけどぉ………でもいつも信じてくれないから助けてあげませぇんっ！」

　ゆりかはブランコに揺られながら溢れる悔くやし涙を拭ぬぐう。ゆりかには真希にしてやられた事よりも、親しい人達に信じてもらえなかった事がショックだった。半年以上一いつ緒しよに居るのだから、魔法の事はともかく、せめて真希が危険な人間である事ぐらいは信じて欲しかったのだ。

「本当に失礼な人達ばっかりなんですからぁっ」

　その結果が、ゆりかのこの任務放ほう棄きだった。あの状況で部屋を飛び出すのは、魔法少女としての任務放棄に等しい。本来ならばゆりかはあの場所で真希を警けい戒かいし続けるべきだったのだ。真希が調査の魔法を使うようならそれを阻そ止しし、情報を収集するならその邪じや魔まをする。周囲に魔法少女と悟さとられないようにそれをするのが本来の役目だっただろう。

　しかしゆりかには出来なかった。それにはこの数すうヶか月げつの間にゆりかが信用し始めていた一〇六号室の人々の信用を得られなかった事が大きく影えい響きようしていた。

　何の為に戦うのか。本来敵だった筈の人々が、いつの間にかゆりかの戦う理由の中にいて、そしてその人々に否定された事がゆりかに戦いを放棄させた。一〇六号室へやってきた当初のゆりかなら、それで構わなかっただろう。しかし今のゆりかにはどうしても我慢ならなかった。悔しくて、涙が止まらなかった。

「虹野さん、虹野さん」

　だからゆりかが晴海に気付いたのは、晴海が何度かゆりかの名前を呼んだ後の事だった。

「虹野さん、一体どうしたんですか？」

「へっ!?　さ、桜庭先輩!?」

　周囲の事に目がいっていなかったゆりかは、晴海が突然姿を現したかのように感じて酷く驚おどろいた。

　ガチャガチャッ

「きゃあきゃあきゃあっ！」

「虹野さんっ！」

　驚きのあまりゆりかはブランコから落ちそうになるが、必死にチェーンにしがみつき難を逃のがれた。

「大丈夫ですか、虹野さん!?」

「だっ、大丈夫、ちょっとびっくりしただけです」

　ゆりかはブランコにしがみついたまま乱れた呼吸を整える。思い切りびっくりしたおかげか、ゆりかは少し前までの悔し涙を忘れていた。

「そうですか、良かった………」

「桜庭先せん輩ぱいはどうしてここに？」

「ふふふ、どうしてって、ここは病院のすぐ近くですよ？」

　安堵して胸を撫なで下おろした晴海。続くゆりかの質問に、今度は大きな笑顔を作った。

「あっ、そ、そうでしたぁ………」

　そこでゆりかはようやく自分が病院のそばの公園にいる事に気付いた。ゆりかは一〇六号室を飛び出した後の事は良く思い出せなかった。強い感情に駆かられてでたらめに走り、辿たどり着ついたのがこの公園だったのだ。この場所なら晴海が通りかかっても何ら不思議はない。当たり前の事を質問してしまったゆりかは恥ずかしくなって顔を赤らめた。

「それでゆりかさん、何があったんです？」

「キリハさんも………」

　だが晴海の背後からキリハが姿を現すと、ゆりかはもう一度驚おどろいた。晴海とキリハの組み合わせが想像できなかったのはもちろんの事、キリハがここにいる理由も分からなかった。

「実はその、ちょっと友達のみんなと………行いき違ちがいがありまして………私がいくら本当の事を言っても、信じてもらえなくて………だから………」

　話していくうちに、ゆりかの胸の中に少し前までの悔しさと悲しさが戻もどってくる。止まっていた筈の涙も再びジワリとにじんでいた。

「そんな事があったんですか………」

　ゆりかの言葉を聞くと、晴海は悲しそうな表情を作る。彼女は我わが事のように胸を痛めていた。

「………」

　―――歓かん迎げい会かいで何かあったようだな………。ここは桜庭晴海に任せた方が良さそうだ………。

　事情を把は握あくしたキリハはあえて何も言わなかった。魔法を信じていないキリハが口を出すと、余計に話がこじれると分かっていたのだ。

「それでこんな場所で泣いていたんですね」

「………はいぃ………」

　頷いたゆりかはそのまま顔を伏ふせる。ゆりかが受けた心の傷は深く、大きかった。

「そうですか………」

「………」

　晴海は顔を伏せたままのゆりかに優しげな眼まな差ざしを向けた。この時晴海は、ゆりかに孝太郎の事で相談に乗ってもらっているので、今度は逆にゆりかの力になってあげたいと思っていた。

「ひとつ、質問しても良いですか？」

「………はいぃ………」

　俯うつむいたままのゆりかは、蚊かが鳴く程ほどの小さな声で囁ささやいた。

「虹野さんは何が悲しかったんですか？　多くの人に本当の事が伝わらなかった事ですか？　それとも特別なお友達が信じてくれなかった事ですか？」

　多くの友達に事実が事実として認められなかったから悲しいのか、事実とは関係なく特に親しい友達がゆりかの言葉を否定した事が悲しいのか。

　そこがはっきりしなければ、晴海はゆりかを慰なぐさめる事が出来なかった。

「それは………」

　ゆりかはそこで答えに詰つまった。

　本来、答えは前者である筈だった。ゆりかの言葉を否定したのは赤の他人。しかもその中には本来敵である筈の人物が含まれている。それなのにゆりかは、何な故ぜかその一ひと握にぎりの敵に否定された事が悲しかった。敵であれば否定されても仕方のない事。利害関係に照らせば、あえて否定される事も十分に考えられる相手だった筈なのに。

「それは………特別な友達が信じてくれなかった方が、辛つらかった、ですぅ………」

　その答えはゆりか自身を戸惑わせていた。ゆりかは敵である筈の人達を、今は特に大切な友達だと思っていたのだ。

　―――そうか、だから私、いつも悔しくて、悲しくて………。

　最初は危機感のない孝太郎達を説得して、何とか無事に逃がそうとしていただけだった。しかし彼らと暮らすうち、彼らに信じてもらいたいという願望が芽生えた。それは孝太郎達に好意を感じていればこそ。だから今日、本当の危機に直面したにもかかわらず、信じて貰もらえなかったのがこんなにも悲しかったのだ。

「そうでしたか。だったらもう答えは出ていますよ、虹野さん」

　ゆりかの答えを聞いた晴海は大きく頷いた。

「………えっ？」

　晴海の言葉に戸惑ったゆりかが顔を上げると、晴海は一段と優しい眼差しでゆりかに笑いかけた。

「虹野さんは、まだその人達の事を大切に思っています。だからそんなに悲しいんです。だったら信じて貰うしかない。そうでしょう？」

　友達だと思っているから、信じて貰えない事が悲しい。だったら友達をやめるか、信じてもらうしかない。それ以外の方法ではゆりかはずっと後こう悔かいし続けるのだ。

「はい、それはそうですけど………でも、一体どうしたらいいか………」

「行動する事です。虹野さんが何を信じて欲しいのか分かりませんけれど、信じて欲しい事をやり続けるしかないんです」

「信じて欲しい事を、やり続ける………」

　それはゆりかならば、魔法少女としての使命を全まつとうする事。真希が一〇六号室を狙ねらうなら、彼女から一〇六号室を守る事だ。

「信しん頼らいというのは行動することでしか得られません。言葉だけを尽つくしても、インチキや誤ご魔ま化かしをしても、虹野さんの望むような本当の信頼は得られないんです」

「そっか、私って………」

　ゆりかはそこで初めて気付いた。

　―――私ってこの半年以上もの間、きちんと魔法少女として行動していた事はあっただろうか？　口で説明した事はあっても、本当にそれらしく振ふる舞まった事はなかったような………。

　そして今日になって、ようやく真希という敵がやってきた。ゆりかが孝太郎達から信頼を得るのは、まさにここがスタートなのではないだろうか？

「よぉしっ!!」

　バシッ
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　ゆりかは両手で思い切り自分の顔を張った。すると両目に溜たまっていた涙があたりに飛び散る。それは夕日の赤い光を浴びてキラキラと輝かがやいていた。

「分かりましたぁ、桜庭先輩っ!!　私、頑がん張ばってみますぅっ!!」

　そして涙がすべて地面に吸い込まれた頃ころには、ゆりかの瞳ひとみには強い意志の力が、そして表情には笑顔が、戻ってきていた。

「頑張ってください、虹野さん」

「はいっ、ご心配をおかけしましたぁ、桜庭先輩っ!!　不ふ肖しよう虹野ゆりか、粉ふん骨こつ砕さい身しんして励みますぅっ!!」

　おどけた調子で晴海に敬礼するゆりか。少し前までの泣き顔が嘘のようだった。

「これが桜庭晴海か………」

　これまで晴海とゆりかのやり取りを黙だまって見ていたキリハが、その口から漏らしたのは晴海への称しよう賛さんの言葉だった。

　―――里見孝太郎が彼女を恋れん愛あい対象として見ていないのはこの為だったか………。

　晴海の思し慮りよ深ぶかさ、優しさ、そして普ふ段だんは隠かくれている意志の強さ。それを肌はだで感じたキリハの勘かんが告げていた。

　桜庭晴海は、いずれ強力なライバルになる、と。










　真希の歓迎会が終わったのは夜の八時を回った頃だった。流石さすがに八時以降も馬ば鹿か騒さわぎを続けてはご近所に迷めい惑わくがかかると、大家の静香が終しゆう了りようを宣言したのだ。だが八時に終わったとはいえスタートが夕方の四時前だったので、参加者達は十分過ぎるほど楽しむ事が出来たのだった。

「結局、ゆりかは部屋に戻ってこなかったけれど………」

　自分の住すみ処かに戻った真希はポツリとつぶやく。彼女のその言葉はガランとした生活感のない部屋に広がっていく。家具はほとんどなく、誰も迎むかえる事のない、暗くて寂さびしい部屋。それは十六歳の少女の暮らしぶりとしては、寂し過ぎる風景だった。

「六時を回った頃に張はり巡めぐらされた魔ま法ほう障しよう壁へきはあの子の仕し業わざと考えるのが当然よね。喧嘩別れしたフリをして外から妨ぼう害がいしてくるとは………。やはり優ゆう秀しゆうなブレーンがいるようね。忌いま々いましい………」

　真希は部屋の中央までやってくると正面に向かって手を伸のばした。

「来なさいっ、トワイライトウィング！」

　真希のその言葉とともに、彼女の手の中に忽こつ然ぜんと一本の杖つえが現れた。『夕暮れの翼つばさ』と名付けられたその杖は、コウモリのように闇やみの中から染しみ出してきた。

　真希の杖もゆりかのものと同じく装そう飾しよくが多く実用性に欠けるデザインをしている。ゆりかの杖との決定的な違いはその色だ。ピンク色でファンシーさが感じられるゆりかのものとは違って、真希のそれは寒々しい藍あい色いろで染め上げられている。そしてその藍色のシンプルさが、装飾の多い杖の印象をかなりおとなしいものへと変えていた。

「マギコミュニケーションジェム、アクティベート。オープンチャンネル」

　真希は杖を頭上に掲かかげながら何事かを呟つぶやく。それは彼女の頭上に設置された魔法の道具を起動させる為の呪じゆ文もんだった。

　真希の詠えい唱しように応こたえ、天てん井じように埋うめ込まれた藍色の宝石が輝き始める。するとそれに同調するように、真希の周囲にある壁かべの六ヶ所に埋め込まれた別の宝石が輝き始めた。宝石の色は赤、橙だいだい、黄、緑、青、紫むらさきの六色。真希の藍あいも含めると虹の七色。しかし放たれている光はどことなく暗い。まるで光ではなく闇が放出されているかのような、暗い光だった。六つの宝石から放出された光は、時間の経過と共に人の形へと収束していった。

『あら、その制服姿も似合ってるじゃないの、真希』

　放出されていた光が安定すると、六つの宝石の傍そばに一人ずつ、宝石と同じ色の衣装をまとった少女が立っていた。六人の少女達は全て立体映像。真希の使った宝石は、遠くにいる人間と立体映像で会話する為の魔法の道具だった。

「茶ちや化かさないで。あなたが報告しろって言うからわざわざ連れん絡らくしたっていうのに」

『悪かったわ。そう目くじら立てないで』

　真希が言い返すと、赤い服の少女は肩を竦すくめて苦く笑しようした。

「まったくあなたという人は………」

　六人の少女達に囲まれても、真希が臆おくした様子はない。真希と少女達は対等の立場にあるのだ。この六人の少女達は真希の仲間。真希も合わせたこの七人が、ゆりかの敵ダークネスレインボゥの最高位に位置する幹部なのだった。

『それでどうだったのかしら？　新しいレインボーと、例の魔ま力りよく溜だまりは』

　赤い服の少女と真希のやりとりが途と切ぎれたのを見計らい、紫色の服を身に着けた少女が口を開いた。彼女は七人の中で最も大人びた印象を持つ少女で、日ひ頃ごろから議長的な役割を果たす事の多い人物だった。

「まず、レインボーゆりかに関しては、微び妙みようね」

『微妙、とは？』

「あの子の実力はそれほどではないようだけど、どうやら彼女に知ち恵えを貸している人間がいるようなの」

　真希は順を追って説明していく。コスプレを装よそおった情報操作や、歓迎会の時に部屋の外から魔法で調査の妨害をされた事などが主な内容だった。

「だから一向に底が見えてこない。恐おそらく前任者のレインボーナナよりは実力が劣おとる、というぐらいしか分からないのよ」

『それは厄やつ介かいね』

　紫の少女は真希の説明を聞くと軽く眉をひそめた。

「いざ戦うとしても、どんな横よこ槍やりが入るやら………」

『真希、もしかすると、その協力者の方が厄介かもしれないわね。魔法はしょせん力でしかない。使い方が賢かしこければ、その効果は何倍にもなる』

「私もそう思うわ」

　紫の少女と真希の意見が一いつ致ちする。二人は真しん剣けんな顔つきで頷きあった。

『あんな臆おく病びよう者もの、さっさと踏ふみ潰つぶせばいいのよ』

　赤い服の少女は不ふ機き嫌げんそうな声を漏らした。彼女は単純で直情な部分があるので、このやり取りにイラついていた。

「事はそう単純じゃないわ。今のゆりかは不思議なぐらい精神的に安定している。八ヶか月げつ前のあの子とは違うのよ」

　八ヶ月前、レインボーナナから任務と力を引ひき継ついだばかりの頃、ゆりかは自分の任務の重さや、次々現れる敵のプレッシャーに押おし潰されそうになっていた。このためゆりかはとがったナイフのように、手負いの獣けもののように、ただ闇やみ雲くもに杖を振り回まわし、逃げ惑まどっていたのだ。

　だが今のゆりかはそうではない。確かに臆おく病びようさは変わらないが、かつてのようにむやみやたらに怯おびえるような事はなくなっていた。

『もしかするとその辺りも、例の協力者の影響かもしれないわね』

「その可能性は高いわね。信頼できる仲間の存在が、あの子の精神を安定させているんだわ」

　再び紫の少女と真希は頷き合う。だがこの時の真希はどことなくイラついた様子だった。

　―――他人を信じるなんて、本当に馬鹿な子。人はすぐに裏切る。信じられるのは力。それも他人を圧あつ倒とうする力なのよ！

　真希はゆりかが仲間を見付けて安定した事に、言い知れぬ苛いら立だちを感じていた。

『それにまた何かおかしな策を弄ろうしてくる可能性もある。力押しは危険だわ』

『んもう、めんどくさいわねぇ………』

　赤い服の少女は不機嫌そうに頭を掻かいた。

『レインボーの事は分かったよ。じゃあ、例の魔力溜まりについてはどうなんだい？』

　次に口を開いたのはオレンジ色の服の少女だった。それは短い髪かみに大きな瞳の、元気な印象のある少女だった。

「近くまで行ってざっと調べてきたわ」

『さっすがネイビーちゃん、仕事が早いねぇ』

　オレンジ色の少女に『ネイビーちゃん』と呼ばれる事に抵てい抗こうがあるのか、真希は軽く眉をひそめた。

「………あの部屋に集中している魔ま力りよくは膨ぼう大だいよ。多分、アーティファクト級の魔力があの場所に集中してる筈よ」

　アーティファクトというのは魔ま法ほうのアイテムのうち、伝説級の力を持ったものの事を言う。アーティファクトは絶大な力を持つが、その製法は失われ、今ではその殆ほとんどは作り出すことが出来ない。製法が残っているものについても、作製の手て間ま暇ひまが現実的でないものばかり。だからアーティファクトは、あるいは神の創つくり出したものとまで言われる、究極のマジックアイテムなのだ。

『うひゃあっ、そんなにぃっ!?』

　オレンジ色の少女は多少大げさに驚く。だが真希はオレンジの少女を無視して喋しやべり続けた。

「あれを完全にコントロール出来れば、こっち側にいるレインボゥハートの連中に対して優位に立てるわ。それどころか、フォルサリア側のパワーバランスだってひっくりかえせるかも知れない」

『それは放っておく手はないよね！』

　オレンジ色の少女は短い髪を揺ゆらしながら目を輝かせる。

　ダークネスレインボゥの少女達たちは、それぞれの目的を果たす手段として魔法の国『フォルサリア』の現体制を転てん覆ぷくさせようとしている。その為、強力なアーティファクトやそれに準じるものを常に求めているのだ。

『でも真希、それほどのものが果たしてコントロールできるのかしら？』

「それを詳くわしく調べようとしていたところで、ゆりかに邪魔をされたわ」

　真希は忌々しそうに肩を竦める。

　真希は歓かん迎げい会かいの最中、魔法を使って問題の魔力溜まりを調査しようとしていた。だが歓迎会に参加しながら強力な魔法を使うのは難しい。コスプレの一部としてやってみせるぐらいが関の山で、それほど多くのチャンスはなかった。しかも喧嘩のフリ（？）をして部屋を飛び出したゆりかが外から妨害の魔法をかけてきた為、十分な調査は出来なかった。人目につかない場所にいるゆりかの方が強力な魔法が使える分有利だったのだ。

『こっちでも問題になるのは例の協力者なのね………』

「恐ろしく頭の切れるヤツだと思うわ。先手先手で私の行動を潰してくるんですもの」

『こうなってくると、その歓迎会とやらもどこまでが歓迎会だったのやら………』

「どこまでがって、それはどういう事？」

　紫の少女の指し摘てきに、真希は戸と惑まどって目を瞬まばたかせた。

『問題の部屋で歓迎会をすれば、データが取りたいあなたは必ずやってくる。そして部屋に入れば確実に魔法を使う。真希、データを取られたのは、もしかしたらあなたの方かも知れないって事よ』

　その説明を聞いた途と端たん、真希は驚きの余り表情をなくした。

「まさか………嵌はめられたのは私の方だったって事!?」

　真希はすぐには納なつ得とくできなかった。もし紫の少女の言葉が真実であるなら、それは真希がゆりかに敗北した事を意味していたからだ。

『その公算が極めて高いと思うわ。実際、魔力溜まりの重要な部分のデータは取らせて貰えなかった訳でしょう？　あなたはあの部屋に誘さそいこまれ、魔法だけを使わされて、巧こう妙みようにデータを取られたのよ』

　紫の少女は残念そうに首を横に振った。そして真希自身も、この時点で己おのれの敗北を悟った。

「くぅぅっ、してやられたっ！　しかもゆりかだけでなく、ただの人間にっ！」

　この現実は真希にとって屈くつ辱じよく以外の何物でもなかった。魔法少女が相手であるならまだしも、何の力も持たないただの人間に完敗したのだ。しかももし紫の少女に指摘されなければ、真希はずっと勝ったつもりでいただろう。真希は完全に心を読まれ、弄もてあそばれたのだ。

「この藍色の魔ま法ほう使つかいが、まさか心を操あやつられようとはっ！」

　真希が好んで使う藍色の魔法は、心を操る系統の魔法だ。だから真希にとって心とは操るものであって、操られるものではない。ましてやこんな風に弄ばれるなど、あってはならない事だった。

『負けて悔しいのは分かるけど、少し落ち着きなさいよ』

「うるさいっ！　ちょっと黙ってて！」

　赤い服の少女にたしなめられた真希は、怒ど声せいを上げて彼女を睨にらみつけた。

『おおこわ。でもいつもあなたが私に言っている事よ、真希』

　しかし更に続く言葉を聞くと、真希は冷静さを取り戻した。

「………大きな声を出だして悪かったわ」

『たまにやると気分がいいでしょ？』

「そういう事にしておくわ」

　何度か深呼吸をした真希はいつもの調子を取り戻し、小さく微笑んだ。

『それでネイビーちゃんはこれからどうするつもりなの？　あたしらとの合流待ち？』

「その事なんだけど、一度あの部屋へ侵しん入にゆうしてみようと思うの」

『危険だわ。例の協力者の問題もあるし、事を急ぐのは勧すすめられないわ』

　真希の言葉に、紫の服の少女が心配そうな顔をする。

「だからこそなのよ」

　だが真希はここで真剣な表情を作った。彼女は無む茶ちやをするつもりはない。これは真希が冷静に下した判断だった。

「あれだけの策を弄する敵よ。時間を与あたえれば与えるほど向こうが有利になる。それに私達七人が合流して一いつ斉せい攻こう撃げきする前に、何としても例の協力者をあぶり出しておきたいのよ。先にそいつを排はい除じよしておかない事には、また同じ失敗をする事になるわ」

　真希はレインボーナナとの戦いのような失敗を繰くり返かえしたくなかった。その失敗のおかげでダークネスレインボゥの活動が半年以上も滞とどこお　っているのだから。

『なるほど………狙いは魔力溜まりの奪だつ取しゆではなく、例の協力者なのね………』

「もちろん奪取出来るならしてしまいたいけど、奪取した後の問題もあるから、無理をするつもりはないわ」

　仮に真希が一〇六号室を奪取したとしても、他の六人がやってくるまでは一人でゆりかから守り続けなければならない。その事まで含ふくめて考えると、今奪取するのはあまり現実的ではなかった。

「例の部屋に出入りしている、得体のしれない連中もいることだしね」

『家主の男の子の他に、外国人の女の子が二人と、黒くろ髪かみの女が一人って言ってたわね』

「ええ。黒髪の女以外は歓迎会にも参加していたわ」

『ねぇねぇ、ネイビーちゃん、幽ゆう霊れいもいるって話だったけど、それは放っておいて大丈夫なの？』

「見えないフリをして観察してきたけど、問題の連中と意志の疎そ通つうはとれているようだったわ。ただし使し役えきされている霊れいなのか、自然な霊なのかは今一つハッキリしないわね」

『でも真希、あの部屋にちょっかい出すなら、そいつらが邪魔になるんじゃない？』

「それが心配だから、やるなら昼間、彼かれらが学校へ行っている隙すきに急きゆう襲しゆうするのがベターでしょうね」

　真希達たちは早苗やティア主従、キリハの存在を掴つかんでいる。だが彼女達はゆりかの正体を信じていないので、全員を危険だとは考えていなかった。

　―――おそらくそのうちの誰だれかが、ゆりかの協力者なんでしょうけど………。

　真希はティアとルース、そしてキリハのうちの誰かが問題の協力者だと考えていた。歓迎会へ出かけたのは、可能ならそれを見み極きわめる為でもあった。

　だから全員が留守にした時に部屋にちょっかいを出せば、ゆりかと協力者だけがアクションを起こす。真希はそんな風に計算していた。

『分かったわ。そういう事なら私にも異存はないわ』

『私も賛成』

『ボクも！』

　少女達が次々に賛成していく。最終的に六人全員が真希の計画に同意した。まずは情報収集。レインボーナナとの決戦でその大半のメンバーが行動不能に陥おちいった事もあり、誰もが少し慎しん重ちようになっていた。

「ありがとう、みんな」

　全員の承しよう認にんが得られた事に満足すると、真希は冷静な表情を僅わずかに緩め、小さく笑顔を浮うかべた。

　―――首を洗って待っていなさい、レインボーゆりか！　そして忌々しいその協力者とやら！　すぐにあぶり出してやるからっ！

　こうして現場の真希を介かいして、ゆりかに関する壮そう大だいな勘かん違ちがいはダークネスレインボゥの少女達に波は紋もんのように広がっていったのだった。







ゆりか対真希　十一月十八日（水）







　季節が冬に差さし掛かかったこともあって、孝こう太た郎ろうの登校時の服装はいくらか厚着になっていた。これまでは制服のシャツの下は下着だけだったのだが、今はシャツと下着の間にもう一枚肌はだ着ぎが挟はさまっている。それはキリハが自分の古着を仕立て直して作ったものだった。

「おっ、あったかい。でもあったか過ぎず良い感じだ」

「ふむ、それは良かった。ただ、それが我の古着である事は我が慢まんしてくれ」

　制服を着込んだ孝太郎はご満まん悦えつだった。キリハが作ってくれた肌着は柔やわらかくしなやかで動きの邪魔にならないのに、十分に暖かかった。通気性もそれなりにあり、暖か過ぎという事もない。行動派の孝太郎にはぴったりだった。

「我慢するっていうか、良いものくれてありがとう、キリハさん」

「なに、どうせあのままなら捨てるしかない代しろ物ものだ。孝太郎が使った方が服も喜ぶ」

「………よく言う。キリハ、そなたには捨てるつもりなどなかったであろう？」

　ルースに髪をとかしてもらいながら、ティアは不機嫌そうにそう言った。するとその言葉に興味を引かれた早さ苗なえがティアを上から覗のぞき込んだ。

『どういうこと？』

「あの肌着の元になった服は、恐らくコータローの全財産よりも値段が高い」

『うそぉっ、あれがぁ!?　ちょ、ちょっと見せなさい、孝太郎っ！』

「お、おいっ」

　驚いた早苗は孝太郎の胸に顔をくっつけた。すると幽霊の早苗は顔だけ制服の上着を素す通どおりして、肌着を直接見る事ができるのだ。

「見た目や手て触ざわりからして、明らかに値の張る生き地じを使っておる。そしてあの仕立ての良さからすると、名工の一品物かそれに準ずる筈じゃ」

『うわー、言われてみれば確かにそんな感じがするー。着き心ごこ地ちも相当良いしー』

　くっついていれば孝太郎の感覚が分かる早苗だから、服の着心地もはっきりと分かっていた。

「捨てるなんてとんでもない。本来は子や孫へ受うけ継ぐべき代物なのじゃ。それをコータローの肌着に仕立て直すなぞ、狂きよう気きの沙さ汰たとしか言いようがない」

「ほ、本当なのかキリハさん？」

　ティアの話を聞き、孝太郎は緊きん張ちようした面おも持もちでキリハを振り返る。するとそこにはキリハの穏おだやかな笑顔があった。

「流石さすがは銀河からやってきた姫ひめ君ぎみ。大した目め利ききだ」

　そしてキリハは遠回しにティアの言葉を肯こう定ていした。これに青くなったのは孝太郎だ。

「かっ、返すっ！　そっ、そんな凄すごいものを貰えるもんかっ！」

　真実を知った孝太郎は大おお慌あわてで制服のボタンを外していく。だがキリハの白い指が孝太郎の手を止めた。

「孝太郎、今さら返してもらっても元の服には戻らない」

「し、しかしだな」

「我はそのまま使ってもらえると嬉うれしい」

　キリハは孝太郎の耳元に囁きながら微笑ほほえんだ。

「そんな事言われてもだな、全財産より高いものをホイホイ着て出歩けるもんかっ！」

「だったら慣れる事だ」

「慣れるかぁー!!」

　孝太郎はなおも抵抗していたものの、キリハは笑顔のまま孝太郎の制服のボタンを留とめていく。
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『………ああして外そと堀ぼりから埋めていくつもりなのね』

　その様子を早苗は冷やかに見守っていた。それがキリハのいつもの手だと気付いたのだ。

『あとで孝太郎にきつーく言っておかないと………』

　そして早苗は孝太郎を守るのは自分だと言わんばかりの勢いで、キリハの背中を睨みつけた。

「ルース、わらわ達もうかうかしているとあやつに足をすくわれるぞ」

　ティアが不機嫌だったのは、キリハの魂こん胆たんが分かっていたからだ。そして自分は孝太郎へのプレゼント―――宝ほう剣けんサグラティンを公然と渡わたせていない事に、もどかしさを感じていた。

「ふふふ、殿でん下かったら………」

　ルースはそれが分かっているから、ティアのふくれっ面つらを見て微笑む。ティアのもどかしさが限界を迎えた時にどうなるのか。それを想像すると、ルースは自然と顔が綻ほころぶのだった。

「そら孝太郎、コートを。そろそろ出発しないと、遅ち刻こくしてしまうぞ」

　制服のボタンを留め終えると、キリハは間かん髪はつ容いれずに孝太郎にコートを押し付つけた。

「うっ」

　必死に言い返そうとしていた孝太郎だが、遅刻の事を言われてしまうと結局何も言い返せなかった。










　そうやって孝太郎達たちが大おお騒さわぎしながら登校していった後、無人になった一〇六号室で動き始めたものがあった。

　ガタッ、ガタタタッ

　耳みみ障ざわりな音を立てながら押し入いれのふすまがゆっくりと開いていく。

　孝太郎が入居した当初は音もなく開いたそのふすまも、中に居る者がしばしば寄りかかって眠ねむるものだから、今ではすっかり歪ゆがんでやかましい音を立てるようになっていた。

「里さと見みさん達は出かけたかな………？」

　開いたふすまの隙すき間まから、ひょこっとゆりかが顔を出す。ゆりかは押し入れの上の段に寝ね泊とまりしているのだ。

　ふすまから顔を出したゆりかは一度六ろく畳じよう間まを見回した後、聞き耳を立てる。

「………大だい丈じよう夫ぶみたいですぅ」

　そしてしばらく聞き耳を立てて納得したゆりかは、ふすまを大きく開け放った。だがこの時のゆりかは何故か制服ではなく、魔法少女の衣装を身に着けていた。

「この格好を見られると、またややこしい事になっちゃうし………」

　ゆりかは押し入れの上の段からモタつきながら降りてくる。もともと運動の苦手なゆりかにとって、この段差の上り下りは面めん倒どうな作業だった。

「よっこら、せっと」

　それだけに露ろ出しゆつの高めの衣装がめくれ上がろうがどうしようが、ゆりかには知った事ではなかった。

「よし」

　畳の上に降り立ったゆりかは、押し入れの中から長い杖を引っ張り出した。この杖の名前は『エンジェルハイロゥ』という。ゆりかの愛用の魔法の杖だった。

「真希ちゃんが来たからには、学校に通ってる暇ひまなんてないですぅ！」

　ぱんぱんっ

　ゆりかは両手で頬ほおを張って、気合いを入れた。

「ゆりかふぁいっおー！　ゆりかふぁいっおー！」

　―――学校へ行けないのは残念ですけど、もともと学校へ行くのは諦あきらめてたんだから構わないですぅ！

　遂ついに敵が現れた。与えられた使命を果たす時が来た。だからゆりかは春はる風かぜ高こう校こうへ向かわず、ここで真希を迎え撃うつつもりでいた。

　そして願わくばその果てで、孝太郎やティア達に自分が愛と勇気の為ために戦う正義の魔法少女だと分かって欲ほしかった。

「さぁ来い真希ちゃん!!　愛と勇気の魔法少女☆レインボーゆりかが相手になりますぅっ!!」

　これまで孝太郎達にずっと自分は魔法少女だと繰り返してきたゆりか。しかしゆりかが本当の意味で魔法少女になったのは、まさにこの瞬しゆん間かんの事だった。










　キーンコーンカーンコーン

　昼休みの始まりを告げるチャイムが鳴なり響ひびく。すると教きよう壇だんの上に立っていた英語の教師がチョークを置いた。

「よぉし、ここまで。残りは宿題にするから、今日休んでいる虹にじ野のと―――えと、藍あい華かか。この二人にも宿題の範はん囲いを教えておいてやってくれ」

「きりーつ、れーい」

　そして日直が号令をかけると、英語の教師は足早に教室を去っていった。すると授業で固くなっていた空気が一気に和やわらぐ。

「めしだー、めしめしっ！」

「カナー、今日はお弁当？　それとも学食？」

「学食ー」

「購こう買ばい部ぶ行くならついでに俺おれのジュースも買ってきてくれ」

「俺の分も奢おごってくれるならな」

　昼休み独特の空気。学校にいる時間の中で、もっとも生徒達の気が緩ゆるむ時間。誰もが食事に、気分のリフレッシュにと思い思いの時間を過ごしていた。

「結局ゆりかの奴やつ、来なかったな」

　そんな中、孝太郎だけは何もせず朝から空席のままのゆりかの席を眺ながめていた。

『いつもなら二時間目になる前には駆け込んでくるのにね』

　早苗も不思議そうにゆりかの席に目を向ける。

　寝ね起おきが悪く普段から遅刻の多いゆりかなので、孝太郎達は一時間目に彼かの女じよが居ないくらいでは何とも思わない。それが二時間目になると今日は相当寝ね過すごしたなぁという認識に変わる。三時間目になっても姿を見せないと、夜よ更ふかしでもしたんだなと考える。そして四時間目や昼休みになると、ようやく妙みようだなと心配するようになる。

「あいつ、このまま遅刻が続くと落第するぞ」

『成績もあんまりよくないしねぇ………』

　そうやって孝太郎と早苗がゆりかを心配していると、ティアがルースを連れて訳知り顔で近付いてきた。

「ゆりかなら、昨日は夜中まで押し入れの中でゴソゴソしておったから、単に寝過ごしたんじゃろうて」

「あいつ、真希さんがやってきてテンション上がってるんだろうなぁ」

　孝太郎の頭の中には、押し入れの中で徹てつ夜やをして真希の為の衣装を縫ぬうゆりかの姿がありありと浮かんでいた。

「その藍華真希も今朝から姿が見えないようだが」

　そこへキリハもやってくる。近くに孝太郎達しかいないので、この時の彼女の口調はいつも通りだった。

「マキ様の場合は引っ越こしに伴ともなう諸手続きの為では？」

『そうかなー。あたしはゆりかと真希が両方いないってのが引っかかるんだけど』

「まさか………」

　ルースと早苗のやり取りを聞いて、孝太郎の脳のう裏りにある仮説が浮かぶ。

　徹夜で衣装を用意したゆりかが、朝から真希を呼び出して無む理り矢や理りコスプレをさせている。

　孝太郎が真っ先に思いついたのはそんな事だった。

　―――それに昨日の事もあるしな………。

　続いて孝太郎が思いついたのは、昨日の歓かん迎げい会かいでのゆりかの様子だった。ゆりかはあの時、必死に真希は危険だと訴うつたえていた。魔法少女云うん々ぬんは抜ぬきにしても、ゆりかと真希の間には何かトラブルがあったとしてもおかしくはない。泣いて飛び出していってしまうぐらいだったのだから。

「仕方ないっ」

　ガタッ

　孝太郎は椅い子すを蹴けって立ち上がる。すると一同の視線が孝太郎に集中した。

『どうしたの、孝太郎』

「ちょっとゆりかの様子を見てくる」

「じゃが今からだと昼休みが丸々潰れてしまうぞ？」

「真希さんもいないのがどうも気になる。またゆりかが妙な迷惑かけてなきゃ良いんだが………」

　孝太郎は十中八九コスプレだろうと踏んでいた。だがトラブルである可能性も捨てきれない。あるいは風か邪ぜで寝ね込んでいるのかもしれない。

　―――どちらにしろ、確かめてみるしかないんだよな。

　行動派の孝太郎は、もやもやを抱かかえたまま過ごすのは苦手だった。

「サトミ様、わたくしも御ご一いつ緒しよいたします」

「別に良いですよ、ルースさん。何かあったら携けい帯たいで連絡しますから」

「でも………」

「それに、こう言っちゃなんですが、俺一人の方が早く済みます」

　ルースの申し出はありがたかったが、体育会系の孝太郎一人なら相当なスピードで家まで帰り着く事が出来る。午後の授業にも何とか間に合うだろう。

「孝太郎、コートを」

「ありがとう、キリハさん」

　孝太郎の行動を見み越こして、キリハがコートを用意していた。孝太郎は彼女に手伝って貰ってコートに袖そでを通していく。

『ところでさ、ティア』

「なんじゃ？」

『どうして夜中にゆりかが何かしてるって知ってるの？　あんた夜は宇宙船に帰ってたんじゃないの？』

「はわっ!?」

　早苗の指摘にティアは表情を引きつらせる。完全な不意打ちだったので、ティアの動どう揺ようは大きかった。

「そっ、そそそっ、それはじゃなっ、わ、わすれものじゃっ、うん！　和室に忘れ物があったので取りに戻ったのじゃっ！」

　まさか孝太郎の寝ね顔がおが見たくなったとも言えず、ティアは大慌てでそう取とり繕つくろった。

『ふぅん。良かったね、忘れ物が孝太郎に踏み潰される前で』

　しかし幸い早苗も特別な事情があると思って尋たずねた訳ではないので、ティアの言葉に素す直なおに納得していた。

「そ、そうじゃな。ははっ、あはははははっ」

　そうやってティアが冷ひや汗あせ交じりに誤ご魔ま化かし笑いをした時、孝太郎はコートのボタンを全すべて留め終えた。

「うし。それじゃ行ってくる」

『あぁん、あたしもいくよぉ！』

　孝太郎が教室の出口へ向かうと、早苗が慌あわててその後を追う。

「マッケンジー、ちょっと家まで行ってくる！」

「ん？　どうした？」

「わすれもん！」

「どアホゥ」

　そして孝太郎は食事中の賢けん治じと言葉を交かわしてから、早苗を連れて教室を飛び出していった。

「むぅ………」

　孝太郎達を見送ったティアは何な故ぜか不機嫌だった。形の良い眉まゆがきゅっと寄せられ、口がいくらか尖っている。

「どうしてサトミ様の寝顔を見に行ったと仰おつしやらないのです？」

「いっ、言えるものかっ、そんな事っ！」

　ティアは恥はずかしげに頬を染め、逃にげるように窓の外へ目を向けた。

「それに今だって、本当はサトミ様と御一緒したかったのでしょう？」

　実のところルースが孝太郎に同行を申し出たのは、一いつ緒しよに行くと言い出せないでいるティアの為だった。

「………」

「あまり意地を張られますと、損をなさいますよ？」

「こっ、皇女が家臣に乞こえるものか！」

　ティアが力いっぱいそう言いきると、ルースは目を細めて微笑んだ。

「サトミ様がただの家臣であれば、そうなのでございましょう」

「家臣じゃっ！　ただの家臣じゃとも！」

　ティアの視線の先には、校舎を飛び出していく孝太郎の姿があった。そしてその傍には早苗の姿が揺れている。

　―――何故わらわに一緒に来てくれと乞わぬ！　どうして早苗だけを連れていく！

　ティアは孝太郎が校門を抜けて姿が見えなくなるまで、胸の中で孝太郎の背中に不満をぶつけ続けるのだった。










　孝太郎が春風高校を飛び出した頃ころ、ゆりかは六畳間の中央で立たち尽つくしていた。

　ゆりかは両目を閉じ、両手で杖つえを捧ささげ持もつようにして構え、まるで耳を澄すましているかのように集中している。彼女は探知の魔法を使って真希が近付いてこないかを調べている最中だった。

「………この近くに真希ちゃんは居ないみたいですぅ」

　しばらく魔法に集中していたゆりかだったが、やがて目を開きホッと息をついた。いずれ戦いが始まると覚かく悟ごしていても、ゆりかには緊張が拭ぬぐえない。それが今日なのか明日なのか、一ヶ月後なのかは分からない。それでも自分が負ければおしまいだという思いが、否いや応おうなくゆりかを緊張させていた。

　そんな時の事だった。

　コツン

　小さなものが固いものに当たる音がゆりかの耳に飛び込んでくる。その音はゆりかに窓に小石が当たった事を想像させた。

「何が………あっ!?」

　窓の方に目をやったゆりかは、窓の外に一匹ぴきのコウモリが居る事に気付いた。コウモリは逆さまになって窓の上側の枠わくに掴まり、部屋の中のゆりかを見下ろしていた。

「このコウモリ、もしかして真希ちゃんの………」

　時間はまだ真っ昼間。コウモリが飛び回るには時間が早すぎる。そしてまっすぐにゆりかを見下ろすその眼まな差ざしには、普ふ通つうのコウモリとは違ちがう、知性の閃ひらめきが感じられる。そういった事からゆりかはそのコウモリはただのコウモリではなく、真希が差し向けたものだと考えていた。

『正解よ、虹野ゆりか』

「真希ちゃん！」

　ゆりかの想像はあたっていた。コウモリがその目を赤く光らせると、ゆりかの耳に真希の声が聞こえてきた。このコウモリは真希がゆりかと話をする為に送り込んできた、使い魔まだったのだ。

「何の用ですか？」

『私達の間で用といったら、一つしかないでしょう？』

　ゆりかは緊張した面持ちでコウモリに話しかける。そんなゆりかに対して、真希の声にはからかうようなニュアンスが多く含まれていた。

『あなたと決着を付けようと思ったのだけど、直接乗り込んで罠わなにはまるのも癪しやくでしょう？　だからその子を送ったって訳』

「決着………やはり戦うしかありませんか？」

『愚ぐ問もんね。その議論は何百年も前に終わった筈はずよ』

　レインボゥハートとダークネスレインボゥ。両者の溝みぞは深い。既すでに何百年にもわたって、争いは続いていた。

「だったら仕方がないです。私も使命を果たしますぅ」

『話が早くて助かるわ。そこで相談なんだけど、あなた、そこから出てくる気はないかしら？』

「出て来いって？」

『ええそう。お互たがいに悪い話じゃないと思うけれど』

「それは………」

　真希は罠があるかもしれないので六畳間に突とつ入にゆう出来ずにいる。ゆりかはゆりかで住宅地のど真ん中で戦いを繰り広ひろげたくはない。戦いをするならば、お互いに六畳間を離はなれるのは望むところだった。

「でも、私がここを離れたら、真希ちゃんのお友達がここへ来るかもしれないですぅ」

　しかしゆりかは即そく断だんしなかった。真希には六人の仲間がいる。ゆりかが不用意にこの場所を離れたら、その六人がやってきて六畳間を占せん拠きよしてしまうかもしれない。ゆりかにはそのリスクは無視できなかった。

『来ないわ』

「その保証は？」

『無いわ。私の言葉だけよ。ただ、思い出して。私がこれまで嘘うそを言った事があるかしら？』

「それは………」

　ゆりかは悩なやみ始める。確かにこれまで真希が嘘をついた事はなかった。他ほかの魔法少女達は嘘をついたり騙だましたりもするのだが、不思議と真希だけは真実のみを口にしていた。だがそれでもゆりかは決断に至らない。ゆりかの心の天てん秤びんは、丁度真ん中でバランスが保たれていた。

『それに人ひと払ばらいの魔法はなるべく広こう範はん囲いにかけたいしね』

　悩むゆりかを決断させたのは、真希のこの一言だった。

　人払いの魔法は、魔法少女の秘密を守る伝統的な手法の一つだ。この魔法を使うと、魔法をかけた領域には普通の人間は近付かなくなる。心理的にその場所に近付きたくなくなるのだ。

　戦っているところを普通の人達に見られたくないのはどちらの陣じん営えいも同じなので、戦いの前に双そう方ほうが人払いの魔法をかけるのは魔法少女同士の戦いの不文律となっていた。

「………分かったですぅ」

　ゆりかは頷うなずく。ゆりかとしても人払いの魔法は広範囲にかけたかった。それに自分が戦いに不慣れなのも分かっていたので、狭せまい場所では戦いたくなかった。それらのリスクと真希の言葉の信しん憑ぴよう性せいを天秤にかけ、ゆりかは六畳間を出る決断を下したのだった。

『じゃあ、この子に案内させるからついて来て。安心して、罠なんてないから』

「はい、分かりましたぁ」

　こうしてゆりかは六畳間を抜け出し、決戦の地へと赴おもむいたのだった。










「本当にこっちなのか？　なんだかどんどん寂さびしい方へ行ってるけど………」

『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ちゃんとゆりか独特の霊波の匂においがしてるから』

　孝太郎はしきりに鼻をぴくぴくさせている早苗に先導されて、真昼の住宅地を歩いていく。自宅へ帰ってもゆりかの姿が無かったので、孝太郎は早苗にゆりかの後を追って貰もらっていた。早苗は幽霊なので、ゆりかの気配を感じられるのだ。

「どんな匂いなんだ？」

『なんというかね、化学調味料の匂い？　しょうゆ味のカップ麺めんの感じ』

「カップ麺なぁ………いまいちピンとこないが………」

『あっ、こうすると良いんじゃない？』

　何かを思いついた早苗は孝太郎の前を飛ぶのを止め、孝太郎の背中にしがみついた。

「どうするんだ？」

『ほら、あたしってこうすると孝太郎の感じてるものが分かるじゃない？　だから逆も出来るんじゃないかと思って』

　早苗はいつものように孝太郎の首に腕うでを回し、肩かたの所から顔を出した。すると次し第だいにいつもとは違うものが孝太郎の五感に飛び込んできた。

「おっ、おっ、なんか変なもんが見えるぞ！」

『にしし、これぞ早苗ちゃん乙おと女めちっくぱわー！』

　今の孝太郎の目は霊れい力りよくが見えるようになっていた。霊力は白い光として目に映し出されており、物体よりも生物をより強く輝かがやかせている。光は普ふ段だんの風景に重なるように見えているので、壁かべの向こう側にいる人間の姿もおぼろげながらに見る事が出来た。

　耳も同様だ。普通の音も聞こえているのだが、それ以上に霊力の強い人間や生き物の出す霊波が耳に届いている。今の孝太郎は物音で他者を察するのと同じレベルで、霊波を聞いて他者の存在をとらえる事が出来た。

　そして匂い。鼻も耳と同じで、霊波を感じる事が出来るようになっている。しかしこちらは現時点のそれというよりも、痕こん跡せきを追うような感覚だ。空気の中に残っている霊波の痕跡を匂いとして嗅かぎ分わけられるのだ。

「お前、いつもこんなものを感じてるのか………」

『凄いでしょ』

　早苗は自じ慢まんげに笑う。何気なくその笑え顔がおに目をやった孝太郎に、今度は早苗の感情が大量に流れ込んでくる。

　その大半は能力の自慢と、褒ほめて欲しいという願望だ。そしてそれらに隠かくれるようにして、孝太郎への深い信しん頼らいと、親愛の情が流れ込んでくる。

「すごい、すごい」

『てへへへぇ』

　―――やっぱり両親と会えずに寂しいんだな、こいつは………。

　孝太郎は早苗の頭を撫なでてやりながら、そんな事を思っていた。

『それでほら孝太郎、分かんないかな、カップ麺の匂い』

「どれどれ」

　早苗に言われ、孝太郎は空気の匂いに集中する。すると様々な匂いに交じって、確かにしょうゆ味のカップ麺の匂いがした。

「おおっ!?　分かる分かる、これかぁ!!」

『うん。ゆりかの霊波はその匂いなんだ』

「人によって違いがあるのか？」

『うん。ティアなんかは花の香かおりがするし、キリハは朝の森の匂いがするんだ』

「へぇ………じゃあ俺はどんなんだ？」

　孝太郎は言いながら自分の服に鼻を当てる。しかし普通の匂いと同じで、自分の霊波の匂いは嗅ぎ分けることが出来なかった。

『孝太郎は………ひみつっ♪』

　―――孝太郎はお父さんの匂い。

　早苗はその言葉を、笑顔の向こう側に隠した。










　ゆりかがコウモリに案内されたのは町外れにあるマンションの工事現場だった。ゆりかはその中へ入ると慎重に奥おくへと進んでいった。

「今日は工事が休みなんだ………」

　ゆりかの周囲には人の気配はない。重機も駐ちゆう機き場じように止まったまま。工事現場は静せい寂じやくに包まれていた。

「ようこそ、虹野ゆりか」

「真希ちゃん」

　真希は工事現場の中央でゆりかを待ち構えていた。そしてゆりかは十数メートルの距きよ離りをおいて真希と向かい合った。

　今の真希はゆりかと同じように魔法少女の衣装を身に着けている。デザインはどことなくゆりかの衣装に似ているが、色は真逆の深い藍あい色いろ。全身を藍色の同系色でまとめたその姿はゆりかよりもずっと魔ま法ほう使つかい然としていた。そしてその手には彼女の杖『トワイライトウィング』が握にぎられている。これが真希の戦せん闘とう体勢、魔法少女ダークネイビーの真の姿だった。

　彼かの女じよ達たち魔ま法ほう少女がこの衣装に変身するのには理由がある。服も杖も魔法の詠えい唱しよう速度や威い力りよくを高める効果がある特別製で、一式身に着ければ普通の服で魔法を使う場合の何倍もの力を発揮する事が出来る。孝太郎は納得しないだろうが、別に好んで着ているものではないのだ。

「意外に堂々と入って来たじゃないの。春先にはあれだけおどおどしていたっていうのに」

「私だって、この八ヶ月遊んでいた訳じゃないです」

　ゆりかはごくりと唾つばを飲み込むと、真希に向かって杖を構えた。

　いつも周囲の人間にやり込められてばかりのゆりかだが、それでもこの八ヶ月間必死に頑がん張ばって来た。その努力がゆりかを鍛きたえ、この戦いへと導いたのだ。

「もっともな話ね」

　真希はそれに応こたえるようにして杖を構えた。

　―――魔法戦はともかく、それなりの場数は踏ふんできたようね………。

　真希の脳裏にはかつてのゆりかの姿が思い出されていた。

　かつてはただただ杖と魔法を振ふり回まわし、敵から逃げ惑まどっていたゆりか。そのゆりかが自ら戦いの場に赴いたとなると、真希もその成長を認めない訳にはいかなかった。

「やっぱり引き下がっては貰えませんか？」

「その議論は終わりだと言った筈よ」

　真希は僅かに表情を引ひき締しめると、ゆりかに杖を向けた。そして二人は同時に詠唱を開始する。

『サンクチュアリ・モディファー・エフェクティブエリア・コロッサル』

　二人の声はまるで合唱のように重なりあうと、一つの魔法となって工事現場に広がっていった。それはこの工事現場から人を遠ざける、人払いの魔法だった。

「いくわよ、レインボーゆりかっ！」

「絶対に勝ちますぅっ！」

　そしてその魔法は、戦いの開始の合図でもある。だから二人は魔法の発動を完全に見届ける前に動き出していた。

「まずはっ」

　先手を取ったのはやはり経験で勝まさる真希だった。

「エナジーボルト・ターゲットオプション・サイドワインダー！」

　真希の高らかな声と共に、彼女の藍色の杖の先せん端たんから光ひかり輝く矢が飛び出す。その矢はまるで地を這はう蛇へびのように障害物をかわしながらゆりかに迫せまる。

「クイックキャスト・マルチプルエナジーボルト・ターゲットオプション・スプレッドッ!!」
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　対してゆりかも杖を大きく振り回しながら魔法の呪じゆ文もんを口にする。するとゆりかの杖も真希のものと同じように光の矢を放った。しかし後発のゆりかの光の矢の方が発動が早く、作り出された矢の数も多い。ゆりかの矢は雨のように真希の矢に襲おそい掛かっていった。

　真希の矢は蛇のように体をくねらせてゆりかの矢をいくつかかわしたものの、結局は全ての矢をかわすことはできず、両者の矢は空中で接せつ触しよくする。

　ズドンッ

　両者の矢の激げき突とつで爆ばく発はつが起こった。爆発はそれほど大きくはない。しかし人間が巻き込まれれば大おお怪け我がをするには十分な威い力りよくはある。爆発は大きな音と風を巻き起こし、人気のない工事現場を僅かに揺ゆらした。

「やるわね、レインボーゆりか！」

　そう言いながらも真希が動きを止める事はなく、そのカモシカのような健けん脚きやくで走り続ける。するとその柔らかな髪かみと、彼女の身を包つつんでいる藍色の衣装が風に踊おどった。

「真希ちゃんこそっ！」

「けどここからが本番よっ、レインボーゆりかっ！」

　―――やはり精神操作系以外の魔法はゆりかの方が上か！　腐くさっても流石さすがにナナの後こう継けい者しやかっ！

　真希は口では勇ましい言葉を発しながらも、胸の中では軽く舌打ちしていた。

　ゆりかは全体的に魔法を習得し、装束も杖も全ての魔法系統に対応した強化がなされている。これに対し、真希は藍色に属する精神操作系の魔法に集中して習得していた。身に着けた装備も精神操作系に対応したものばかり。

　真希のように一点集中的に習得すればその系統に限っては絶大な威力を発揮するが、その反面それ以外の魔法は威力が下がりがちになる。だから相手と実力が近い場合、得意分野で戦わないと押おし負ける事になるのだ。

「だったらっ！」

　真希は走りながら大きく杖を振りかざし、その先端をゆりかの方へ向けた。それを見たゆりかも改めて杖を構える。すると再び工事現場に緊張感が張はり詰つめた。

「く、くるかっ!?」

　運動能力では真希に大きく劣おとるゆりかなので、戦闘は真希に先手を取られがちになる。この時もそうだった。

「貰ったっ!!　フラァァァッシュッ!!」

　あと少しで魔法の攻こう撃げき圏けん内に入るというところで、真希が素す早ばやく魔法を詠唱した。

「しまっ―――」

　ゆりかが反応するよりも早く真希の魔法は発動した。真希の使った魔法は杖から閃せん光こうを放ち相手の視界を奪うばうもの。簡単な初歩の魔法ではあるが、使い方によってはあらゆる局面で活かつ躍やくする。そして真希の使い方は見事だった。攻こう撃げき魔ま法ほうが来ると思って真希を注視していたゆりかは、閃光をまともに見てしまったのだ。

「目っ、目がっ」

　攻撃魔法の射程外の距離から放たれた為に、閃光がゆりかの視界を奪っていられるのは二、三秒の事でしかない。しかしその二、三秒を使って、真希はゆりかを次の魔法の射程内に収めた。

「タイニーメモリーフラッシュ・モディファー・エクステンドレングス！」

「アンチマジックシールドォォォォォッ！」

「遅おそいっ！」

　ゆりかも必死に防ぼう御ぎよの魔法を唱えたのだが、視界を奪われて動きが止まった分だけ魔法の発動は真希の方が早かった。真希の杖の先から飛び出した藍色の光の玉は、視界を奪われて身動きの取れないゆりかに吸い込まれていった。

「きゃあっ!?」

　藍色の光の玉がゆりかに接触すると、ゆりかの体全体が藍色の光に覆おおわれる。するとゆりかは奇き妙みような行動を取り始めた。

「アンチマジックシールドォォォォォッ！」

　直前に唱えた筈の魔ま法ほうを繰くり返かえしたのだ。

「って、あ、あれ？」

　しかしその魔法は当然徒労に終わる。真希は新たな魔法など使っていなかったので、ゆりかの魔法は身体を黄色く輝かせるに止まった。

「ま、真希ちゃんはっ!?」

　ゆりかの奇妙な行動はそれだけではなく、視界が戻もどっているというのに真希の姿を完全に見失っていた。ゆりかは完全に見けん当とう違ちがいの方向を向いて真希の姿を捜し続ける。

「ここよ」

　ガツッ

　そんな状態だったものだから、ゆりかが真希の姿を見つけたのは、真希の赤く輝く拳こぶしがゆりかの身体に叩たたきこまれた時の事だった。

「きゃあああぁぁぁぁっ!!」

　攻こう撃げきをまともに受けたゆりかは吹ふき飛とばされ、受け身も取れずに地面に叩きつけられる。もし直前に唱えた魔法が防ぼう御ぎよ魔ま法ほうでなかったら、ゆりかはこの時点でノックアウトされていただろう。

「い、一体何が………」

　ダメージでくらむ頭を左右に振りながら、ゆりかは必死に身体を起こす。ゆりかには訳が分からなかった。真希が閃光を放ち、その直後に魔法で攻撃を仕し掛かけてきたので、ゆりかは防御の為の魔法を使った。しかし次の瞬間、真希はゆりかの真横から殴なぐりかかってきた。正面方向で攻撃魔法を唱えていた筈だったのに。

「忘れたの？　私の得意な魔法が何だったか」

　真希は足を止め、起き上がりかけているゆりかと向かい合った。その顔には厳しい戦いの緊きん張ちよう感がみなぎっている。その顔を見て、ゆりかは自分に何が起きたのかを悟さとった。

「そ、そうでしたぁっ、真希ちゃんの得意な魔法は藍色でしたぁっ！」

　真希が閃光を放った直後に使用した魔法は、対象の記き憶おくを消す魔法だった。しかし大規模な記憶の操作をする魔法を使うと、使った側の魔ま力りよくの消しよう耗もうが激しい。そこで真希は消す記憶をほんの数秒に限定する事でその消耗を抑おさえ、戦闘で使い易やすくした魔法を好んで利用していた。

　数秒の記憶を消す事しか出来ないというのは、一見大した事がないように見える。しかし状じよう況きようが目まぐるしく入れ替かわる戦闘中にこれを食くらうと、まるで突とつ然ぜん相手が消えてしまったかのように感じる。しかも真希はその次に相手が取る行動を知っているから、隙すきだらけの相手に攻撃を加える事が出来る。真希は身体能力が高いので、その一いち撃げきのダメージは少なくない。

　閃光、記憶の消去、魔力を込めた格かく闘とう攻こう撃げき。それが真希の得意とするコンビネーションだった。

「ゆりか、そのまま倒たおれていなさい。あなたのように甘あまったれた人間には、これ以上の戦いは無理だわ。死ぬわよ？」

「やっぱり真希ちゃんは強いですぅ………でもぉっ！」

　ゆりかは杖を支えにして立ち上がる。真希の警告を受けても、ゆりかは諦めなかった。土が露出している工事現場に叩きつけられたので、ゆりかの全身は泥どろだらけだ。しかしその瞳ひとみだけは綺き麗れいに輝いていた。

「でもぉっ、このぐらいで諦めていては、一〇六号室の住人は務まりませぇんっ！　ティアちゃんもっ、キリハさんもっ、もっともっと強いんだものぉっ！」

「それでも立つのね………。根こん性じようだけは本物になったかしら？」

　そんなゆりかの姿を見て、真希は感かん嘆たんの声を上げる。

　―――やはり精神面での安定度は、以前とは比べ物にならないわね………。

　八ヶか月げつ前の魔法少女になりたての頃のゆりかは、真希がこれぐらい攻撃すればあっけなく逃げ出していたのだ。

　―――果たして誰だれがゆりかにそうさせているのか………ますます興味が湧わいてきたわ。早く出てきなさい、協力者とやら！

　真希はまだ見ぬ好敵手の存在に、気持ちを昂たかぶらせる。だがその反面、同じだけ苛いら立だちも募つのる。誰も信用出来ない。他人は力で従えるもの。そう考えている真希には、ゆりかが信頼している相手というのは、存在しているだけで嫌けん悪おの対象だったのだ。

「真希ちゃん、戦いはまだまだここからですぅ！」

「よく言ったわ、レインボーゆりかっ！」

　ゆりかが杖を構え直すと、真希も不敵な笑顔で杖を頭上に掲かかげる。

　魔法少女達たちの戦いは、まだ始まったばかりだった。










「ここか？」

『うん。ここからカップ麺の匂いがしてるみたい』

　早苗が孝太郎を連れてきたのは、町外れにある工事現場だった。そこは四方をスチール製の高い壁に囲まれたマンションの建築現場で、さしわたし数百メートルの広さがあった。

『でもおかしいんだ』

　だが早苗はその正面に立ったところで首をかしげた。

「おかしいって、何が？」

『匂いがそこで途と切ぎれてるの』

　早苗はスチール壁に取り付けられた工事現場の中へと続くドアを指さした。ずっと続いていたゆりかの匂いは、そこですっぱりと断たち切きられていたのだ。

「ドアなんだから、匂いが途切れても当たり前なんじゃないか？」

『本物の匂いじゃないんだから、ドアなんかで遮さえぎられないよぉ』

「そうだったそうだった」

　孝太郎は早苗がくっついていた時には自分も壁の向こう側の事が感じ取れていた事を思い出した。

「それが途切れたって事は………ゆりかの奴、そのドアのすぐ向こうで死んでたりな」

『怖こわい事言わないでよぉっ』

　ぽこんっ

　早苗は孝太郎の事を殴りつける。しかしその拳にはまるっきり敵意がこもっていないので、孝太郎は少しも痛みを感じなかった。

「とりあえず、行くだけ行ってみよう。中を確かめてみない事には始まらん」

『そうだね』

　ガチャッ

　言うが早いか、孝太郎は工事現場のドアを開けた。そして開いたドアの隙すき間まから中を覗のぞき込む。

「死体は無いみたいだな」

『もう、すぐそうやって意地悪を言う～～～』

「すまんすまん」

　孝太郎は早苗に詫わびると、物音を立てないようにそっと工事現場の中へ入っていく。工事をしている人間に見つかりたくはなかった。

「まだ地じ盤ばんの工事をやってるぐらいか………」

　孝太郎があたりを見回すと、手前にいくつものプレハブや重機、そして奥の方に基き礎そ工事の為に広範囲に掘ほられた大きな穴が見えた。

「ついてるな。今日は工事が休みみたいだ」

　あたりに作業員の姿はない。孝太郎がその事に安あん堵どした時、背後から早苗の情けない声が聞こえてきた。

『待ぁってぇ、孝太郎ぉ～～～』

「何やってんだ、お前」

　孝太郎が振り返ると、早苗はドアの所で何かをやっていた。

『ここになんか壁みたいなのがある～～～』

「壁だぁ？」

　孝太郎がドアの所まで戻ると、早苗は言葉通り目の前に透とう明めいなガラスの壁でもあるかのように立ち往生していた。

「ブハハハハハッ、変な顔」

　早苗はなんとか中へ入ってこようと透明な壁らしきものに顔を押し付けていたので、豚ぶたのような顔をしていた。

『ちょっとぉ、笑ってないで何とかしてよぉ！』

「そう言われてもなぁ………」

　孝太郎は笑いを噛かみ殺ころしながら早苗に近付いていく。その間も早苗は忌いま々いましそうに透明な壁らしきものとの格かく闘とうを続けていた。

『孝太郎だけ入れてずるいぃ～～～！』

　孝太郎と早苗はドアの枠を挟はさんで向かい合った。早苗の様子からするとその枠の所に透明な壁があるらしい。

「どうしたもんか………」

『なんとかしてよぉ』

「うーん、とりあえず、こっちから引っ張ってみようか？」

『お願い』

　孝太郎は早苗に向かって手を伸のばした。だが早苗が通れないあたりに差さし掛かかっても、孝太郎の手は止まらない。孝太郎の手はすんなりと早苗に届いていた。

『むぅ、孝太郎ばっかりずるいよぉ』

「まぁまぁ。引っ張るぞ」

『あい』

　孝太郎は早苗の手を取ると、自分の方へ引っ張った。

『はりゃっ!?』

　すると早苗の身体はあっけなくドアの枠を通とおり抜ける。先さき程ほどまではあれだけ頑張っても入れなかったというのに、あっさりとしたものだった。
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『な、なんで!?　さっきは全然駄だ目めだったのに!?』

「その辺の仕組みはよく分からんが、原因はきっとアレだな」

　孝太郎は近くにあった小さなお堂を指さした。

『なぁに、アレ？』

「お祓はらいだよ。建築の前にやる、えっと、なんつったっけ？」

『あー、テレビで見た事がある！　それをやらないで祟たたられて、クレーンが倒れたとか何とか』

「それそれ」

　お堂は建設の無事を祈き願がんする地じ鎮ちん祭さいで作られたものだった。孝太郎は早苗が入れなかったのはそのせいだと考えていた。

『あたし祟らないもん』

　しかし早苗は納なつ得とくがいかない様子だった。土地神に悪あく霊りよう扱あつかいされたのが気に入らないようで、不ふ機き嫌げんそうにぶすっと頬ほおを膨ふくらませていた。

「祟らないから入れて貰えたんだろ」

『そっか。あたし孝太郎と仲良しだから入れて貰えたんだね』

　しかし孝太郎がフォローすると、早苗はあっけなく機き嫌げんを直した。そして興味深そうに工事現場の中を見回し始める。

『あっ、こっちにゆりかの匂いがするよ』

「ほんとか？」

『うん、間ま違ちがいない。向こうの方にいるみたい』

　早苗は一度途と切ぎれたゆりかの匂いを再び嗅ぎ分けていた。早苗が指さしていたのは、奥の方にある基礎工事の為に掘られた大きな穴のあたりだった。

「よし、行こう」

『うんっ。そろそろ五時間目が始まっちゃうしね』

「ったく、こんなところで何やっとるんだ、あのアホは………」

　そして孝太郎と早苗は穴に向かって歩き始める。

　だが二人は根本的に勘かん違ちがいしていた。

　早苗を工事現場から締め出だしていたのは、地鎮祭の影えい響きようではないのだった。










「なんなのっ!?」

「誰か来ますぅ!!」

　真希とゆりかは同時に杖を引く。二人の戦いはまだ続いていた。しかし二人は異変を察知して戦いを一時中断した。

「結界を抜けたヤツがいる!?」

「一体どうして!?」

　二人が戦いを止めたのは、戦いの前にかけた人払いの魔法を通り抜けた者がいたからだった。

　この工事現場にはゆりかと真希、二人の魔法で二重に人払いの結界が張られている。普通の人間がこの二重の結界を突とつ破ぱするのは不可能に近い。だがそれをやった者がいる。だから二人は驚おどろいて戦いを止めたのだった。

「おー、いたいた」

『ゆりかー、あんたそこで何やってんのー!?』

　聞こえてきた声に、ゆりかと真希は同時に振り返った。

「さっ、里見さんっ!?」

「あれは一〇六号室の住人!!　名前は確か里見孝太郎っ!!」

　その視線の先に居たのは孝太郎と早苗だった。ゆりかと真希が戦っていたのは整地の為に掘られた広くて浅い穴の底。孝太郎と早苗はその穴の縁ふちに立って、驚く二人を見下ろしていた。

「里見さんっ、早苗ちゃんっ、どうしてここに!?」

「ゆりかー、いつまで遊んでんだー！　大たい概がいにしろー！」

『そうだそうだ！　こっちの迷めい惑わくも考えろ―！』

　ゆりかの姿を見付けた二人は、早さつ速そくブーイングの嵐あらしを浴あびせた。時刻は一時半を回っている。五時間目は既に始まっていた。

「………そうか、そういう事だったのね。根本的に私の考かんがえ違いだったんだ！」

　純じゆん粋すいに驚いているゆりかとは違い、真希の驚きは更さらに深かった。

「あの里見孝太郎という男、こっち側で独自に発達した魔法使いだったんだわ！　あの幽ゆう霊れいを使し役えきしているのもあの男！　そして彼かれこそが虹野ゆりかの協力者っ！」

　真希は早苗を連れて姿を現した孝太郎の正体を、そんな風に結論づけた。だが無論、そんな事はない。彼女の一方的な勘違いだった。

「私とゆりか二人分の結界を破は壊かいする事なくすり抜けた手しゆ腕わんからして、変性系か強化系の術の使い手！　そしてあの桁けた違ちがいの霊力を持つ幽霊を使役している以上、死し霊りよう術もかなりのレベルで使いこなす筈！　最低でも二色の使い手、しかも実力はゆりか以上とは！」

　結界をすり抜けた事からすると、孝太郎がただの人間の筈がない。そして幽霊も結界をすり抜けているので、自然な霊れいとは考え辛づらい。孝太郎が幽霊を連れて戦いの場に現れた点を考えると、彼が使役していると考えるのが自然だった。

　―――甘かったっ、知ち恵えを貸すだけのブレーンだなんてとんでもないっ！　とんだ隠し玉がいたものだわっ！

　孝太郎が真希の想像した通りの力を持っていた場合、ダークネスレインボゥ七人で安易に力攻ぜめしていたら、あっけなく罠に掛けられていた筈。真希はそれを想像して背筋が凍こおる思いがした。

「七人揃そろう前で良かった………強化や変性と死霊術の達人だなんて、考えたくもない………」

　魔力で強化された幽霊や歩く死体。変性術で毒性を変へん更こうした食しよく屍し鬼きや幽ゆう鬼き。ただでさえ厄やつ介かいな不死者達が、恐おそるべき力を備えて大挙して襲ってくる。ゆりかに気を取られている時にそんなものから奇き襲しゆうを受ければ、いくらダークネスレインボゥの最高幹部達でも危なかっただろう。真希は一人で偵てい察さつに来た幸運に感謝せずにはいられなかった。今なら最悪でも被ひ害がいは自分一人で済むのだ。

「だったらせめてゆりかっ、お前だけでもっ！」

　真希は確信した。真の敵はゆりかではない。奸かん智ちに長たけ、そして魔法の力にも長けた謎なぞの男、里見孝太郎こそが自分達の真の敵である、と。

　それだけに真希はこの場で孝太郎とゆりかを二人とも倒す事は不可能だと考えた。だったらゆりかだけでも倒し、孝太郎の力を削そぐ。多大な勘違いではあるのだが、真希の判断は的確で素早かった。

「おら、こっち来いゆりか。帰るぞ」

「違うんです里見さんっ、いい加減現実を見てくださいっ！」

「それはこっちのセリフだっ！」

　話を続けている孝太郎とゆりかに向かって、真希は全力で駆かけ出した。

　―――会話に気を取られている今がチャンス！

　そして真希は両手で杖を構え、速度を下げないまま詠唱を開始する。彼かの女じよの場合、使い慣れた精神操作系の魔法なら全力で走っていても集中は乱れないのだ。

「バインドパーソン・モディ―――」

「あっ!?　真希さんっ、もう終わりですって!!」

　詠唱の途と中ちゆうで孝太郎が真希の行動に気が付き、制止しようとする。

　―――馬ば鹿かにしてぇっ、終わりかどうか、その目でとくと見るがいいわっ！

　だが真希は止まらない。逆に孝太郎の言葉を挑ちよう発はつと受け取り、激しい怒いかりに眉まゆを吊つり上あげた。

「真希ちゃんっ!?　しまった!!」

「―――ファー・ダブルエフェクトッ！」

「クイックキャスト・アンチマジックシールドォォォッ!!」

　呪文の詠唱を高速化した分、魔法の完成はゆりかの方が早かった。真希の放った藍色の光こう弾だんが届くよりも早く、黄色い光がゆりかの身体を包みこんだ。

「勝ったっ！」

　しかしそれを見ても真希は動じず、逆に勝利を確信してゆりかとの距離を詰めていく。その直後、光の弾はゆりかに命中した。

「きゃああぁぁぁぁっ！」

　防御の魔法が身を守っているにもかかわらず、ゆりかは悲鳴を上げた。真希の魔法は二重化して発動されていたので、一回の魔法で二回分の効果があった。ゆりかの防御魔法が防げたのは最初の一回分まで。二回目までは防げなかった。

「かっ、身体がっ」

　真希が使った魔法は相手に強い暗示を埋うめ込み、身体の自由を奪うもの。藍色の光に包まれたゆりかは、指一本動かせなくなっていた。

「おーおーおー、学校をサボって秘密の特訓するだけあって、やるもんだねぇ」

『孝太郎っ、孝太郎っ、今、杖つえの先からビームが出たよ、ビーム！』

　それを見た孝太郎と早苗は両手で拍はく手しゆをしながら感嘆の声を上げる。流石さすがの二人も真希の杖から飛び出した光の弾には驚かずにはいられなかった。

「あれを食らうと身体が動かなくなる設定らしいな」

『ビームかぁ………。最近のコスプレは芸が細かいねぇ。どういう仕組みなんだろうねぇ？』

「さぁなぁ。最近の技術は進歩が速いから、ついていけないよなぁ」

『………孝太郎、じじむさい』

「ほっとけよ」

　しかしそれでも二人にはコスプレにしか見えないようで、ゆりかの危機にもかかわらず呑のん気きに笑っていた。

「あぁあぁ、もうっ、緊張感が削がれるぅ………っといけない、早く何とかしないとまずいですぅぅっ！」

　ゆりかは孝太郎と早苗の様子に脱だつ力りよくしながらも、なんとか金かな縛しばりの魔法の効果から抜け出そうと必死に身体を動かそうとした。

「手て遅おくれよゆりかっ！　私の勝ちよっ！」

　だがゆりかが身体の自由を取り戻すよりも早く、真希はゆりかのもとへ辿たどり着ついていた。この時、真希の脚あしは赤く輝いていた。真希は攻こう撃げき力りよくを上げる魔法を帯びた必殺の蹴けりを、動けないでいるゆりかに叩きこむつもりだったのだ。

「お楽しみ中の所、申し訳ないんだがな」

「チィィィッ！」

　しかしあと少しでゆりかに蹴りが命中するというところで、真希は攻撃を止めて後ろに飛び退すさった。

「やはり放っておいてはくれないのねっ、里見孝太郎っ!!」

　真希が下がったのは、孝太郎が穴の底まで降りてきたからだった。

「当然でしょうが………」

　孝太郎は真希に向かって苦く笑しようすると、そのまま動けないでいるゆりかに歩み寄った。

「ホレ、遊んでないで、いい加減帰るぞゆりか」

「さ、里見さん、危険ですぅっ！　早くどこかへ避ひ難なんして下さいっ」

「危険なのはお前の進級の方だ」

　孝太郎は言いながらゆりかの肩に手をかける。

　―――やれやれ、遊んでばっかりなんだからもう………。

　そして孝太郎は呆あきれた様子で軽くため息をついた。

「おら、何でも良いから、早く来い」

「来いって言ったって、身体が動かないんですよぅ！　だから里見さんだけでも行ってくださぁいっ！」

　ゆりかは未いまだ真希の魔法の影響下にあった。動くのは首から上だけ。残りの部分は鉛なまりにでもなったかのようにぴくりとも動かなかった。

「来いっちゅうの。いい加減怒おこるぞ、俺おれも」

「あっ!?」

　だが孝太郎がゆりかを引き寄せた瞬しゆん間かん、思いがけない事が起こった。

「う、動くっ!?　身体が動きますぅっ!?」

　突然ゆりかの身体が自由を取り戻したのだ。ゆりかは自由になった事に驚きながら、ぺたぺたと両手で自分の身体の無事を確かめていく。

「当たり前だろ、もー」

　魔法なんて無いのだから、身体は動いて当たり前。孝太郎は心底呆れて、自分のこめかみを揉もみ始めた。

「い、今のは―――」

　だが真希の驚きはゆりかのそれとは比べ物にならなかった。真希は自分が目にしたものが信じられなかった。

「解かい呪じゆしたの!?　しかも杖も詠唱もなしにっ!?」

　実はゆりかを引き寄せた瞬間、孝太郎の手の平がほんの一いつ瞬しゆんだが白く輝いていたのだ。あの時点ではゆりかを拘こう束そくしている魔法の効果はまだ十分に残っていた。だがその白い光が触ふれた途と端たん、ゆりかを捕とらえていた真希の魔力は拡散し、ゆりかは自由を取り戻してしまった。

「ありえない………白い魔法なんて聞いた事がないわ………それ以前に、どれだけの魔力があれば杖と詠唱なしに私の魔法を打ち破れるっていうの………？」

　それはこれまでにも何度か孝太郎達たちの危機を救ってきた白い光だった。しかしその事に気付いたのは孝太郎を危険視していた真希一人。おかげで真希の中の疑問は膨れ上がる一方だった。

「杖や衣装に関しては別の道具で補っているにせよ、詠唱と動作なしに魔法を使う実力は侮あなどれないわ。ここはやはりあれを使うか………」

　―――里見孝太郎がどんな魔法を使うにしろ、あれなら少なからず………。

　真希はスッと目を細め、口くちの端はを僅わずかに持ち上げてニヤリと笑った。

「いくぞゆりか。終わりだ終わり」

『そうそう。ここまで大おお掛がかりならこっそり練習したいのも分かるけどさ、物には限度ってあるじゃない』

「練習じゃなくって、本当に戦っているんですってばぁ！」

　そうやってゆりかが孝太郎達ともめている間に、真希は近くの資材置き場に向かって呼びかけた。

「出てきなさいっ、桜さくら庭ば晴はる海みっ！」

「ええっ!?」

「桜庭先せん輩ぱいだって!?」

　真希の口から飛び出した思わぬ名前に、孝太郎達が慌あわてて振り返った時の事だった。

「さ、里見君っ、虹野さんっ」

　資材置き場の陰かげから制服姿の晴海が姿を現した。だが晴海の様子はおかしかった。その表情は青ざめており、身体の動きはぎこちない。その様子に不安を感じた孝太郎はすぐに彼女に呼びかけた。

「どうしたんですかっ、桜庭先輩っ！」

「私にも何が何だかっ。か、身体が勝手に動いてっ、どうにもならないんですっ！」

　晴海は勝手に動く手足に完全に怯おびえていた。普通に暮らしていて、何の前まえ触ぶれもなく身体が言う事を聞かなくなったら誰だってそうなるだろう。

「桜庭先輩っ！」

「すぐにお助けしますぅ！」

『なんで晴海がいるんだか………』

　晴海の窮きゆう状じようを知り、孝太郎達は彼女に駆け寄よろうとした。流石さすがの孝太郎も晴海が嘘をついているとは思わなかった。

「おっと、そうはいかないわよ」

「さっ、里見君っ！」

　しかしそれよりも早く真希が晴海の傍そばへ辿り着いた。それを見た孝太郎達の足が止まる。

「何のつもりだ、真希さんっ！」

「何のつもりも何も、こういう事よ」

　チャキッ

　真希は杖の先を晴海につきつける。

「そうか、真希ちゃんっ、真希ちゃんの仕し業わざね!?」

「そうよゆりか。あなたとその男がどれだけ強かろうが、この娘むすめを守りながら私と戦えるかしらっ!?」

「お前ら無む茶ちやすんなよ!!　お前らと違って、桜庭先輩は身体が弱いんだぞ!?　先輩を巻き込むなっ!!」

「私はそんな事しませんっ！　桜庭先輩が居るだなんて、初耳ですぅっ！」

「良い顔だわ、ゆりか、里見孝太郎。ずっとあなた達がそういう顔をするのが見たかったのよ」

　焦あせる孝太郎とゆりかの顔を見て、真希は自分の読みの正しさに満足した。

　―――やはりこの娘はゆりかにとって重要人物だったか………。

　真希は屋上で晴海の姿を見た時から、利用できると考えていたのだ。

「さ、里見君っ!!」

「さぁ、どうするのレインボーゆりかっ、里見孝太郎っ!!　この娘ごと私を攻撃できる!?」

「くぅっ、真希ちゃんっ、卑ひ怯きような手をっ！」

　晴海の身体が自分の意思で動かないのは、真希が魔法で操あやつっているから。真希は晴海を自分の傍に置く事で、ゆりかと孝太郎の攻撃を防ぐ盾たてにしようとしていた。

『孝太郎、なんだか雲行きが怪あやしいよ』

「分かってる！」

　孝太郎は早苗に頷くと、真希に厳しい表情を向けた。

「………真希さんっ、いい加減にしてくれっ！　桜庭先輩は本当に駄目なんだっ！　こんな事に巻き込むなっ！」

「そうでしょうね。だからこそこの娘を選んだんだからっ！」

　孝太郎は晴海がどういう状況なのかは分からなかったが、真希が巻き込んだらしい事だけは分かっていた。

　―――一体何が起こっているんだ？　ただのコスプレじゃないのか？

　この半年以上もの間、孝太郎がコスプレだと信じて疑わなかった事。それが孝太郎の中で次第に得体の知れないものへと変へん貌ぼうしつつあった。

　孝太郎がそう感じはじめたのは、この場に晴海が現れたからだった。改めて考えてみると、孝太郎にはゆりかが晴海をこんな事に巻き込むとは思えなかった。二人は親友といっても良い仲だったし、ゆりかは晴海の身体の事を知っている。いくらなんでもこんなアクション映画まがいのコスプレに参加させるとは思えなかった。そして何より晴海の怯えた表情。それが晴海の演技ではない事ぐらいは孝太郎にも見分けがついていた。

「里見君っ、虹野さんっ、私、一体何がどうなって―――」

「待ってて下さい桜庭先輩っ、すぐに助けます！」

「真希ちゃんっ、桜庭先輩を解放してください！」

「さぁっ、お喋しやべりはおしまいよ。私を守りなさいっ、桜庭晴海っ！」

「きゃああっ!!　な、何っ、何なの!?」

　真希は孝太郎達の呼びかけを無視して晴海に命じた。すると晴海は自分の意思に反して真希を守るようにして立った。

「ゆりかっ、一体何がどうなってるんだ!?」

「だから言ったでしょう、真希ちゃんと戦ってるんだってっ！」

　ゆりかは孝太郎を守るように前に出ると、その大きな杖を振りかざした。

『孝太郎、どういうこと？　ゆりかはコスプレイヤーだけど、あの真希って子は本物の魔法使いってこと？』

「どうやら話の流れからするとそういう―――」

「ストーンレインッ・モディファー・エフェクティブタイム・トワイスッ！」

「里見さん、来ますっ！　じっとしていちゃ駄目ですっ！」

「わあああぁぁぁぁっ！」

『きゃああぁぁぁぁっ！』

　孝太郎の言葉は途中から悲鳴に変わった。建設現場に転がっている無数の石が浮うかび上がったかと思うと、まるで雨のように降り注いできたのだ。それは真希の魔法。石を雨のように降らせる攻撃の魔法だった。

　だが石の雨が降り始めると同時に、ゆりかが頭上に杖を向けて叫さけんだ。

「クイックキャスト・フォースフィールドッ!!」

「いだっ、いだだだっ、って、おおおっ？」

　すると孝太郎が数個の石を身体に浴びたところで突然石の雨が止やむ。孝太郎が恐る恐る頭上を見上げると、頭上には黄色い光の膜まくがあり、その膜が降り注ぐ石を次々と弾はじき飛ばしていた。

『どうなってんの、これ？』

「俺にも分からん………」

　状況がよく分からない孝太郎が首を巡めぐらせると、杖を頭上に向けているゆりかと目が合った。ゆりかの杖の先からは黄色い光が溢あふれ出しており、それが頭上で傘かさのように広がって、例の光の膜を作り出していた。

「ゆりか、お前………」

「ご無事ですか、里見さん」

　ゆりかもいくつか石を浴びたようで、頭やむき出しの手足に傷を負い、僅かだが傷から血をにじませていた。しかしその傷を気にした様子もなく、ゆりかはにっこりと孝太郎に笑いかける。

「お、お前、もしかして本当に………魔法を使ってないか？」

　降ってくる石をこんな風に防がれれば孝太郎でも分かる。ゆりかは本当に魔法を使っているのだ、と。

「だからずっとそう言ってたじゃないですかぁっ！」

　ゆりかはそうやって全力でツッコミつつも、目の端はしには涙なみだがにじんでいた。

　―――って事は、出会った時に見たあれも、道具や仕掛けじゃなくて、全すべて本物だったのか………。

　それはゆりかが半年以上もの間待ち続けた、孝太郎が真実を理解した瞬間だった。

「貰ったぁぁっ！」

　その直後、石の雨を突つっ切って真希が光の傘の下へ姿を現した。石の雨は真希の攻撃であるのと同時に、真希の次の行動を隠かくす為ための目くらましでもあった。真希の手足は赤い光に包まれている。それは接触発動に設定したエネルギーボルト。真希はそこに帯びたエネルギーの全てを、格闘攻撃に乗せてゆりかに打ち込むつもりだった。

「しまったっ!?」

　晴海の登場、石の雨、そして孝太郎。三つの事に気を取られていたゆりかは、突然やってきた真希への対応が遅おくれた。

「大だい丈じよう夫ぶだゆりかっ、心配ないっ！」

「くっ、里見孝太郎かっ!?」

　だがその真希の攻撃はゆりかに届く事はなかった。真希とゆりかの間に割って入った孝太郎が真希の腕を掴つかみ、その攻撃を防いだのだ。魔法の戦いならいざ知らず、ただの殴り合あいなら孝太郎の得とく意い技わざだった。

「里見さんっ!?」

「問題ない！」

　孝太郎は両手で真希の手首を捕つかまえて、力任せにゆりかから引き剥はがした。

「この男、またっ!?」

　それと同時に真希の両手の赤い光が消しよう滅めつする。再び孝太郎が発した白い光が彼女の両手にチャージされていた攻こう撃げき魔ま法ほうを掻かき消けしたのだ。

「だったらっ！」

　真希は両りよう手首を掴まれたまま右足で蹴りを放った。この距離ではかわせる筈はずのない一撃。そして両足の赤い光は未だ健在だった。

『必殺早苗ちゃんシールドォォォォォッ!!』

　バキィィィン

　しかしその真希の必殺の一撃も防がれる。

『大丈夫、孝太郎!?』

「助かった！」

　防いだのは早苗だ。得意のポルターガイスト現象で真希の一撃を跳はね返したのだ。早苗の念動力と激突してエネルギーを使い果たし、真希の右足の赤い光も消失する。

「チィッ、使し役えき霊れいがちょこまかとぉっ！」

　しかし真希はこの時の蹴りの反動を利用して孝太郎の拘束を振り解ほどいた。そして置おき土産みやげとばかりに左で回まわし蹴げりを放つ。

「うおっ!?」

　振り解かれた拍ひよう子しに体勢が崩くずれていた孝太郎は、真希の蹴りをかわす事が出来ない。真希の蹴りはそのまま孝太郎に吸い込まれていくかに見えた。

「スネアトラップッ！」

　ボコッ

　しかしあとほんの僅かで蹴りが命中するという所で、突然真希の足元の土が盛り上がり、彼女はバランスを崩した。それは咄とつ嗟さにゆりかが放った初歩の魔法。しかし回し蹴りの回転を止めるには十分過ぎる威い力りよくを持った魔法だった。

『やるじゃないっ、ゆりかっ！』

「くぅっ、やはり三対一は無理だわっ！　エネルギー・リリースッ！」

　ドムッ

　真希は左足に残っていた攻撃魔法のエネルギーを解放した。解放されたエネルギーは小さな爆ばく発はつと目め隠かくしの煙えん幕まくに変わる。

「おわあっ!?」

「そう簡単に捕まってたまるものですかっ」

　爆発は真希自身をもいくらか傷付けたものの、孝太郎の視界を塞ふさぎ、彼女を捕まえようとしていた右手は空を切った。

『早苗ちゃんサイコガーンッ！』

　先程の石の雨にヒントを得た早苗が、ポルターガイストで石を操って真希を狙ねらう。石は弾だん丸がんのようなスピードで逃にげる真希を追った。

「良いチームワークねっ、だけどっ！」

　だが真希の逃げた先には操られたままの晴海がいた。真希は晴海の背後に逃げ込むと、晴海を石の弾丸の前に立たち塞がらせた。

「きゃああぁぁぁぁっ！」

　晴海は迫せまる石を見て悲鳴を上げる。

「早苗ちゃんっ！」

『おーっとっとっとっとぉっ！』

　早苗は大おお慌あわてで石をコントロールして狙いを晴海から逸そらした。

　キュンッ

　石は晴海の前まえ髪がみをかすめた後、うなりを上げて空の彼方かなたへと消えていった。

『あんたっ、晴海を盾にするなんてずるいじゃない！』

「何とでも言いなさい。三人がかりの卑怯な相手に勝つ為なら、何でもするわ」

『失礼ねぇっ!!　徒党を組むのは正義の味方の特権よ!?』

「早苗、馬鹿な事を言い合ってるんじゃない」

『ご、ごめん』

　孝太郎は早苗を叱しかりながら、改めて真希の姿を見る。彼女は再び晴海の陰から姿を現したところだった。

　―――ゆりかは本当に魔法が使える以上、真希さんが敵だというのも本当な訳か。そして桜庭先輩を盾に使うような奴やつが、正義の味方の筈はない。そうか………。本当にやって来たんだな、ゆりかの敵・悪の魔法少女って奴が………。

　ゆりかがコスプレイヤーではなく本当に魔法少女だとすると、孝太郎達は悪の魔法少女という危険極きわまりない敵を半年以上にわたって放置してきた事になる。孝太郎はこの予想外の現実に焦りを隠せなかった。

「さ、里見君っ、虹野さんっ、い、一体何が起こっているの？」

「ほら、どうしたの？　攻こう撃げきしてこないの？」

　未知の状況に怯える晴海。不敵に挑発する真希。だが孝太郎達は手を出しあぐねていた。何をしようと、真希が晴海を盾にすると分かっていたからだ。そのまましばらく真希を睨にらんでいた孝太郎だったが、やがてゆりかの名前を呼んだ。

「ゆりか」

「はいっ」

「お前は魔法少女なんだな？」

　その言葉が孝太郎の口から飛び出した時、ゆりかは天にも昇のぼるような気持ちだった。伝えたかった事が遂ついに伝わったのが嬉うれしくて仕方がなかった。だがゆりかはその気持ちを抑え、孝太郎に頷うなずき返した。

「はい。愛と勇気の魔法少女☆レインボーゆりかです」

「だったら援えん護ごを頼たのむ」

「里見さん、何をする気ですかぁ!?」

　その孝太郎の言葉に、ゆりかは息をのんだ。

「突っ込む」

「そんなの無茶ですぅ！」

「真希さんが桜庭先輩を盾にするなら、距離を詰めて殴り合いをするしかない。お前は魔法少女かもしれないが、殴り合いは出来ない。それに―――」

　孝太郎は何かを言いかけたところで言葉を切った。

「それに、何ですか？」

「………俺が前に出た隙に、桜庭先輩を何とか出来ないか？」

　孝太郎は最初に言おうとしたのとは違ちがう答えを口にした。

　それに、お前には桜庭先輩は殴れない。

　最初に孝太郎が言おうとしたのはその言葉だった。いざとなれば晴海を気絶させてでも取り返さなければならない。しかし気が小さい上に、酷ひどく優やさしいこの魔法少女にはやらせられない事だった。

「分かりました。やってみます」

「頼む」

　孝太郎はゆりかに頷くと、真希の方へ踏み出した。

「真希さん、桜庭先輩を俺おれ達たちに返してくれないか？」

「愚ぐ問もんね。私がこの娘を解放するのは、あなた達を倒した時よ」

　―――白兵戦狙い、あるいは先に桜庭晴海を助け出す腹か………。だとしたらいっそ桜庭晴海を使って脅おどす？　しかし人質を失う事になれば、また三対一に………ならば！

　チャキッ

　真希は杖を構えると、そのまま呪じゆ文もんの詠えい唱しように入った。

「ブラストファイアーボール・モディ―――」

　すると彼女の杖の先に一メートルほどの大きさの巨きよ大だいな火の玉が宿る。

『孝太郎、まずいよっ』

「いくぞっ、ゆりかっ！」

「はいっ！」

　真希が呪文を唱え始めると同時に、孝太郎は前に向かって走り出した。早苗も斜ななめ後方からそれに続く。飛び道具を扱あつかう相手に、三人で固まって止まっていれば良い的になる。一刻も早く魔法で援護するゆりかから離はなれる必要があった。

「―――ファー・ハイコンセントレート」

　真希の呪文が終わると、火の玉は突然その大きさを縮め始めた。かわりに炎ほのおの温度が急激に高まっていく。炎の色は赤から白へ。野球のボールほどの大きさまで縮んだ時、火の玉は太陽のように白く輝かがやいていた。

「里見さんっ、あの火の玉には気を付けてくださいっ！　直ちよく撃げきは私の魔法でも防ぎきれませんっ！」

「分かったっ！」

　ゆりかの警告の直後、孝太郎と早苗の身体が黄色い光に包まれる。それはゆりかの放った防ぼう御ぎよの魔法だった。

「大丈夫よ」

　しかしそんな孝太郎達に向かって真希はにっこりと微笑ほほえむ。だがそれは笑顔の形をしているというだけで、一片の優しさも感じられない冷たい表情だった。

「あなた達に向かって撃うつつもりなんてないから」

「なんだと!?」

『どういう意味よ！』

　戸と惑まどう孝太郎達を尻しり目めに、真希は杖を目標へ向けた。

「………えっ？」

　それは真希の斜め後方で立ち尽つくしていた晴海だった。するとすぐに火の玉は杖の先を離れ、晴海に向かって加速していく。

「馬鹿な、桜庭先輩だって!?」

『孝太郎っ、晴海がやられちゃうよっ！』

　火の玉は既すでに発射されてしまった為、孝太郎と早苗にはどうする事も出来ない。仮に目の前の真希を倒したとしても晴海は救えない。

「きゃあああぁぁぁぁっ！」

　自分に向かってくる火の玉を見て晴海が悲鳴を上げる。事情を知らず、身体の自由も奪うばわれている彼女にはどうする事も出来ない。そのまま飛んでくる炎を見守る他ほかはなかった。

　―――桜庭先輩っ!!

「キャンセルッ」

　この晴海の危機に際し、唯ゆい一いつ行動出来たのはゆりかだった。ゆりかは詠唱中だった魔法をキャンセルすると、別の魔法の詠唱を開始した。

「リコール・プレキャスト・テレポートッ！」

　瞬間移動の魔法。本来は長大な詠唱と準備時間を必要とする為、ゆりかは事前に詠唱したものを呼び出す形式で利用した。それは一回きりの大魔法だった。

　呪文の詠唱の終しゆう了りようと共にゆりかの身体はその場から霞かすみのように掻かき消え、直後に晴海の目の前に出現した。それに要した時間はごく僅か。まさしく瞬間移動だった。

『孝太郎っ、ゆりかがっ！』

「ゆりかっ!?　一体どうするつもりだぁっ!?」

　早苗はゆりかが瞬間移動した事に目を見張った。だが孝太郎はそんな事よりも、ゆりかが何の為にそこに現れたのかが気になっていた。

　ゆりかはそこで杖を振りかざし、何かの呪文を唱えた。

「直撃でなければ、これで守り切れますから………」

　彼女はそう言って笑う。その笑顔と同時に魔法が発動し、晴海の身体を黄色い光が取り囲んだ。

「虹野さん、あなたは何を言って―――」

「後は頼みます、里見さん」

　ゆりかの身体に火の玉が激げき突とつしたのは、その瞬間の事だった。










　ゆりかはそれが真希の罠わなだという事は重々承知していた。真希は切り札である人質を自分から手放すような真ま似ねはしない。しかしそれが分かっていても、ゆりかは晴海を守るしかなかった。万が一があってはならないから。

「ゆりかぁぁぁぁっ!!」

「虹野さんっ!!」

『ゆりかっ、あんたどうしてっ!?』

　ゆりかに命中した瞬間、火の玉は溜ため込んだエネルギーを解放した。その膨ぼう大だいなエネルギーはゆりかを守っている防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを焼き切り、彼女の身体をも焼いた。そして炎に巻かれたゆりかは、まるで糸の切れた人形のように力なく倒たおれ伏ふした。

　そしてゆりかがそうしたおかげで、晴海が傷つく事はなかった。ゆりかを焼いた炎は僅かだが晴海にも届いていたものの、ゆりかが事前にかけた防御魔法はそれを完全に防いでいた。

「やっぱりこうするのが一番簡単よね」

　真希は土の上に倒れたゆりかに冷やかな視線を投げかける。

　―――そう、それがレインボゥハートの限界。あなた達は守るものが多過ぎるのよ。だから何も守れない………。

　しかしその瞳の奥おくには一ひと握にぎりの憐あわれみのようなものが滲にじんでいた。

「里見君っ、虹野さんがっ、虹野さんがぁっ！」

　未だ身動きできない晴海が泣なき叫ぶ。自分を守る為にゆりかが倒れるのを目まの当あたりにして、晴海は完全に取り乱していた。

「ゆりかっ、おいゆりかっ！」

　駆けつけた孝太郎が倒れているゆりかを抱だき起おこす。

　防御魔法と身に着けた装具のおかげで死ぬ事はなかったものの、ゆりかはその身体に大きなダメージを受け意識を失っていた。

『大丈夫………だよ、ね？』

　早苗は恐る恐るゆりかを覗のぞき込む。幽霊の早苗にはゆりかの霊れい力りよくが見える。そんな早苗が心配になるほど、ゆりかは弱っていた。

「死んでたまるかっ、このぐらいでっ」

　孝太郎はゆりかを抱き抱かかえたまま、怒りに震ふるえていた。しかしそれは真希に対してではなく、自分自身へ向けられていた。

　―――どうして半年以上も信じなかった!?　信じてやればこうならずに済んだんじゃないのか!?

　ゆりかを信じなかったせいで悪の魔法少女という強大な敵を半年以上も無む警けい戒かいで放置した。信じていれば対策も立てられただろう。そうすればゆりかがこうして倒れる事も無かったかもしれない。孝太郎は自分が許せなかった。ほんの少しで良いから、ゆりかの言葉を信じていれば良かった。そんな強い怒りと後こう悔かいが、胸の中で渦うず巻まいていた。

「里見君………」

　この頃ころになると、晴海にもおぼろげに状況が理解できるようになっていた。

　ゆりかはコスプレイヤーなどではなく別の何か。晴海が見たものが魔法なのかどうかは良く分からないものの、命を賭かけた戦いをしている人だ、と。

「そう自分を責めないで、里見君」

「でも、俺が信じてやればこんな事にはならなかったんです！」

　とはいえ出会ってすぐの相手がいきなり魔法だ、魔法少女だ、敵が来るんだと言い出せば、普ふ通つうは信じられない。孝太郎とゆりかの出会いは、普通であった事が不幸だったのだ。

「心配は要いらないわ。すぐにあなた達もゆりかの後を追うんだから」

「真希さんっ!!」

　真希は杖を構えて孝太郎達に近付いてくる。

　―――ゆりかにとどめを刺さすつもりか………。

　それを見た孝太郎はゆりかを地面に寝ねかせると、ゆりかと晴海をかばうように前に出た。

「ゆりかには指一本触れさせないぞ」

「あなたが勝てばそう出来るわ」

　―――本気で戦う必要はない………この男の本当の力を見み極きわめるぐらいで………。

　真希は孝太郎の実力を見極めるつもりだった。得体の知れない相手を今すぐに倒そうとは思っていないのだ。

「だったら勝つさ！　勝ってやるとも！」

　―――これでゆりかを守れなかったら、俺は本当の馬鹿になっちまうんだからなぁっ!!

　そうやって孝太郎が大声で叫んだ時の事だった。

　キンッ

　軽い金きん属ぞく片へんを打ち合わせたかのような甲かん高だかい音と共に、あたりを純白の光が照らし始める。

「何だ!?」

「きたっ、ようやく本気を出してきたわね!?」

　孝太郎と晴海の間、丁度ゆりかが倒れているあたりに白く輝く光の塊かたまりが現れた。光の塊は一メートルほどの大きさの球体で、あたりを明るく照らしながらゆりかの胸の上に浮かんでいた。

　光がゆりかを照らすと、その表情がいくらか和やわらぐ。光はかつての晴海と同じように、致ち命めい傷しようを負った筈のゆりかを癒いやしていた。

「何が起こってるんだ!?」

『孝太郎、これってあの光だよっ!!』

　―――この光、またあたし達を守ってくれるの!?

　孝太郎は光の出現に単純に驚くばかりだったが、早苗は光に見覚えがある事に驚いていた。かつては剣けんを輝かせてティアを守った光。そしてお守りを輝かせて早苗自身を救った光。早苗は目の前にあるものは、それらと同じものであると感じていた。

　そうやって孝太郎と早苗が突然現れた光に驚いていると、正面にいた晴海が孝太郎を呼んだ。

「コータロー様………」

「桜庭先輩!?」

　咄嗟に晴海を見た孝太郎は、彼女がいつもとは様子が違う事に気付いた。晴海は髪かみの毛けを銀色に輝かせ、額に剣を模したかのような紋もん章しようを浮かび上がらせていたのだ。その姿は神こう々ごうしく、聖女や巫み女こという言葉が似合いそうなほどだった。

「そ、その姿は一体………!?」

「説明している暇ひまはありません」

　首を横に振りつつも、晴海は何な故ぜかとても優しい瞳をしていた。まるで懐なつかしい人に出会ったかのように。捜し続けていたものを見付けだしたかのように。

「ユリカ様を癒やしたこの力を利用して、貴方あなたの剣を呼び出せれば………」

　晴海はそう言いながら白い光球に両手を差さし伸べる。そして光球に両手の平を向けた彼女は、その優しげな瞳を閉じた。

　―――桜庭晴海が魔法の効果から抜ぬけだしている!?　解呪した!?　いや、あれだけの魔ま力りよくなら、解呪されて当然か!!

　真希は自由に動き出した晴海の姿に驚きを隠せなかった。

　―――しかも桜庭晴海までもが魔法を行使している!?　里見孝太郎が呼び出したあの光をコントロールしようというのっ!?

　そして彼女を更に驚かせたのは、晴海が出現した光球を操り始めた事だった。

「桜庭先輩っ、一体何を!?」

「………大丈夫、貴方はここで死ぬ運命にはありません」

　晴海が手をかざすと、光の玉は収縮を始める。それは先程の真希の火の玉が縮んでいくのと同じような光景だった。しかし先程とは一つだけ違っていて、白い光は剣けんの形に収束していった。

「コータロー様、これを使ってください。実体までは呼べませんでしたが、紛まぎれもなく貴方の剣です」

『孝太郎、この剣凄すごい力だよっ!?　どうなってるのか見えないぐらい、力が溢れてる!!』

　幽霊である早苗には、その剣が放出している力が直接感じられていた。剣からはまるで風でも吹ふくかのように白い光が溢れている。幽霊の早苗にも、自分の肌はだに力が吹き付つけてくるのが分かる程ほどに。そしてその強過ぎる力は、早苗の視界から剣の輪りん郭かくを完全に奪い去っていた。

「分かりましたっ！」

　―――なんだかよく分からないが、迷っている暇はない！

　孝太郎は迷わず光の剣を手に取った。剣は光の塊なのだが、持った感じはティアに借りた剣と変わらない。そしてその剣は確かに凄すさまじい力を予感させるというのに、孝太郎は不思議と不安は感じなかった。むしろ穏おだやかな陽だまりのような、優しさとあたたかさを持っていたのだ。
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「コータロー様………」

　そのぬくもりは日ひ頃ごろ孝太郎が晴海の笑え顔がおから感じているものによく似ている。今がそうだ。晴海は剣を手にした孝太郎の姿を見て、その目を軽く細めていた。

「御ご武ぶ運うんを………」

「桜庭先輩!?」

　だが剣を手にした孝太郎が再び晴海に目を向けた時、彼女はゆっくりと地面に倒れていくところだった。同時に髪の色が元に戻り、額に現れていた剣の紋章も消えうせる。ゆりかの隣となりに倒れた晴海は、いつもの彼女の姿に戻っていた。

『大丈夫、晴海の方はただ寝てるだけみたい』

　近付いた早苗が晴海の呼吸と霊波を確かく認にんする。早苗にはどちらにも異常は感じられなかった。

「そうか………」

　早苗の報告に胸を撫なで下おろした孝太郎は、剣を手に真希の方に向き直った。晴海の事は心配だったが、真希を忘れていては大変な事になる。

「驚いたわ。それがあなたの本当の力っていう訳なのね………」

　その真希が襲おそってくる様子はなく、彼女は孝太郎の剣に視線を注いでいた。その言葉の通り、彼女は表情を驚きに歪ゆがませていた。

「俺も驚いてる」

　孝太郎には訳の分からない事ばかりだった。

　ゆりかが魔法少女だった事に始まり、その敵である真希の出現、そして魔法少女同士の戦い。驚きの連続だった。そしてゆりかが晴海を庇かばって倒れたかと思ったら、白い光が現れ、晴海がそれを剣に変えてくれた。今年の孝太郎の日常は滅め茶ちや苦く茶ちやだが、今日はそれに輪をかけて滅茶苦茶だった。

「おのれ、化け物か………」

　真希は剣を手にした孝太郎に息を呑のむ。魔法を扱う真希だからよく分かる。その剣の宿した絶大な力が。この場所全体を揺ゆるがすほどの魔力が、剣から溢れ出していたのだ。

　―――試ためしてみるか………。

　真希は自分の気持ちを奮い立たせると、孝太郎に杖を向けた。

「いくわよ、里見孝太郎っ！」

「早苗っ、ゆりかと桜庭先輩を頼むっ！」

『分かったっ！』

　孝太郎は剣を構えて前に出る。構えはフォルトーゼ流。それは毎日の特訓でティアに叩たたき込まれた、フォルトーゼの古流剣けん術じゆつだった。

「ダブルキャスト・フォースフィールド、サンダーランスッ!!」

　先手を取ったのはやはり飛び道具を扱う真希の方だった。彼女は矢や継つぎ早ばやに呪文を唱えて、自分の身を守る光の盾と強力な電でん撃げきの槍やりを作り出した。

「これでもくらいなさいっ！」

　真希はすかさず孝太郎に向かって電撃を投げつける。狙いは孝太郎の剣。長い物の方が電撃を落としやすいのだ。

「おおおぉぉぉぉぉぉっ!!」

　それを見た孝太郎は気合いを入れ直すかのように咆ほう哮こうした。すると孝太郎の声に応こたえて剣から光が溢れ出していく。そしてその光に晒さらされた電撃の槍は、まるで初めからそこに無かったかのように掻き消えていった。

「何ですって!?」

「だああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ゴォォッ

　驚く真希に、距きよ離りを詰つめた孝太郎が剣を振り下ろす。

「ちぃぃっ」

　真希は身体を反らして辛かろうじてその切っ先をかわしたものの、剣が触れたことで防御の魔法は消滅してしまった。

「なんだっていうのっ、一体っ!?」

　―――まさかこれ程とは！　これでは全く勝負にならないっ！　私の得意な領域の魔法とは相あい性しようが悪すぎる！

　輝きだけで電でん撃げきを消し去り、掠かすめただけで魔法の盾を切きり裂さいた孝太郎の剣。魔ま法ほう使つかいを相手にするにはうってつけの武器だった。

「だったらっ！」

　真希は剣をかわした動作からそのまま後方宙返りをし、着地と同時に次の魔法を繰くり出した。

「クイックキャスト・フォッグクラウド・モディファー・エフェクティブエリア・コロッサル!!」

「なんだっ!?」

　真希が繰り出したのは霧きりを生み出す魔ま法ほうだった。その効果範はん囲いは広く、霧は建設現場の穴の殆ほとんどを埋うめ尽くしていた。

『何これぇっ!?　何にも見えない!?』

　作り出された霧は濃のう密みつで完全に視界を塞いでいる。しかも霧は魔法を帯びているので、早苗の目でも見通す事が出来なかった。

「早苗、お前はそこを動かないでゆりかと桜庭先輩を守ってろ！」

『分かった！』

　孝太郎は剣が霧を少しずつ掻き消してくれていたので、早苗ほど視界は悪くなかった。孝太郎は剣を構えたまま油断なくあたりを見回す。

　―――攻せめてこない？　どういう事だ？

　だがいくら捜しても真希の姿は見当たらない。警けい戒かいしていた奇き襲しゆうもない。そんな事をしているうちに、風が霧を吹き払はらっていく。

　そして完全に霧が晴れた時、そこにはもう真希の姿は無かった。







太陽と虹　十一月十八日（水）







　カッカッ、カカカカッ

　数学の教師が鳴らすチョークの音を聞きながら、ティアは孝こう太た郎ろうの席を眺ながめていた。

　―――結局、コータローは戻もどってこなかったのう………。

　五時間目が始まっても、孝太郎は戻ってこなかった。だから孝太郎の席は空っぽのままで、午後の陽ひ射ざしが無人の席を明るく照らしていた。

　―――そうだ、携けい帯たい電話！

　ティアはポケットの中から携帯電話を引っ張り出した。それには孝太郎の携帯電話の番号が登録されているので、ボタン一つで孝太郎と話をする事が出来た。

　―――でも………。

　しかし結局ティアは自分から孝太郎に連れん絡らくする事はなかった。ティアの表情が僅かに曇くもる。

　―――まだ五時間目が始まったばかりじゃし………授業中じゃし………そう、授業中じゃから仕方がないのじゃ！

　ティアはそう自分に言い訳をして、携帯をポケットにしまい込む。本当は電話をする方法などいくらでもある。気分が悪いと言って保健室へ行くのでも構わない。しかしティアにはそれが出来なかった。彼女は自分から孝太郎に電話をして、何を話して良いのか分からなかったのだ。

　―――よし、続き続き！

　電話をしまったティアは机に広げたノートに向き直った。ノートはごちゃごちゃとした走り書きによって埋め尽くされている。走り書きは全て次の舞ぶ台たいのアイデア。このノートは新しい台本を書く為に用意したネタ帳だった。だが台本作りはまだ始まったばかり。まとまった文章にはなっておらず、ただただアイデアだけが羅ら列れつされていた。

　―――やはり、あのシーンが決まらない事には、他のシーンは作れまいな………。

　あのシーンというのは、物語の一番最後、青騎き士しと白銀の姫ひめの別れのシーンだ。

　戦いは全て終わり、白銀の姫は皇こう帝ていに即そく位いする。それを見届けると、青騎士は一人去っていく。白銀の姫は青騎士を愛していて、青騎士もそれに気付いているというのに。

　歴史家によると、青騎士は単に家族の待つ故郷へ帰ったとも、自分の存在が権力闘とう争そうの引き金になる事を恐おそれて白銀の姫から離れたとも言われている。暗殺されたのではないかという説もある。そしてそれ以降、フォルトーゼの歴史に青騎士の名前が出てくる事はなく、真相は全て二千年の時の彼方だった。

　だからこの別れのシーンは歴史上のミステリーであるとともに、壮そう大だいなラブストーリーのクライマックスとして、今も昔もフォルトーゼの民たみに愛されているのだった。

　―――白銀の姫が青騎士を愛しているのは周知の事実じゃが………果たして青騎士の方はどうだったのじゃろう？

　もちろんティアもそう。青騎士に思い入れのある彼女だから、このシーンをスタート地点にして、最もこのシーンが目立つように残る部分を作り上げるつもりでいた。ティアはペンを握にぎったまま、ああでもないこうでもないと考えを巡らせていく。

　―――愛していたのなら、キスぐらいはするのじゃろうが………。

　キス。

　その言葉が心の中に現れた瞬間、ティアの脳のう裏りにキスを交かわす男女の姿が浮かぶ。だがその男女は青騎士と白銀の姫ではなく、少しとぼけた顔の少年と、美しい金きん髪ぱつを揺らした少女だった。

　―――キス、かぁ………。

　ティアはしばらくその想像にひたる。その間もチョークの音はテンポよく鳴り続けている。だがティアの胸の鼓こ動どうはそれ以上だった。

　―――あっ!!

　彼女の想像が何十秒か続いた所で、ティアは我に返った。そしてその美しい髪を左右に振ふりながら、顔を真っ赤に染めた。

　―――違う違うっ、キスをするのは青騎士と白銀の姫じゃっ!!　なっ、何故わらわが、あ、あのような無作法者にっ、キ、キスなどっ!!

　ティアは羞しゆう恥ちに顔を染めながら、慌てて走り書きの『キス』の部分にバツ印を付けようとする。しかしティアの手は『キス』の上に一本目の線を引いたところで止まった。

　―――でっ、でも、わらわが演技指導をするのじゃから、わらわは………わ、わらわは………あやつと………キスを………恋こい人びと同士がするような、い、息がとまるような、の、濃のう厚こうなキスを………何度も………何度も………繰り返かえし練習して―――

「ふ、ふあぁぁぁぁぁぁっ………」

「殿でん下か？」

　そこでティアはぱったりと机に倒れ込む。彼女は顔を真っ赤に染めたまま、完全に目を回していた。頭の中がオーバーヒートしたのだ。

「殿下、どうなさったのですか？」

「ふ、ふがが、きす、きすぅ………もっと、や、やさしく………ふが………」

　隣の席のルースが心配してその身体を揺するが、ティアは反応せず意味のわからない奇き妙みような言葉を繰り返していた。

『ルースちゃん、大丈夫だホ。オイラの観測結果からすると、頭の使い過ぎで目を回したようだホ』

『ちょっと待てば回復するホ。だから安心するホー』

「そうでしたか………よかった………」

　姿を消したままのカラマとコラマの報告を聞くと、ルースは胸を撫で下ろした。

『でもなんでティアちゃんは気絶したホ？』

『気になるホ！　調べて次は予防するホ！』

　二体の埴はに輪わはティアの机によじ登っていく。二体の埴輪が机の脚あしにしがみついて登っていく様はとてもファンシーなのだが、姿を消しているので誰だれもその様子を目にする事はなかった。

『なんだか落書きでいっぱいだホ』

『ノート真っ黒だホー！』

「殿下はこのところ次の台本作りでお忙いそがしいのです」

『ホー、大変だホー』

『ホホー、これは予防できないホ。がんばれ、ティアちゃん』

　埴はに輪わ達たちは感心した様子でティアを見つめる。単に空くう洞どうになっているその目は、こころなしか優しかった。

「れ、れんしゅう………れんしゅうじゃから………もういちど、もういちどぉぉぉ………」

「カラマ、コラマ、そっとしておいてやれ」

『ホー。分かったホー、姐あねさん』

『おやすみだホ、ティアちゃん。ゆっくり寝るホー』

　キリハにたしなめられると、カラマとコラマは素す直なおにキリハの机に戻って来る。二体の埴輪がぴょこぴょこと机を渡っていく様はとても可愛かわいらしい光景なのだが、この時もやはりその姿を目にするものはなかった。そしてそれは埴輪の主人であるキリハも同様だ。だが彼かの女じよの場合は見えないからではなく、視線を窓の外へ向けていたからだった。

「しかし孝太郎もゆりかも、本当にどうしたのだろうか。このままでは五時間目も終わってしまうが………」

　先さき程ほどからキリハはずっと校門を見つめていた。だがそこに孝太郎とゆりかが姿を現す事はなく、時計の針が時を刻み続けるばかりだった。

「妙みような事になっていなければいいのだが………」

　キリハは休み時間になり次し第だい、孝太郎達たちに電話をするつもりになっていた。目を回したティアとは違い、キリハには造作もない事だった。










　教室でティアが目を回した頃、孝太郎はまだ工事現場にいた。真ま希きが去った後も、孝太郎と早さ苗なえは建設現場から動く事が出来ないでいた。理由はゆりかと晴はる海み、二人が気絶していたから。孝太郎に出来た事は、建設現場にあるプレハブ小屋に二人を運び込む事だけだった。

『電話はどうだった？』

「駄だ目めだった。外に出ても圏けん外がいだった」

　孝太郎はゆりかの治ち療りようの為にもティア達たちに連絡が取りたかった。ゆりかを治療するなら病院へ担かつぎ込むよりも『青騎士』の治療装置の方が確実だ。そして真希という敵に対処する為にもティアやキリハに連絡を取りたかった。新たな敵が現れたと伝えれば、二人も黙だまってはいない筈なのだ。だが何故か携帯は圏外。孝太郎はティア達に連絡を取る事が出来なかった。

『じゃあさ、じゃあさ、あたしが学校まで行ってみんなを呼んでこようか？』

　早苗は幽ゆう霊れいなので、空を飛んでいけばまっすぐ吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへ向かう事が出来る。携帯が通じない今、その次に早い連絡手段だった。

「頼めるか？　俺が動く訳にはいかないし」

　気絶した二人を放置して孝太郎がこの場を離れる訳にはいかなかったので、孝太郎はすぐに早苗のこの提案を受け入れた。

『分かった。待ってて孝太郎、すぐに呼んでくるから』

「おう。頼むぞ早苗」

『うんっ♪』

　孝太郎にお願いされた早苗は元気に頷くと、そのまま天てん井じようを突き抜けてプレハブ小屋の外に出た。

『あれっ？』

　そして春風高校へ向かって飛び始めたのだが、いくらか飛んだところで早苗は妙に身体が重い事に気付いた。

『変だな………どうしたんだろ？』

　後ろに引っ張られるような感覚。まるでゴム紐ひもで後ろから引っ張られているかのような。そして孝太郎のいるプレハブ小屋から離れれば離れるほど、引っ張る力は強くなっていく。

『んもうっ、なんなのよこれぇ………なんだか知らないけど邪じや魔ましないでよねっ、あたしは急いでるんだからっ』

　早苗はこんなところで止まっている訳にはいかなかった。今の早苗には孝太郎からお願いされた大事な任務がある。立派に務めれば、きっとまた孝太郎は褒ほめてくれるだろう。だから早苗は引っ張る力に逆らうようにして速度を上げていった。

『行かせなさいよねぇっ、孝太郎が待ってるんだからぁぁぁぁぁ～～っ!!　って、あ、あれっ!?　なくなった!?』

　だがもう少しで引っ張る力が飛ぶのに支障をきたすような強さになるというところで、突とつ然ぜんその力が消きえ失うせる。それこそゴム紐が切れたかのような感覚だった。突然後ろからの力がなくなり、勢い余った早苗は空中で数回回転した。

『とっとっとっとぉ………なんだったんだろ、いったい………？』

　回転を止めた早苗は、空中で逆さまになったまま首を傾かしげる。後ろからの不思議な力、そしてそれが突とつ然ぜん途と絶だえた事。それはこれまで早苗が経験した事のない出来事だった。

『ま、戻ったんだし、いっか』

　しかし元に戻ったので、早苗はすぐに考えるのを止め、再び飛び始めた。元々あまり悩なやまない性格だったし、孝太郎の役に立ちたいという思いが彼女を動かしていた。

『学校学校。急がなきゃ』

　実は早苗を背後から引っ張っていたのは、そういう彼女自身の気持ちだった。当初は六ろく畳じよう間まの地じ縛ばく霊れいだった早苗。いつしか彼女は六畳間の地縛霊から、孝太郎の憑ひよう依い霊れいへと変化しつつあったのだ。

　だから孝太郎の傍にいたいという気持ちが彼女を孝太郎に縛しばり付けていた。そしてそれを断たち切ったのも彼女自身の気持ちだ。孝太郎の役に立ちたいという気持ちが、傍にいたいという気持ちを上回ったのだ。

『よぉし、がんばるぞぉ！』

　地縛霊から憑依霊への変化。それは早苗が六畳間以上に、孝太郎に執しゆう着ちやくし始めたという事を意味しているのだった。










　晴海が目を覚ましたのは、早苗が飛び出していったすぐ後の事だった。

「あ、あれ………私………」

　瞼まぶたを上げた晴海の目に飛び込んできたのは、見覚えのない金属製の天井。

「桜さくら庭ば先輩、気が付きましたか？」

「………コータロー様………？」

　そして二千年ものあいだ捜し続けた―――

「あ………えっと、私………」

　ここで寝ね惚ぼけ半分だった晴海の意識が一気に覚かく醒せいする。すると気絶する前にあった事が脳裏を駆かけ巡った。

「そっ、そうだっ、虹にじ野のさんっ、虹野さんは無事ですかっ!?」

　晴海は飛び起きる。そして大慌てであたりを見回すと、晴海は自分のすぐ隣に寝かされている傷だらけのゆりかを発見した。

「虹野さんっ、虹野さんっ」

　晴海は涙をにじませながら、意識のないゆりかの身体を揺する。晴海はゆりかが自分を守ってそうなった事を知っているので、半はん狂きよう乱らんだった。自分を守る為に死んでしまったのだとしたら。そう思うと、晴海は落ち着いてはいられなかった。

「落ち着いてください、桜庭先輩っ」

「でも里さと見み君っ、虹野さんがっ、虹野さんがぁっ！」

「大丈夫です。気絶しているだけですから」

　孝太郎は晴海を抱きかかえる様にして、ゆりかを揺するのを止めさせた。

「放してっ、放してぇっ！」

　しかし晴海は孝太郎を振り解ほどこうとする。それほど深くゆりかの事を心配していたのだった。

「今、助けを呼びました。ゆりかは大丈夫です」

「………本当に？」

　孝太郎の何度目かの説得で、ようやく晴海の動きが止まる。そして彼女の瞳ひとみがゆっくりと孝太郎の方を向いた。

「はい。じきに怪け我がも治して貰もらえる筈です」

「よ、よかった………」

　晴海は大きく息を吐はき出し、身体から力を抜いた。そして孝太郎に身体を預けたまま、胸に手を当てて何度も深い息を繰り返した。

　―――すみません、桜庭先輩………。

　実の所、ゆりかの怪我の具合は孝太郎にも良く分からなかった。しかし孝太郎がこう言わないと、晴海は収まらなかったに違いない。

「私、虹野さんがどうにかなってしまったらって………本当に、本当に良かった………」

　晴海は涙を拭ぬぐうと、すぐ傍そばにある孝太郎の顔を見上げる。この時の晴海は深い安あん堵どと喜びとが混じり合い、子供のような泣き笑いの表情を見せていた。

「それで桜庭先輩の方は大丈夫なんですか？」

「私、ですか………？」

　孝太郎にそう問われた晴海は、そこで初めて自分が今どういう状じよう況きようにあるのかに気付いた。

「あ、わ、私ぃっ………」

　孝太郎に身体を預け、強く抱き締しめられ、間近で向かい合っている。そんな状況に気付いてしまうと、彼女は冷静でいられなかった。

「あ、だ、だ、大丈夫です、へ、へいきっ、ですっ」

「そうですか？　顔が赤いようですけれど」

　晴海の様子がおかしい事に気付いた孝太郎は、熱でもあるのかと心配して彼女の額に手を当てた。

「熱は………ないみたいですね」

「だっ、だっ、だから大丈夫っ、大丈夫ですからぁっ！」

　そこで晴海は孝太郎を押おし退のけるようにして、孝太郎の腕うでの中から抜け出した。

　―――あっ、そうか………。

　そんな晴海の様子を見て、孝太郎は彼女が恥はずかしがっていたのだと気付いた。

「す、すみません、桜庭先輩」

　孝太郎もいくらか顔を赤らめ、晴海に詫わびる。

「い、いえ………」

　晴海は俯うつむいたままぶんぶんと首を横に振る。そうしている間も顔は真っ赤だった。

　―――よかった………里見君が放してくれて………あのままだったら私、きっととんでもない事を口走って………。

　晴海も嫌きらいな相手ならここまでは取り乱さなかっただろう。晴海が取り乱していたのは、相手が孝太郎だったからなのだ。

「それで桜庭先輩、さっきの事なんですけど」

「あっ、そっ、そうだ、あの後どうなったんですか？」

　孝太郎は逃にげるようにして別の話題に切り換かえた。すると晴海もすぐにそれに同調する。二人とも妙な空気をすぐにも振り払いたかったのだ。

「私、虹野さんが倒れたあたりまでしか覚えてないんですけれど………」

「ええっ!?　覚えてないんですか!?」

「はい………何かあったんですか？」

　晴海はゆりかが自分の代わりに火の玉を浴びて倒れ、孝太郎がそれを抱き起こしたところまでしか覚えていなかった。だから驚おどろいて目を丸くしている孝太郎の姿がとても不思議だった。

「い、いえ、覚えていないなら別に………」

　―――桜庭先輩は何も覚えていない？　じゃああれは一体………？

　晴海の記き憶おくからは孝太郎に光ひかり輝かがやく剣を渡わたした事が綺き麗れいさっぱり抜け落おちていた。まるで初めからそこに存在していなかったかのように。

　―――そういえばあの剣も真希さんが居なくなったら消えちまったし………。一体何がどうなってるんだ？

　孝太郎は自分の周りで起こった奇妙な出来事に困こん惑わくし始める。想像がつかないような事ばかりだった。

「ん、んんんんっ………」

　そしてゆりかが目を覚ましたのは、丁度そんな時の事だった。










「ゆりかっ！」

「虹野さんっ！」

　ゆりかが目を開けた時、目の前には孝太郎と晴海の姿があった。

「………さとみ、しゃん………しゃくらばせんぱい………」

「大丈夫かっ、ゆりかっ！」

「良かった、本当に良かった………」

　二人とも笑顔だったが、その両目には涙がにじんでいた。

「お二人ともぉ、なんでぇ、泣いてるんですかぁ………？」

「泣いてねーよ、馬ば鹿か野郎っ！」

「虹野さんが目を覚ましてくれたからですよっ」

　孝太郎の怒ど声せい、晴海の泣き声。それらが耳に飛び込んでくるのと同時に、ゆりかは気絶する前にあった事を思い出だした。

　真希との戦い。そこへ孝太郎と晴海が現れた事。そして自分が晴海の代わりに火の玉を浴びた事。

　すると次第に意識がはっきりしはじめ、ゆりかは身体を起こそうとした。

「おいゆりか、無理するな！　まだ寝てろよ！」

「そういう訳には、いかないんですぅ」

　孝太郎は起き上がろうとするゆりかを再び寝かせようとしたが、彼女はきっぱりと首を横に振った。仕方なく孝太郎はゆりかの身体を支えてやった。

「里見さん、真希ちゃんは？　真希ちゃんはどうなったんですかぁ？」

「お前が気絶した後、俺達と真希さんの小こ競ぜり合いがあって、その後に姿を消したよ」

「早苗ちゃんは？　姿が見えませんけど………」

「携帯が通じないから、あいつが助けを呼びに行ってる」

「そうでしたか………。携帯が通じないのは私達の魔法のせいです」

「そうなのか？」

　ゆりかは孝太郎に支えられて身体を起こすと、肩かたで大きく息をついた。やはり体中の火傷やけどや打だ撲ぼくが痛むのだ。

「はぁ、はぁ………。戦いを始める前にこの場所は魔法で人ひと払ばらいをしました。その魔法は効果範はん囲い内ないの通信を妨ぼう害がいする力も持っているんです」

　ゆりかと真希が戦いの前に使った人払いの魔法。これには人を遠ざける効果の他に、中で起こっている事を外に伝えないようにする効果がある。この効果により音や可視光、電磁波が効果範はん囲い外がいに漏もれる事がなくなる。結果的に携帯電話も通じなくなるのだ。

「魔法の事は良く分からないけど、虹野さん、身体は本当に大丈夫なの？」

　晴海にとっては敵や魔法よりも、ゆりかの身体が一番大事だった。晴海はゆりかの手を両手で握り締め、心配そうにゆりかを見つめた。

「大丈夫です。これでも愛と勇気の魔法少女ですから」

「………だったら、良いんですけど………」

　ゆりかは笑顔を作って頷くが、傷だらけのゆりかを見ていると、晴海は今一つ安心できなかった。

「それでゆりか、これからどうするつもりなんだ？」

　ゆりかは傷だらけでも起き上がった。それは急いでやるべき事があるからなのだ。孝太郎はそれが分かっていた。

「真希ちゃんを追います」

「追いかけるって、その身体じゃ無む茶ちやです！」

　晴海は大きく首を横に振って反対した。傷を負ったゆりかをこれ以上動かしたくなかったのだ。

「それでも行かなくてはならないんですぅ。事は一刻を争あらそうんですぅ」

「追うかどうかはともかく、真希さんの行き先は分かっているのか？」

「はい。間ま違ちがいなくころな荘そうの一〇六号室です」

「うちか!?　何でうちに………って、そうか、お前確か―――」

「はい。真希ちゃんは一〇六号室にある魔ま力りよく溜だまりを狙ねらっているんです」

　出会ったあの日から、ゆりかはずっと繰り返していた。いずれ悪の魔法少女が現れる、一〇六号室に溜まっている魔力を狙っている、と。

「だからすぐに行かなくては、取り返しがつかない事になります」

　ゆりかはそう言いながら立ち上がった。

「くっ………」

　立ち上がったゆりかの表情は苦痛にゆがみ、額には脂あぶら汗あせがにじんでいた。

　―――これが本当のゆりか………いや、本当の魔法少女なんだな………。

　孝太郎はゆりかの背せ負おった使命の重さを理解した。自分の身体や命の事など、心配していられない程に重要な使命なのだ。

　―――だったら………。

　だから孝太郎は決心した。

「ゆりか、俺おれがうちまで連れて行ってやる」

　そう言いながら、孝太郎はゆりかに背中を向けてしゃがんだ。孝太郎はゆりかを背負って、一〇六号室まで連れていくつもりだった。

「里見さん、良いんですか？」

　ゆりかは目を丸くする。今日までの事を思うと、孝太郎のその申し出が信じられなかった。

「良いも何もあるか。一〇六号室を守るなら、こうするしかないんだろう？」

「そ、それはそうなんですが………」

　孝太郎にしてみれば純じゆん粋すいな善意だけではなく、今日までの事があるからこそだった。これまでゆりかを信じてやらなかった自分には手伝う義務がある。そして半年以上にわたって一いつ緒しよに過ごしてきた同居人を助けてやりたい。孝太郎を動かしたのは、そんな二つの気持ちがあるからだった。

「そんなっ、無茶です!!　こんな状態の虹野さんがこれ以上戦ったら、本当にどうにかなってしまいますよ!?」

　だが晴海はなおも止めようとする。そこには何としても親友を引きとめたいという、純粋な友情が溢あふれていた。

「放っておけばこの町や魔法の国がどうにかなってしまいますから」

　しかしゆりかにはどうしても守りたいものがあった。先代のレインボーナナとの約束。そして半年以上過ごしたこの町。だからゆりかは引き下がれなかった。

「乗れ、ゆりか」

「はいっ」

　ゆりかは痛みに顔を歪めつつも、迷わず孝太郎の背に身体を預けた。すると孝太郎はすぐに立ち上がる。

「里見君、虹野さん、本当に駄目ですよっ！」

「危ないですから、桜庭先輩は学校に行ってください」

「里見君っ!?」

　いつも引っ込み思案で、あまり自己主張をしない晴海。しかしこの時だけは引き下がらなかった。

「嫌いやですっ、帰りませんっ！」

「桜庭先輩!?」

「あなた達が戦いを止めないなら、私は絶対に帰りませんからっ！」

　それは晴海が孝太郎に向かって口にした、初めてのわがままだった。










　一方その頃、工事現場を飛び出した早苗は吉祥春風高校に辿たどり着ついていた。早苗は窓から直接一年Ａ組の教室へ飛び込むと、まっしぐらにキリハ達の所へ飛んでいった。

「我の携帯も通じぬな。孝太郎の携帯の電源が入っていないか、圏外なのだろう」

「ゆりかちゃんの携帯にも繋つながらないわ。まぁ、ゆりかちゃんの場合は料金滞たい納のうで止められてるのかもしれないけど」

「ふむ………ゆりかと孝太郎は、一体どこで何をしているのやら………」

「何かあったのでなければ良いのですが………」

　時間は五時間目が終わったばかりで休み時間の最中。キリハ達は携帯電話を片手に顔を突き合わせていた。そしてただ一人、ティアだけは何故か机に身体を預けたままだった。

　早苗がやってきたのは丁度そんな時の事だった。

『大変大変っ！　みんなすぐに来てっ！』

「早苗か？　帰って来たのは汝なんじだけなのか？」

「サトミ様とゆりか様はどうなさったのですか？」

　興奮気味に駆け込んできた早苗と、迎むかえたキリハ達には大きな温度差があった。キリハ達はゆりかが寝ね坊ぼうなり遊びに出で掛かけているぐらいにしか思っていないのだ。

『それよそれっ！　孝太郎とゆりかが大変なのっ！』

　唯ゆい一いつ状じよう況きようを知る早苗はルースを指さしながらまくし立てる。一刻も早く孝太郎の所にみんなを連れていきたい一心だった。

「それは穏やかではないな」

「大変ってどういうことなの？」

『話は道々するから、早く来てよぉっ！　ゆりかが言ってた通り、あたし達の部屋を狙ってる新しい敵が、本当に来たんだよぉっ!!』

「なんじゃとぉっ!?」

　ガタッ

　孝太郎の危機を知ると、それまでずっと机に突っ伏ぷしていたティアが椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「コータローは無事なのかっ!?　どうなのじゃっ!?」

　ティアは慌あわてて早苗に駆け寄よると早口で質問した。

　一〇六号室を『あたし達の部屋』と言った早苗。敵が来たと聞いて、まず孝太郎の身を案じたティア。この時の二人の気持ちは同じだった。

『孝太郎は無事だけど、ゆりかが怪我をしてて！　だから早く早くぅっ！　急がないとっ！』

　早苗はティアの腕を取ると強ごう引いんに教室の出口へと向かう。

「よし、案内いたせ」

　ティアはすぐに自分の脚で走り始める。

　孝太郎と一緒に行きたいとは言えなかったティア。しかし孝太郎が危機であるなら、助けに行く事が出来る。家臣の危機を救うのは、主人の務めなのだ。

「殿下、お供致いたします」

「事情は分かった。一〇六号室を狙う敵が来たとあれば捨て置けん。我も行こう」

「嫌な予感がするから私も行くわ。住人トラブルは困るもの」

　ルースとキリハ、静しず香かもそれに続く。すると五人は出口のあたりで廊ろう下かから戻ってきた賢けん治じとすれ違った。

「あれ？　ティアさん達、どこかへ行くんですか？」

「ちと野や暮ぼ用ようじゃ。先生には早退すると伝えておいてくれ」

「それは構いませんけど………何かトラブルでも？」

　真希とゆりかが休み、孝太郎は忘れ物を取りに行くと言ったまま戻ってこない。そのうえ更さらにティア、ルース、キリハ、静香が早退するとなると、賢治でなくても気になる状況だった。

「マッケンジー君、ゆりかちゃんの説明によるとね、悪の魔法少女が現れて大ピンチなんだって」

「そうでしたか。ごゆっくり」

　静香の短い説明を聞くと、賢治は笑顔であっさりと引き下がった。そのまま五人は教室を飛び出し、昇しよう降こう口ぐちへ続く階段を駆け下りていく。

『………やっぱりさ』

「なんじゃ？」

『普通は信じないよね？』

「そうなるだろうな」

「魔法少女だもんねぇ………」

「常識が邪魔をするのでしょう」

　こうして五人は吉祥春風高校を抜け出し、孝太郎達の救きゆう援えんに向かったのだった。










　―――あったかいですぅ………。

　走る孝太郎の背中に揺られながら、ゆりかはそんな事を考えていた。

　孝太郎の背中は広く、ゆりかが頬ほおを押し付けると制服の向こう側から孝太郎のぬくもりが伝わってくる。

　―――早苗ちゃんがいつもこうしてる意味が、分かるような気がしますぅ………。

　ゆりかが魔法少女になってからというもの、厳密には彼女は常に一人きりだった。彼女と共に戦ってくれる者はなく、魔法少女だと知る者もない。孝太郎達は一緒に寝ね泊とまりはしていたものの、本当の意味での理解者ではなかった。だが遂ついに孝太郎は事情を理解し、ゆりかに手を差し伸のべてくれた。そしてゆりかは今日、初めて一人ではなくなった。頼たよっても良い相手を、見付けだしたのだ。

　―――いつもこうしていられる早苗ちゃんが、ちょっとだけ羨うらやましいですぅ………。

　そしてゆりかは孝太郎の背中にしがみつく力を強めた。ころな荘まではまだまだ距離がある。孝太郎の負担になりたくなかった。
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「なぁ、ゆりか」

「はい？」

　ゆりかが動いた気配を察し、孝太郎は彼女の身体を背負い直した。そしてさっきから気になっていた事を口にする。

「お前、どうして魔法少女をやってるんだ？　別にそういう風に生まれついたって訳じゃないんだろう？」

　これまでなんとなく理由を聞いた事はあった。ゆりかはしばしば命の恩人が居ると繰り返していたから。しかしきちんと事情を聞いた事はなかった。孝太郎はこの機会にそれを知りたいと思っていた。

「………私はごく普通の家庭に生まれた、普通の女の子でしたぁ」

　問われたゆりかは、ほんの一いつ瞬しゆんためらってから、その言葉を口にした。信じて貰うまではあんなに簡単に口にしていた言葉。それがいざ孝太郎が信じてくれると分かると、話して良いものかがためらわれた。

　―――そうか、こういうところもらしくなかったんだな………。

　ゆりかは今いま更さらながらに自分の言葉がいかに軽いものだったのかを理解した。

「でもどうやら魔法の素質があったらしくてぇ、ある日、魔ま物ものに襲われたんですぅ」

　それは一年以上前の事。当時中学生だったゆりかは、居残り補習が終わった無人の校舎で、黒い大きな獣けものに襲われた。それはライオンにコウモリの翼つばさを生やしたような、異形の獣。その獣はゆりかの魔力を食べにやってきたのだった。

「その時助けてくれたのがナナさん。彼女はこの地域の防衛を担当している魔法少女だったんですぅ」

「ナナ………それがお前がいつも言っていた命の恩人か？」

「はい。ナナさんが来てくれなかったら、私はあの魔物に食い殺されていたんだと思いますぅ」

「なるほどな」

「そんな事があったんですか………」

　並走する晴海が孝太郎の横で感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやく。孝太郎が全力で走っていれば晴海では追いつけなかっただろうが、ゆりかの傷に障さわるので孝太郎は大分速度を落としていた。おかげで晴海でも何とかついていく事が出来た。

「その時のナナさんの任務は、私に魔力のコントロールの仕方を教える事。私が普ふ段だん垂れ流している魔力を操あやつれるようになれば、魔物を吸い寄せる事も無くなるからですぅ」

「じゃあ、魔法はその人に教わったのか？」

「はい。初歩の魔法ばかりでしたけどぉ………」

　ゆりかは懐なつかしそうに目を細める。ナナはゆりかを守る為に中学校へ転入してきた。そして魔力のコントロールを学ばせる為に、ゆりかに初歩の魔法を教えたのだった。

「魔力のコントロールが出来るようになってからは、私はナナさんのお手伝いをするようになりましたぁ。ナナさんは任務で助けただけだと仰おつしや　ってましたけど、私には紛まぎれもなく命の恩人だったし、それが任務だったというのなら、その任務を少しでもお手伝いしたかったんですぅ」

「お手伝いって、どんな事をしてたんだ？」

「私は初歩の魔法しか知らなかったので、戦いのお手伝いはさせてもらえませんでしたぁ」

　ゆりかが手伝いを申し出た時、ナナは強固に反対した。ゆりかには高い魔法の素質があり、教えればきっと高度な魔法も身に付くのは分かっていた。しかしナナが気にしたのはゆりかの性格だった。ナナは温和で心優しいゆりかに戦いをさせたくなかったのだ。

「やっていたのは助手のような仕事ですぅ」

　だがあまりにゆりかが頑がん固こに手伝うというものだから、根負けしたナナは危険な事はしないと条件を付けた上で、後方支し援えんをさせた。

「ごはんを用意したり、調査のお手伝いをしたり。ナナさんは生きつ粋すいのフォルサリア人で戸こ籍せきがありませんから、私でもお手伝いできる事って多かったんですよ？」

　ゆりかは明るい声で言う。彼女を背負っている孝太郎には見えないのだが、きっといつもの顔で自じ慢まんげに笑っているだろう事は想像がついた。

「フォルサリア人って、なんなんだ？」

「フォルサリアというのは、魔法の国の名前です。フォルサリア魔法王国。王を持たない王国なのだと聞いています」

　フォルサリアはこことは違う世界に存在している。当然、日本とは国交が無い。だからナナは厳密には不法入国者だった。それだけにゆりかのような協力者の存在は、魔法少女にとって得難がたい助力なのだった。

「じゃあナナって人は、そこからやってきたのか」

「はい。ナナさんはフォルサリアの正規軍レインボゥハートのアークウィザードの一人で、史上最年少でレインボーの称しよう号ごうを得た天才魔法使いでした」

「だったら、虹野さんはどうして戦っているの？」

　ナナはゆりかに戦いをさせなかった。それなのに、今ゆりかは一人で戦っている。晴海が疑問に思うのももっともだった。

「それは………」

　ゆりかはそこで言いい淀よどむ。そこまでは元気に喋しやべっていただけに、ゆりかの心情の変化が孝太郎にもよく分かった。

「それはナナさんが、私の為に魔力を失ったからです」

　そう言った時のゆりかの声は、とても硬く、冷たかった。

「忘れもしません。八ヶか月げつ前のあの日、私は今日の桜庭先せん輩ぱいのように、真希ちゃん達ダークネスレインボゥの人ひと質じちになりました」

「私のようにって、それじゃあ………」

「はい。ナナさんは私を守って重傷を負いました。そしてナナさんは真希ちゃん達を倒たおす為に、自分の身体の中にある魔力を全すべて解放したんです」

　ゆりかをかばって負ったナナの傷は、今日のゆりか以上に深かった。それはダークネスレインボゥの七人がかりの攻こう撃げきだった為だ。いかに天才魔法少女といえど、七人がかりの魔法は防げない。重傷を負い、追いつめられたナナは最後の手段を使った。自分の体内の魔ま力りよくを全て解放してダークネスレインボゥの七人を攻撃したのだ。

「そんな事をすれば二度と魔法が使えなくなります。でもナナさんは私を守る為にそれをやったんです」

　それはガスタンクを爆ばく破はするのと同じ。人間に備わっている魔力の貯蔵庫を爆破すれば、二度と魔力が溜たまらなくなる。ナナは職責を全まつとうする為、そしてゆりかを守る為、自分の魔法使いとしての人生を手放したのだった。

「そうか………それでお前は彼女の役目を引ひき継ついだんだな？」

「はい。この衣装も、あの杖つえも、元はナナさんのものです。私はナナさんがやる筈はずだった事を、やらなくてはいけないんです」

　ゆりかは魔法少女になりたかった訳ではない。ゆりかはただ、ナナになりたかったのだ。

「虹野さん………」

　そんなゆりかの強い決意に、晴海は頭が下がる思いだった。今日、ゆりかが晴海を守った事には、きっと大きな意味がこもっていたに違いない。晴海はそれを感じ取り、ゆりかへの感謝を強くした。そして同時に、ゆりかの望みを叶かなえてやりたいと思い始める。

「分かりました、虹野さん」

「………桜庭先輩？」

「もう止めろとは言いません。代わりに絶対に勝ちましょう。私も手伝いますから！」

「桜庭先輩！　危険―――いえ、どうもありがとうございます」

　ゆりかにも晴海の決意は伝わっていた。それはあの日の自分と同じ。だからゆりかは、晴海の申し出を断らなかった。

「………そうか………お前は本当に魔法少女なんだな………」

　全てを理解した孝太郎は、不思議と寂さびしげだった。するとその表情に晴海が気付く。

「どうしたんですか、里見君」

「あ、いえ………勝手な話だとは思うんですが、ゆりかが魔法少女だと知って、ちょっと残念な気分なんです」

「残念………？」

「どういう事ですか、里見さん？」

　それはいつもならゆりかが反感を感じて大おお騒さわぎしていたであろう言葉だ。しかし孝太郎の声の調子のおかげか、不思議とゆりかはそんな風には感じなかった。

「なぁゆりか、俺の周りには色んな奴やつらがいるだろう？」

「はい」

　早苗、ティア、キリハ。孝太郎は特別な人間ばかりの環かん境きようで過ごしていた。

「でもゆりかだけは普通の女の子だと思ってたんだ。俺と同じ、普通の奴だって。クラスのみんなと一緒に馬鹿やって、大騒ぎして。他の連中が帰っても、お前だけはそうやってただ、普通に三年間過ごすもんだと思ってたんだ」

「あ………」

　それはゆりかが考えなかった事だった。普通の女の子の暮らし。孝太郎と出会ってからの数すうヶか月げつは、確かに普通の女の子の暮らしだった。しかしそれはついさっき終わってしまった。孝太郎がゆりかを魔法少女と認めたその時から、ゆりかの普通は終わりを告げていたのだ。

「勝手な話だろ？　俺はきっと、お前にただのクラスメイトでいて欲ほしかったんだ。ちょっと変わった趣しゆ味みを持っているだけの、ただのクラスメイトでさ」

　孝太郎はそう言いながら、ゆりかを背負っていて良かったと思っていた。泣く程ほどではないにしろ、自分が情けない顔をしていると分かっていたから。

「里見さん………」

　―――じゃあ私はどうなんだろう？　魔法少女と普通の女の子、本当はどっちでいたかったんだろう？

　ゆりかはそう自問する。しかしその答えは、すぐには出てこなかった。

「………ゆりか、お前にゃあ、戦いは似合わねぇよ」

　孝太郎は頭上を見上げる。冬の高くて澄すんだ空。そこには太陽と虹とが輝かがやいていた。

　―――ナナさん、あんたもそう思ってたんだろう？

　孝太郎は空を見上げながら思うのだ。かつてナナがそう感じていたように。

「お前には、陽ひだまりと虹の方が、よく似合う」

　ゆりかは魔法の杖を振りかざしているよりも、ひなたぼっこをしながら空を見上げている方がよく似合う、と。







戦いと魔法　十一月十八日（水）







　無人の一〇六号室に立つ真ま希きは、六畳間の中央で杖に精神を集中していた。それは魔法を使って詳しよう細さいな調査をする為ためだった。

　しばらくの間そうして目を閉じていた真希だったが、数分が経過すると彼女は目を開けて額の汗あせを拭った。

「………なるほど、里さと見み孝こう太た郎ろうの剣けんはこの場所に溜まっている魔力の一部をコントロールして作り上げていた訳ね」

　真希が行った調査は魔力の強大さだけでなく、質にまで及およんでいた。それが孝太郎の使った剣の放出していた魔力に一致していたのだ。

「確かにこれ程の魔力、レインボゥハートでなければ放っておく筈はないか………」

　ゆりかが魔力溜まりを使わないのは、レインボゥハートが魔力の濫らん用ようを禁じているから。彼女が自分の身分を証明する為に魔法を使ってみせたりしないのも同じ理由だ。しかしレインボゥハートではない孝太郎はその制約に縛られていない。真希は孝太郎が魔力溜まりを利用しているのは当然の事だと考えていた。

「しかし一部をコントロールしているだけであの威い力りよく。制せい御ぎよをこちらが奪うばえれば、戦力差をひっくり返せるかもしれないわね」

　そして真希は再び杖を構えて目を閉じた。

　―――里見孝太郎の使っている術式を読み取れれば………。実際に桜さくら庭ば晴はる海みがやっていたのだから、私にだって出来る筈………。

「………アナライズマジック・モディファー・ハイプレシジョン・アンド・キャスティングタイムフォータイムス」

　真希は魔法の精度を上げて更なる調査を試みる。真希の当初の目的は魔力溜まりの調査と、ゆりかの協力者をあぶり出す事だった。だがこの調査の結果次第ではそれ以上の結果を出す事が出来るかもしれない。自然と真希の手に力が入った。

　―――待っていなさい、里見孝太郎………。私があなたのその自信を叩き壊こわしてあげるわ！

　今の真希はゆりか以上に、自分を退けた孝太郎に敵意を燃やしていた。










「里見さん、どうやら真希ちゃんは一〇六号室の魔力を調べているみたいですぅ」

「そのようだな。真希さん、部屋の真ん中で何かあやしげな事をやってるぞ」

「里見君、この距離でよく見えますね。私には全然です」

　ゆりかは魔法の力で、孝太郎は生まれついた視力で、遠くにある一〇六号室の中を覗のぞいていた。だが一緒にいる晴海はいくら目を凝こらしても部屋の中までは見えなかった。

「どういう状況だ？」

「調査の為でしょうか、占せん術じゆつ系の緑色の魔力の反応がありますぅ。それと変性系のオレンジ。こちらは恐おそらくコントロールを試みているんだと思いますぅ」

「他には？」

「この距離と、受動的な魔法ではこれ以上は分からないですぅ」

　孝太郎達三人がいるのは、五階建てのマンションの屋上だった。そこからだと丁度一〇六号室の中が覗ける。だが見付からないように遠めのマンションを選んだので、ゆりかの方も真希の状況を把は握あくし辛づらい距離だった。

「見付かるのを覚かく悟ごの上で、もう少し調べてみますかぁ？」

「いや、どうせ突っ込まないといけないんだ。やってる事を調べるよりも奇き襲しゆうをかけたい」

　何をしているにせよ、真希の邪魔はしなければならない。それならば少しでも奇襲の成功率を上げたい。それが孝太郎の判断だった。

「分かりましたぁ」

　ゆりかもすぐそれに同意する。勝負事が苦手なゆりかなので、喧けん嘩かの得意な孝太郎の判断に従うつもりでいた。

「それで里見君、虹にじ野のさん、これからどうするんですか？」

「あまり時間が無いようなので、強きよう攻こう策さくしかないと思いますぅ」

「だったら俺が突っ込む」

「里見君が!?」

　孝太郎の言葉に、晴海は目を丸くする。

「今のゆりかを行かせる訳にもいかないでしょう。ゆりかは距離を取って援えん護ごです」

「そ、それはそうなんでしょうけど………でも………」

　晴海は心配だった。真希は得体の知れない技わざを使う。それを身をもって体験した晴海だけに、孝太郎が心配で仕方がなかった。

「だったら今のうちに可能な限り沢たく山さん、里見さんに魔法をかけますぅ。近付いてからでは真希ちゃんに気付かれるかもしれないので」

　いつもの杖を引っ張り出すと、ゆりかはその先せん端たんを孝太郎の方へ向ける。

　―――そういえば、この杖も衣装も、ナナって人のものだったんだっけ………。

　ゆりかの姿を眺めるうち、孝太郎は不意にその事を思い出した。そして自分がまだ、ゆりかに詫びていない事も。

「ゆりか」

「はいぃ？」

「ずっと信じなくて悪かった」

「里見さん………」

　孝太郎が詫びると、ゆりかは優やさしげな笑顔で首を横に振った。

「この半年、コスプレイヤー生活もそう悪くはありませんでしたぁ」

「ゆりか………」

　孝太郎は苦く笑しようする。そうするしかない状況だった。そんな孝太郎の顔を見て、ゆりかはしてやったりとばかりに目を細めた。

「それにこうして手伝って貰えているだけで十分です」

「そうか。だったら魔法を頼たのむ」

　この先もゆりかを手伝うには、それが必要なのだ。

「はいぃ」

　そうしてゆりかは笑顔のまま、魔法の呪じゆ文もんを唱え始めるのだった。










「やった！　成功だわ！」

　真希はその場で歓かん声せいをあげた。日ひ頃ごろ感情を表に出さない彼女にしては珍めずらしく、喜びの余り手にした杖を天に突つき上あげていた。

「えらく古い術式だからオーバーライトに手間取ったけど、これならいずれ完全に乗っ取る事も出来るわ！」

　真希はこの場の魔力のコントロールに成功していた。といってもそれはエネルギーの総量からすると微び々びたるものでしかない。短い時間ではそれで限界だった。

「とりあえず、里見孝太郎へ流れ込んでいるエネルギー供給を一時停止して………」

　だがコントロールの解かい析せきに成功したのは大きかった。おかげで孝太郎に向かって流れ込んでいる力をせき止める事が出来た。

「よし………これでしばらくはあの馬鹿げた剣に悩まされずに済むわ………」

　真希の取得した権限では一時的な魔力の停止しか出来なかったのだが、それが出来るというだけで十分な結果だった。いずれ総力戦をする時にも同じようにして孝太郎の剣を奪えば、確実に勝てるだろう。

「それにしても、よもやフォルサリアの古代語魔法の術式をここで見る事になるとはね………」

　現在のフォルサリア魔法王国で使われている魔法は近代になってから再編された現代語の魔法だ。それは乱立していた魔法を分ぶん析せき・統一し、呪文のアルファベットや文法の共通化、特とく殊しゆな慣用句を使わないようにするなどの工く夫ふうが加えられ、扱あつかいやすくしたものだった。

　そして古代語魔法は再編前の乱立していた魔法の中でも特に癖くせのある魔法と言われている。成立が古すぎるというのも問題なのだが、表音文字の中に表意文字が紛れ込んでいる独特のアルファベットなど、他ほかの魔法言語との共通性が極きわめて低く、扱い難さではトップクラスの魔法だった。

「里見孝太郎………あいつはいったい何者なの………？」

　ゆりかやレインボゥハートの関係者なら、使う魔法は現代語魔法になる。しかしそれが古代語魔法となれば、もっと昔の時点でフォルサリアから持ち込まれた魔法が、この時代まで受うけ継がれてきているという事になる。そして孝太郎はその関係者であるという事なのだ。

「ゆりかにあんな策を授さずける頭脳、変性ないし強化と、死し霊りよう術の達人。格かく闘とうの技量も相当なもの。そしてこの古代語魔法による魔力供給システム。フォルサリアにだって、ここまで出来る奴はそういない筈なのに………」

　孝太郎の力の全ぜん貌ぼうを理解した（？）真希は、改めてその実力に驚いていた。

「でも次は負けない。私がこの場所を押さえた以上、絶対に倒してみせる！」

　そして孝太郎への対たい抗こう意識を燃やす。今の真希にとって、敵はゆりかではなく孝太郎なのだった。

　リンリンリン

　そんな時、真希の杖の飾かざりが鈴すずのような音を鳴らした。

「来たわね、里見孝太郎っ！」

　それは人払いの結界の中に五つ仕し掛かけた警報の魔法の中で、もっとも一〇六号室の近くにあるものの警報だった。最初の四つは見付けやすく配置し、最後の一つだけは巧こう妙みように隠す。戦場での常じよう套とう手しゆ段だんだが、素人しろうとだらけの孝太郎達たちはそれに引っ掛かかったのだ。

「遅おそかったわね、里見孝太郎！　そして虹野ゆりか！」

　だから孝太郎達がドアを開けて踏ふみ込んできた時、真希は悠ゆう然ぜんと彼かれらを出で迎むかえたのだった。










　バンッ

　孝太郎が豪ごう快かいにドアを開けて一〇六号室に飛び込んだ時、和室の真希は驚いた様子もなく、落ち着いた様子で孝太郎とゆりかを出迎えた。

「遅かったわね、里見孝太郎！　そして虹野ゆりか！」

「気付かれてる!?」

「真希さんっ！　この部屋は返してもらうぞ！」

「御ご自じ由ゆうにどうぞ。もし私が倒せるなら、ね」

「そうさせてもらうっ！」

　だが孝太郎は構わず中へ突っ込んだ。本来、奇襲に失敗した時は撤てつ退たいするのがセオリーだ。しかし今は撤退する訳にはいかない。真希をこの部屋に居い座すわらせれば、大変な事になるからだ。

「里見さんっ!?　そ、そうでしたっ、いくよっ、エンジェルハイロゥッ!!」

　ゆりかもすぐに孝太郎の意図を察し、杖を孝太郎の背中に向けた。

「エフェクト・リリースッ！」

　そしてゆりかの発した短い言葉と共に、孝太郎の全身が様々な色で光ひかり輝き始める。それはまるで虹をまとったかのような、そんな輝きだった。

　孝太郎はゆりかの魔法で限界まで能力を強化していたのだが、真希に近付くまでは接近を悟さとられないように効果を封ふう印いんしてあった。先程のゆりかの言葉はその解放のキーワードだったのだ。

「なるほどねっ、この狭せまい部屋で戦う事を想定して、接近戦で勝負するつもりかっ！　だったらっ！」

　孝太郎の全身の魔法を見て、その狙いを見み抜ぬいた真希は素す早ばやく身をひるがえした。

「あっ!?」

　ガシャァァァァン

　真希は一〇六号室の窓を突き破やぶり、外へと飛び出した。孝太郎が格闘で来るなら、真希が部屋に残っても良い事はない。広い場所で、飛び道具が利用できる場所で戦うのが一番だった。

「待てっ！」

　孝太郎は和室を駆け抜けると、そのままの勢いで窓から外へ飛び出す。だが続くゆりかは和室の中央で足を止めた。

「真希ちゃんが部屋を出た!?　どうして!?」

　ゆりかが顔をしかめる。その理由は傷の痛みだけではなかった。真希はこの部屋の占せん有ゆうを狙っていた筈。それなのに彼女は外へ出た。それはゆりかにとって、不可解な行動だった。

「アナライズマジック！」

　しかしその理由はすぐに分かった。

　―――術式が暗号化されてる!?　そうかっ、狙いは!!

　ゆりかは分析の魔法でそれを知ると、すぐに孝太郎の後を追った。暗号化された魔法を解呪している暇ひまはない。真希は先に孝太郎やゆりかを倒すつもりだったのだ。

「なかなかやるわね、孝太郎っ！」

「あんたもなっ、真希さんっ！」

　ゆりかが外に出ると、孝太郎と真希は戦いの真っ最中だった。二人はころな荘の前の道路で戦っている。普段はこの時間になると人通りが絶えないこの場所も、人払いの魔法のおかげで人っ子ひとりいない。ころな荘の周囲は今、完全に無人となっていた。

「里見さんっ、気を付けてっ！　真希ちゃんの狙いは私達ですぅっ！」

　ゆりかは孝太郎に呼びかけるが、孝太郎の返事はない。真希の相手に忙ぼう殺さつされていてそれどころではなかったのだ。

「マインドフレアッ！」

「なんのぉっ、これでどうだぁっ！」

　真希の攻こう撃げき魔ま法ほうをかいくぐりながら近付いた孝太郎が蹴りを放った。

「クイックキャスト・フォースフィールドォォォッ!!」

　ビキィィィン

　だが孝太郎の蹴りは、真希の光の盾たてと激げき突とつした。孝太郎の身体能力はゆりかの魔法で底上げされ、更には手足に攻撃魔法を帯びている。その一いち撃げきは強力だ。真希の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうとの激突は激しい閃せん光こうをあたりに撒まき散ちらした。

「くそっ、これも駄目かぁっ！」

　蹴りを放った孝太郎の右みぎ脚あしから赤い光が消失する。そこに込められていた攻撃魔法を使い切ったのだ。

「この男、思った以上にやるっ！」

　身体を使わず魔法で身を守った分、次の行動は真希が早かった。彼女はそのまま大きく後ろへ飛び、孝太郎から距離を取ろうとする。

「距離を詰めたままでは大きい魔法は無理だわっ！」

「待てっ！」

　孝太郎はすぐに真希を追って走りだした。距離を詰めなくては真希が有利だった。

「ソニックインパクト・モディファー・タッチトリガー」

　すると孝太郎の右脚が再び赤く輝き始める。後方に控ひかえたゆりかが孝太郎の使った魔法を補ほ充じゆうしたのだ。

「………怪我で動きが鈍にぶったゆりかは後方で支援、魔力の全てを里見孝太郎に乗せて、魔ま法ほう使つかいの苦手な接近戦で勝負。思い切りの良い作戦だわね」

　―――私が接近戦が苦手だったら危ないところだった！

　真希は杖を握り直すと、素早く呪文を唱え始める。

「クイック・ダブルキャスト・アクセラレーション、タイニーメモリーフラッシュ・モディファー・タッチトリガー」

　すると真希の身体が黄色の光に、杖が藍あい色いろの光に覆おおわれた。身体の反応速度を上げる強化魔法と、接せつ触しよくした相手から数秒間の記憶を奪う攻撃魔法だった。

「里見さんっ、それだけは避さけてくださいっ！」

「例の記き憶おく喪そう失しつってやつかっ!!」

　戦いが始まる前に、孝太郎はゆりかから真希が出来る事について聞かされていた。その中には今真希の杖を輝かせている魔法についての情報も含まれていた。

「御名答っ！」

　孝太郎と真希の距離が詰まり、接近戦が始まる。元々の身体能力と魔法の強化を合わせた最終的な運動能力は孝太郎が勝まさる。だが真希は間合いの広い杖を使っている分でそれをカバーしていた。特に厄やつ介かいだったのは杖に帯びた攻撃魔法。触ふれただけで発動するようになっているので、攻こう防ぼう双そう方ほうにおいて有利に働いていた。

「たああぁぁぁぁっ！」

「おわっ、まずい、近寄らせて貰えないか!?」

　孝太郎は攻せめあぐねていた。真希の杖を使った攻撃はそれほど厳しいものではない。ゆりかの助力を受けている今の孝太郎なら十分に凌しのげるレベルだ。だがそこに帯びた魔法のおかげで技量以上に真希の攻撃を危険なものへと変えていた。この状況で数秒の記憶喪失は敗北を意味する。おかげで孝太郎は杖の間合いで足止めされ、拳こぶしの届く距離に入れずにいた。

「里見さんっ、一度離はなれてっ！」

「ゆりかっ!?」

　孝太郎はゆりかの声を聞くと、迷わず攻撃を中断して後ろへ下がった。

　ブンッ

　すると目の前を真希の杖が通り過ぎていく。藍色の光を帯びたその杖は、近くで見ると禍まが々まがしさが増して見えた。

「コントロールプラント・モディファー・エクステンドレングスフォータイムス！」

　ゆりかの声と共に、真希のすぐ横にあった街路樹が突然動きだす。街路樹はゆりかの魔法に操られ、まるでタコやイカのように真希へ枝を伸ばした。

「おのれゆりかぁっ！」

　ゆりかの横よこ槍やりに腹を立てながら、真希は伸びてきた枝を杖で打うち払はらう。すると杖に宿っていた藍色の光が消失する。街路樹の枝に触れた事で、そこにチャージされた魔法を消費したのだ。

「里見さんっ！」

「まかせろっ！」

　ゆりかが叫さけんだ時にはもう孝太郎は前に出ていた。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。逃のがす訳にはいかなかった。

「貰ったぁぁっ!!」

　孝太郎は渾こん身しんの力を込めて、右の拳を突き出した。真希は杖を構えたが、その杖ごと叩たたき折ってしまいそうな勢いだった。

「―――結局、これを使う事になるのね」

　ビキィィィィン

　しかし孝太郎のその拳は、真希の目の前に前まえ触ぶれもなく現れた漆しつ黒こくの円えん盤ばんに受け止められる。

「なんだっ!?」

　その瞬しゆん間かん、孝太郎の身体から殆ほとんどの魔法の効果が消失する。残ったのは漆黒の円盤に触れた右手から遠い部分に付ふ与よされていた幾いくつかの攻撃魔法だけだった。

「里見さん、すぐに逃げてぇっ!!」

　ゆりかの叫びと、漆黒の円盤が動き出したのは同時だった。円盤は真希の杖に吸い込まれ、杖全体を黒く染め上げていく。

「驚いたでしょう？　これはあなたの力よ。もっとも今の私が扱えるのはごくわずかなんだけど」

「俺の力だと!?」

　真希の言葉に、思わず孝太郎の足が止まる。

「真希ちゃんは一〇六号室の力をコントロールしているんですっ！　だから早く逃げてぇっ！」

「そういうことか―――」

「今いま更さら逃にげても遅いわっ！」

　真希は杖を孝太郎に向けながら笑う。それは勝利を確信した者の勝かち誇ほこった顔だった。

　―――魔力溜まりのコントロールは成功している！　里見孝太郎はあの馬鹿げた魔力を使えない！　そしてこっちはそれを扱える！　それはつまり、私が勝つという事っ！

　真希はこれまでずっと孝太郎に辛しん酸さんをなめさせられてきた。転入したその時に小こ馬ば鹿かにされた事に始まり、歓かん迎げい会かいでは一方的にデータを取られたりもした。更には工事現場での戦いでも敗北を経験させられた。そこには一方的な勘かん違ちがいが多く含ふくまれているのだが、それだけに孝太郎に勝てるという確信は真希を激しく高こう揚ようさせていた。

「死して故郷の地へ帰るがいいっ、里見孝太郎っ！」

　それはフォルサリアで使われている決まり文句。今では帰り方すら失われた、フォルサリアの父祖の地。死んだ者はそこへ帰ると言われている。だからそれを口にするという事は、死し刑けい宣告に等しかった。

「ライトニングランス・モディファー・チェンジエレメントダークネス・アンド・ハイコンセントレーションッ！」

　工事現場で見せたのと同じように、真希が電でん撃げきの槍やりを作り出す。しかしかつてのそれとは違ちがって、槍は漆黒に染まり、より細く収束していく。槍は細くなるにつれて黒さを増し、安定した時にはまるでブラックホールでも覗いているかのようだった。

「里見さんっ！」

「まずいっ！」

　孝太郎は咄とつ嗟さに逃にげだそうとするが、殆ほとんどの魔法が掻かき消けされた今、走るスピードは大おお幅はばに低下していた。

「喰くらえぇぇぇぇっ、里見孝太郎ぉぉぉぉぉぉっ!!」

　真希はかわそうとする孝太郎に向かって漆黒の槍を放った。

　―――里見孝太郎っ、今のあなたにはこの槍はかわせないっ！

　槍は黒い放電を繰り返しながら孝太郎に迫せまる。

「クイックキャスト・アンチマジックシールド・モディファー・マキシマイズ！」

　ゆりかは残る魔力の殆どを使って孝太郎に防ぼう御ぎよの魔法をかけた。

　ズドンッ

　だが真希の槍はゆりかの魔法が発動するよりも早く孝太郎に激突した。

「うわあああぁぁぁぁっ!?」

「里見さぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　槍が接触すると、孝太郎は強い衝しよう撃げきだけでなく、身体から力が抜ぬけていくのを感じた。手足の感覚が薄うすれ、身体中が寒くて仕方がない。槍を構成する漆黒の闇やみが、孝太郎から生命力を奪い取とったのだ。

「う、く、くそっ」

　孝太郎はその場に膝ひざをつく。黒い槍で傷を負った訳ではない。だが根源的な生命力を削けずり取られ、孝太郎は身動きが取れなくなっていた。

「へぇ、あれを喰らって生きているとはね。流石さすがは里見孝太郎、と言ったところかしら？」

　―――やはり一度では無理だったか………。けれどこれで体内に残留している白い魔力は使い切った筈。次は倒せる！

「里見さんっ、止まってちゃ駄目ですっ、逃げてっ！」

「むりだ………か、身体が動かん………」

　重傷の上、魔力を全て使い切ったゆりか。漆黒の槍に生命力を奪われた孝太郎。もはや二人とも身動きが取れなかった。

　―――ゆ、ゆりかだけでも、何とか………。

　孝太郎は身体に渾身の力を込める。

　―――あいつは………戦いをするような奴じゃ、ないんだからっ！

　しかしそこまでしても動いたのは右手の指先だけ。残る部分はぴくりとも動かなかった。

「真希ちゃんっ、里見さんにはこれ以上ひどい事はしないでっ！」

「冗じよう談だんでしょう、ゆりか。この男が私達にとってどれだけ危険か、知らない筈はないわよね？」

　真希は呆あきれたようにそう言うと、再び漆黒の槍を作り出した。今度は二本。真希はそれらで孝太郎とゆりかにとどめを刺さすつもりだった。

　―――コントロール出来たあの部屋の魔力は大した量じゃなかったけど、十分だったわね………。

　真希は杖を二人の方に向けながら、一〇六号室に溜まっている魔力の強大さを改めて実感していた。あの力をダークネスレインボゥのものに出来れば、パワーバランスをひっくり返せる。真希の心は逸はやっていた。

「それじゃあ、これでお別れね」

「だ、駄目か………」

　いくら頑がん張ばっても身体は動いてくれない。流石さすがの孝太郎も、ここで敗北を悟った。

「里見さんっ」

　ゆりかは杖を支えに孝太郎の方へ向かっていた。魔法を使い切ったゆりかに出来る事はない。それでも孝太郎を守る、その一心だった。だが傷だらけのゆりかの歩みは遅い。真希が槍を放つ前に孝太郎のもとへは辿り着けそうもなかった。

「さようなら、虹野ゆりか、そして里見孝太郎」

　そして真希は孝太郎達に向けて杖を振り下おろした。すると二本の槍が唸うなりを上げて孝太郎とゆりかに突っ込んでいく。

　万ばん事じ休きゆうす。その場の誰だれもがそう思った時だった。

「カラマ、コラマ、遮しや蔽へいモード解除。霊れい子し力りよくフィールド出力全開、前面部に集中展開」

　あたりに涼すずやかな少女の声が響ひびき渡わたった。

『分かったホー！』

『おまかせだホー！』

　すると孝太郎とゆりかの目の前に、埴はに輪わが一体ずつ出現する。それはキリハの召めし使つかい、カラマとコラマだった。

「なんなの!?」

　真希が驚きに目を見張った瞬間、カラマとコラマは身体の前面部に黄色い光の盾を作り出した。

「バリアー!?　しかしそんな魔法の一つぐらいでは私の槍は防げないわっ!!」

「心配ない。魔法など使っていないのでな」

　ギィン

　漆黒の槍はカラマとコラマの盾に接触すると軌き道どうを変えて空の彼方かなたに飛んでいく。威力は槍の方が上だが、カラマもコラマも盾で綺き麗れいに受け流していた。

　しかし真希はその様子を殆ど見ていなかった。路地から姿を見せたキリハに気を取られていたのだ。

「倉くら野の桐きり葉はか!?　人ひと払ばらいがしてあるっていうのに、どうやってここへ!?　それにあの土人形は一体!?」

　真希は突然現れたキリハの姿と、槍を防いだ埴輪の力に動どう揺ようしていた。

「早さ苗なえが呼びに来て、晴海が出迎えた。入るのは簡単だった」

「里見君っ、虹野さんっ、言われた通り、みんなを連れて来たよっ！」

『孝太郎、大だい丈じよう夫ぶっ!?』

　キリハが晴海と早苗の名前を口にした時、その二人がキリハの背後から姿を現した。

　キリハ達を人払いの結界の中へ招き入れたのは晴海だった。ゆりかは戦いを始める前に一ヶか所しよだけ真希の結界に穴をあけた。晴海はその位置で待機し、早苗に連れられてきたキリハ達を中へ招き入れたのだ。

「槍を防いだのは、単にカラマとコラマが得意な種類の攻撃だったに過ぎない」

　漆黒の槍は人の生命力を奪う。それは霊れい力りよくを奪う事に良く似ている。カラマとコラマの得意分野は霊力のコントロール。普ふ通つうの魔ま法ほうなら防げなかったかもしれないが、漆黒の槍に限れば得意分野だった。

「けれど防いだだけでは私には勝てないわよ！」

　―――得体の知れない連中が出てきたわね………時間をかけ過ぎたか………。さて、この先はどうする？

　状況を理解した真希は強気の言葉を口にしながら、今後の事を考え始める。だが真希にはそれ以上考える時間は与あたえられなかった。

「同感じゃ。戦いとは攻撃せねば勝てぬでな」

「殿でん下か、電波通信は妨ぼう害がいされていますが、超ちよう空くう間かん通信は使えるようです」

「………そして攻撃はわらわの得意分野じゃ！」

　新たに姿を現したのはティアとルース。ティアは出てくるなり攻撃を始めた。

「『青騎き士し』っ！　高収束レーザー艦かん砲ぽう射しや撃げきぃっ！　直接照準、我わが敵をせん滅めつせよっ！」

　ティアは腕うで輪わを通じて軌道上に停てい泊はくしている宇宙戦せん艦かん『青騎士』に砲ほう撃げきを命じた。

「殿下っ、やり過ぎですっ！」

「そんな事はないっ!!　我が騎士をなぶり者にした罪は万ばん死しに値あたいするっ!!」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　ティアは完全に怒おこっていた。怒いかりに燃えるティアは眉まゆを吊つり上げ、真希を睨にらみつける。孝太郎は自分の家臣。そして最近ではそれ以上になろうとしている。そんな孝太郎を傷付けた事は、ティアには到とう底てい許せる事ではなかった。

「クイックキャスト・フォースフィールド・モディファー・マキシマイズッ!!」

　ティアの様子に嫌いやな予感がした真希は残りの魔力を全て使い、防御の魔法を詠えい唱しようする。ティアが選せん択たくした武器はレーザー。本来なら防ぐ暇もないような攻撃だが、衛星軌道上からの砲撃なので僅わずかにタイムラグがあった。おかげで砲撃の到とう達たつよりも一瞬早く真希の身体を魔法が守った。

　ビキィィッ

　分厚い大気の層を突き抜けて、真希に対艦レーザーの雨が降ふり注ぐ。レーザーは大気の層を突き抜ける段階で大きく減げん衰すいしていたが、それでも十分過ぎる威力を備えている。おかげで真希の全力の防御魔法はあっさりと悲鳴を上げた。

　―――このままでは破られる!!　だったらこれでどうっ!?

　真希は手元に残っていた一〇六号室の魔力を全て防御魔法に注入する。すると魔法の盾は黒く変色して持ち直し、悲鳴をあげつつも『青騎士』の砲撃に耐たえ切った。

「ほぅ………大気の井い戸どの底とはいえ、艦砲射撃に耐えるのか」

「ばっ、馬鹿な、こんな威力の攻撃なんてっ！」

　真希は自分の魔力も、一〇六号室で得た魔力も、全て使い切っていた。そうまでしなければ『青騎士』の砲撃は防げなかったのだ。

「だがこれで終わりじゃあっ！　『青騎士』、ジェネシスバスター限定照射っ！」

「でんくわぁぁぁぁっ!!　いい加減にして下さいっ、怒りますよぉっ!?」

　だがティアが反物質砲ほうを持ち出そうとするとルースが慌てて止めに入った。人間一人に向けて撃うつには、反物質砲は威力があり過ぎる。ルースは必死だった。

「コータローはわらわと共に舞ぶ台たいをせねばならぬっ!!　怒ど鳴なり合って、笑い合って、一緒に舞台を作るのじゃあっ!!　なのにそのコータローを傷付けた者がおるっ!!　断じて許してはおけぬっ!!」

「そのサトミ様ごと、この星を滅ほろぼす気ですかぁっ！」

「ぐぅ」

「心配ないわよ。後は任せて、ティアさん」

　そして一番最後にやってきたのは静しず香か。彼かの女じよは音もなく真希に近付くと、何気ない様子でその拳を振るった。

「私、うちの窓を壊した人を、許すつもりはないから」

　真希も格かく闘とう技ぎには習熟している方だ。だが孝太郎達との戦いで消しよう耗もうしていたし、いつも組み合わせて使っている魔法も使い果たしている。その状態ではいくら真希でも、ころな荘の窓を壊されて怒った静香の攻撃は防げなかった。

「きゃああぁぁぁっ！」

　ドッ

　静香の連続攻撃を受け、真希はアスファルトに叩き付つけられる。ほんの一分ほど前までは圧あつ倒とう的てきに優勢だったにもかかわらず、今の真希は満まん身しん創そう痍いだった。

　―――里見孝太郎を倒す事にこだわって、欲を出したのが失敗だったか………。

　ここまでやられれば真希も素直に負けを認めざるを得ない。やはり当初の目的の通り、情報収集だけで離り脱だつしておくべきだったのだ。
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　―――しかし里見孝太郎以外の連中の力も見る事が出来た。私が無事に帰れれば、痛み分けで終わる！

　だが真希はこの困難な状況にあってなお、孝太郎達の手から逃れようと考えていた。

「となればっ！」

　真希は素早く身体を起こすと、杖を頭上に掲かかげた。

「まだやる気っ!?」

　その動きに反応して静香が身構える。だが、続く真希の行動はその場の者が想像していたものとは違っていた。

「………今日まで世話になったわね、トワイライトウィング」

　真希は杖に付いている飾りの一つを引き千切った。それを見たゆりかは真希の意図を察し、その場の全員に警告を発した。

「いけないっ、みんな攻撃に備えてっ！　真希ちゃんの魔法が来ますぅっ！」

「攻撃じゃと!?　その状態でか!?」

『んもぅっ、しつこいっ！』

「カラマ、コラマ、霊子力フィールド展開。皆みなを守れ」

『分かったホー！』

　一同が思い思いの方法で身を守る中、真希が詠唱を開始する。

「………サクリファイス・トワイライトウィング・プレキャストスペル・リリース」

　真希は自分の杖を破は壊かいする事で、杖に蓄たくわえられていた魔力を解放。その魔力を利用して魔法を使った。

　杖は魔法少女の命。高度な魔法を使うには必ひつ須すの道具だ。また一度失うと、作り直すには多くの時間を必要とする。だからいかに多くの魔力が蓄えられていようと、おいそれと破壊して魔力を解放する訳にはいかない。この攻撃は真希にとってこれ以上後がないからこその奥おくの手てだった。

「次はこうはいかないわよ、虹野ゆりか！　そして、里見孝太郎っ！」

　真希が逃げる為に使った魔法。

　それは周囲にいる人間から、過去数時間分の記憶を奪い去るというものだった。










「という訳で、こうして逃げかえって来たのよ。まったく、散々だったわ」

　薄うす暗ぐらく生活感のない部屋に、真希の声が響く。ここは真希の部屋。周りにはいつかのように六人の少女の姿があった。

『それは散々だったわねぇ、真希』

『しかし真希個人としては散々だったでしょうけど、我々としては大だい収しゆう穫かくだったと言うべきだわ』

『そーだね、パープル姉さま。ボクもそう思うよ。ネイビーちゃんが調べてくれなきゃ、ボク達たちはその何とかという男の子だけじゃなくて、訳の分かんない女の子達といきなり激突してたって事だもんねー』

　真希は仲間たちへの報告の真っ最中。ゆりかや孝太郎との戦いの顛てん末まつを包つつみ隠かくさず六人の仲間達に報告している所だった。

『それで真希、例の魔ま力りよく溜だまりはほんの一部がコントロール出来たという話だけど、それはどの程度だったの？』

「そうね、丁度あなたのインフェルノファイア十発分って所かしら」

『そんなに!?』

　真希の報告を聞くと、赤い服の少女は目を輝かせる。赤い服の少女はひたすらに自己の強さを追い求めている。それだけに一〇六号室の力が自分に備わったところを夢想すると、期待と興奮が隠せなかった。

『ごく一部でそれだけの力があったという事は、全体をコントロール出来れば相当な力になるわね』

「ええ」

　紫むらさき色いろの少女の言葉に、真希は大きく頷うなずく。

「私達七人で利用しても、一人ずつがアーティファクトを身に着けるのと同等かそれ以上の力を得ると考えて良いと思うわ。解析には膨ぼう大だいな時間がかかりそうだけど」

　しかしそこまで喋ると、真希の表情は掻き曇くもる。

「ただし、あそこに陣じん取どっている連中を退けるには、相当の覚悟がいるわよ」

『コントロールした魔力を使っても攻撃を防ぐのが精せい一いつ杯ぱいだったという、例の金きん髪ぱつの少女の事ね』

『ボクは二体の埴輪を使う子が気になるかなぁ。埴輪って可愛かわいいんでしょう？』

『他にも格闘技の達人が居たって話じゃない？　腕うでが鳴るわ』

「忘れてはならないのは虹野ゆりか。そして何より、あの部屋の主、憎にくんでも憎み足りないあの男、里見孝太郎」

　ギリッ

　孝太郎の名前を口にした時、真希は冷静な表情を怒りで大きく歪ゆがめ、奥おく歯ばを激しく噛かみ締めた。

「あの男の死し霊りよう魔ま法ほうと、コントロールしている部屋の魔力は脅きよう威いよ。そしてそれ以上に、あの頭の良さが脅威だわ。次はどんな罠を張はり巡めぐらせてくるか………」

『………惚ほれた？』

　そんな孝太郎の事で頭がいっぱいの真希を、赤い服の少女がからかう。

「気軽に恐ろしい事を言わないでちょうだいっ！　人を騙だますような、頭の良い男なんてまっぴらよっ！」

　真希が心を操るの魔法が得意なのは、裏切られたくないからだ。

　フォルサリアで生まれてから、真希はずっと裏切りに遭あい続けていた。両親は真希を奴ど隷れい商人に売り、一緒に脱だつ走そうを企くわだてた奴隷仲間は実行の直前に主人に密告した。真希はそんな事が日常的に起こる人生を歩んできたのだ。そして真希がそんな生活から抜け出せたのは、ダークネスレインボゥが真希の中に強い魔力を見み出いだしたからだった。

　裏切りを憎ぞう悪おする真希は、決して他人を裏切らない。だが他人は力で従えなければ自分を裏切ると思っている。だから真希は人を信じず、力のみを追い求める。精神操作の魔法で人を従えようとする。そんな真希だから、ゆりかが孝太郎を信しん頼らいしている様子を目まの当あたりにすれば、嫌けん悪お感を抱いだくのも当然の事だった。

　―――最悪よっ、あんな男っ。他人の心を弄もてあそぶなんて。利用して裏切るだなんて。私の魔法で絶対に矯きよう正せいしてやるんだからっ！

　だからもし真希が好きになるとしたら、決して他人を裏切らない、まっすぐな男だろう。今の真希にとって、孝太郎は憎悪の対象でしかなかった。

『………ともあれ』

　物思いにふけっていた真希だが、紫むらさきの少女がそう呟いた瞬間、ハッと我に返った。そして真希は胸の中から孝太郎のイメージを追い出す。そうやって真希が元の調子を取り戻もどすと、それを待っていたかのように紫の少女が口を開いた。

『今後は慎しん重ちように行動した方が良さそうね』

　紫の少女がそう提案すると、残る六人は全員が頷く。真希の報告から、事態の深刻さは誰もが良く分かっていた。

『真希、あなたは杖の製作を急いで。それと向こうに不信がられない範はん囲いでの情報収集を。折せつ角かく彼かれらを記憶喪失に出来たのだから、そこを利用しない手はないわ』

「分かったわパープル。やってみる」

　真希にも異存はない。どのみち新しい杖が出来上がるまで真希は戦う事が出来ないのだ。

『残りのメンバーも準備を急いで。といっても、怪け我がの人達は急いでも治らないでしょうけど………』

　ダークネスレインボゥの七人の幹部は、紫の服の少女と真希を除いて、軒のき並なみ行動不能の状態にある。怪我の治ち療りようやリハビリの最中であったり、後こう継けい者しやの育成中であったり。未いまだレインボーナナとの決戦のダメージから回復していないのだ。

『私はこちらでやる事があるし、しばらくはあなた一人に負担を強しいる事になるわね、真希』

「気にしないで。あの男が相手なら、望むところよ」

『………あまり入れ込み過ぎないで、真希』

　その言葉を最後に、真希を囲んでいた少女達の姿が消えていく。会議は終わり、真希は部屋で一人きりになった。

　―――里見孝太郎、お前だけはみんなが来る前にこの手で倒す！

　真希の胸の中では、孝太郎への憎悪が煮えたぎっていた。だから真希の耳には、仲間からの忠告はまるで届いていなかった。







魔法少女☆レインボーゆりか　十一月二十九日（日）







　孝こう太た郎ろうは目を閉じている晴はる海みの手に、水すい槽そうの中から引っ張り出した海の生き物を乗せてやった。

「きゃあきゃあきゃあっ!!　さっ、里さと見み君っ、これなんですかぁっ!?」

「ウニです、ウニ」

　妙みようにとげとげした手て触ざわりに驚おどろき、晴海は目を開ける。すると自分の手の平の上にちょこんと乗っかっているウニを見付けた。晴海には手に乗った時の感かん触しよくよりも、実物は随ずい分ぶん小さく感じられた。それは晴海が驚いていた証しよう拠こでもあった。

「なはははははは、そんなに驚かなくても良いじゃないですか」

「里見君はそんなに笑わないでくださいっ」

「嫌です」

「んもうっ、さとみくんっ!!」

　慌あわてる晴海の姿を見て、孝太郎は笑い続ける。そんな孝太郎に晴海は不満顔。それは普段の二人とは少しだけ違う姿だった。

「里見さんってほんっとに意地悪ですよねぇ」

「コウの場合、意地悪というよりも子供なんだよな」

　孝太郎達がいるのは水族館の中にある『磯いその生き物ふれあいコーナー』。そこは小さめの水槽に安全な海の生き物を集め、来館者が生き物に触れて楽しむという参加型の展示だった。

　この展示を見付けた孝太郎が良く分かっていない晴海を連れてきていたずらをした訳なのだが、その様子を見ていたゆりかと賢けん治じは半分呆れ顔がおだった。

　―――でも、なんだかんだでうまくいってるみたいですぅ。勇気を出して里見さんを誘さそって良かったですね、桜さくら庭ば先輩………。

　だがゆりかは呆れつつも、孝太郎と晴海の姿に満足していた。今の二人はいつもの二人とは違い、ゆりかが望んだ方向に進んでいる。孝太郎は多少遠えん慮りよがなくなり、晴海は孝太郎に感情をぶつけている。水族館といういつもとは違う環かん境きようが、二人にうまく働いているようだった。

　今日の孝太郎達は晴海が貰もらってきたチケットを利用して、この水族館へ遊びに来た。参加者は四人。孝太郎と晴海、ゆりかと賢治。それは晴海とゆりかがかねてから計画していた、グループ交際計画の一いつ環かんだった。

「そうまで言うなら、子供の恐ろしさを教えてやろう」

「カニ？」

「やれっ！　カニ軍団っ！　マッケンジーを倒せ！」

　孝太郎の次のターゲットは賢治だった。孝太郎は何なん匹びきものカニを賢治に手て渡わたすと、その甲こう羅らをつんつんつつき始めた。

「うわっ、いでっ、いででででっ!!」

　すると身の危険を感じたのか、カニ達は両手のハサミを使って反はん撃げきを始めた。だが孝太郎はすぐに手を引いたので、挟はさまれたのは賢治の手だった。挟まれた賢治はすぐにもカニを放ほうり出したかったのだが、水族館の展示なのでそうもいかない。賢治は指を挟まれたまま、水槽の前で行ったり来たりを繰くり返かえした。

「へっへっへ、思い知ったか、マッケンジー」

「里見さん、流石さすがにあれはやり過ぎじゃあ………」

「じゃあお前にも一つやろう」

「へっ？」

　孝太郎はゆりかの手の上にもカニを一匹ぴき乗せた。すると挟まれた訳でもないのに、ゆりかは賢治と同じように水槽の前を行ったり来たりし始める。

「きゃあきゃあきゃあきゃあっ！」

　怖こわがりのゆりかなので、強力なハサミを持っているというだけで、十分にカニは恐きよう怖ふの対象なのだった。

「おーおー、仲良く走っちゃって」

「里見君」

　孝太郎が腰こしに手を当てて満足げに賢治とゆりかの様子を見守っていると、晴海が孝太郎の服の袖そでを引っ張った。

「あれ？　どうしたんですか、桜庭先輩？」

「はいっ、これをどうぞ」

　孝太郎が顔を向けるのとほぼ同時に、晴海は孝太郎の手の上に一匹のヤドカリを乗せた。

「えいっ」

　そして孝太郎が状じよう況きようを理解するよりも早く、晴海の細くしなやかな指がヤドカリをつつく。するとヤドカリはその大きなハサミを振りかざした。

「いだっ、いだだだだだだだだだっ！」

　ヤドカリは目の前にある孝太郎の指を思い切り挟む。するといくらもしないうちに孝太郎は賢治とゆりかの仲間入りをして、水槽の前を走り始めた。

「なっ、何をするんですか桜庭先輩っ！」

「ふふっ、ふふふふふっ」

　輪になって走る三人を晴海は楽しそうに眺ながめる。

　―――ありがとう、虹にじ野のさん。みんな虹野さんのおかげだわ………。

　その胸の中に去来するのは、ゆりかへの感謝の気持ちだった。こうして思い切って孝太郎と遊びに来てみると、晴海はいつもより少しだけ大だい胆たんになれた。水族館という、いつもとは違う環境がその勇気をくれた。おかげで晴海は孝太郎との距きよ離りを少しだけ縮められたような気がしていた。

　―――でも、どうしたんだろう？　虹野さん、どことなく元気がないように見えるんだけど………。

　今のように騒さわいでいる時は、ゆりかはいつもと変わらない。だがふとした拍ひよう子しにゆりかが見せる表情は、晴海にはどこか悲しげに見えるのだ。

　―――何事もなければいいんですけど………。

　晴海は走り続けるゆりかを見ながら、今度は自分がゆりかの力になれないものかと考え始めた。










「ゆりかに元気がない？」

「はい。私にはそういう風に見えるんですが、里見君は何か感じませんか？」

　晴海はそう言いながら、前で賢治と肩かたを並べて歩くゆりかの背中に目をやる。ゆりかは賢治と話をしながら、目を輝かせて水槽の中を覗き込んでいた。

「うーん」

　孝太郎はそんなゆりかの姿を眺めながら、改めてここ数日の様子を思い返してみた。

　―――言われてみれば、この間あいつが無断欠席をした日から、どことなく元気が無いような………？

　どこがどうとは言えないのだが、全体的に明るさが落ちているような。ともかく孝太郎にも、ゆりかは元気がないと感じられていた。

「確かに、そういう事はあるかもしれませんね」

「やっぱり………。私、虹野さんにはいつも元気でいて欲しいんです」

「桜庭先輩………」

　晴海の言っている意味は孝太郎にも良く分かる。何をしているにせよ、ゆりかは元気が似合うのだ。

「私、虹野さんを元気付けてみます。だから里見君も、出来れば虹野さんを気き遣づかってあげて欲しいの」

「分かりました。折を見て、ゆりかと話してみます」

　孝太郎にも異存はなかった。

「ありがとう、里見君」

　晴海の顔に笑え顔がおが戻る。それは信頼と優しさに満ちた、美しい笑顔だった。

　―――この人は本当に綺麗だな………。

　外見など問題ではない。孝太郎は内面からにじみ出る彼女の美しさに、思わず見み惚ほれてしまうのだった。










「コウ、この手の俺おれに、ジュースまで買いに行かせようというのか？」

「ウッ」

　賢治が手の平を広げてみせると、孝太郎は僅かにたじろいだ。賢治の手は散々カニに挟まれたおかげで傷だらけだった。

「仕方がない、俺が行ってくる」

「当然だな」

　カニは自分の仕し業わざなので、渋しぶ々しぶジュースを買いに行く事を承しよう諾だくする孝太郎だった。

「里見君、私も行きましょうか？」

　すると晴海が同行を申し出てくる。しかし孝太郎は首を横に振ふった。

「桜庭先輩はそこで休んでて下さい」

　水族館を楽しんだ孝太郎達は、帰る前に少し休きゆう憩けいを取る事にした。その休憩が一番必要なのは、やはり身体の弱い晴海だ。孝太郎としては少しでも長く晴海に休んでいて欲しかった。

「でも………」

　なおも言いい募つのる晴海。晴海も孝太郎の意図は分かっていたので、申し訳ない気持ちでいっぱいになっていた。

「良いんですよ、桜庭先輩」

　しかし孝太郎がちらっとゆりかに視線を向けると、晴海の表情に理解の色が広がっていく。孝太郎は晴海を休ませるだけでなく、ゆりかを連れて行って少し話をするつもりでいたのだ。

「分かりました」

　事情を悟った晴海は大きく頷き、孝太郎に笑顔を向ける。

　―――よろしくお願いします………。やっぱり里見君は………ふふふっ………。

　それは全ぜん幅ぷくの信頼を示す、大きな笑顔だった。

「よし、ゆり―――」

「私も行きますっ、里見さんっ！」

　孝太郎がゆりかに声をかけようとすると、それよりも早くゆりかの方が同行を申し出てきた。

「里見さんに任せていたら、絶対私のだけ変なジュース買ってきますからっ！」

「虹野さん、俺のもちゃんとしたの買って来させてくださいね」

「任せてくださいっ、マッケンジーさん！」

　ゆりかにしろ、賢治にしろ、この手の孝太郎のいたずらには慣れっこだった。










　晴海と賢治を水族館の入り口にある待合室に残し、孝太郎はゆりかを伴ともなって売店へ向かった。待合室にも自じ販はん機きはあるのだが、品しな揃ぞろえは売店の方が良い。そして売店まではそこそこ距離があるので、話をするには都合がよかった。

　―――やっぱりちょっと元気がないみたいだな………。

　晴海と賢治の姿が見えなくなると、ゆりかは肩を落とし、俯うつむき気味になった。ゆりかは二人の前では元気にしていようと気を張っていたのだが、孝太郎と二人きりになって少し気が緩ゆるんでいた。

「ゆりか、最近どうした？　ちょっと元気がないみたいだけど」

「里見さん………」

　ゆりかは驚いた様子で顔を上げたが、ちらっと孝太郎の顔を見ただけで再び顔を伏ふせてしまう。

「桜庭先輩も心配してたぞ」

「………そうですかぁ………」

　ゆりかは顔を伏せたまま、大きく溜ため息いきをつく。

「ちょっとぉ………人間関係に悩なやんでましてぇ………」

　ゆりかが落ち込んでいたのは、孝太郎達のゆりかに対する扱いが、すっかりコスプレイヤーに戻ってしまった為だった。










　真ま希きが最後に放った魔法は、孝太郎達から過去数時間分の記き憶おくを完全に奪うばい去った。おかげで真希との戦いの事やゆりかが魔法少女だという事実まで、綺麗さっぱり忘れてしまっていた。

　このためゆりかの扱いはコスプレイヤーに逆ぎやく戻もどり。分かって貰えて嬉うれしかっただけに、その反動は大きかった。

　―――こうなるくらいなら、私の記憶も消してくれればよかったのに………。

　真希の魔法はゆりかにまでは効果が及およばなかった。これは衣装と杖つえが与えてくれる魔法に対する抵てい抗こう力りよくのおかげなのだが、今回に限ってはゆりかの記憶だけが残っているのは不幸以外の何物でもなかった。大きなぬか喜びと、同じだけの落らく胆たんは、ゆりかの気持ちに大きな影かげを落としていた。

　ゆりか以外から記憶が消えていると知った真希は、何食わぬ顔で今も吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうに通っている。だから本来ゆりかはそっちを気にしなければいけないのだが、今はそれどころではなかった。










「人間関係？」

「実はある人達がぁ、私について勘違いをしててぇ………それがようやく解消したかに見えたんですけどぉ、物のはずみでまた勘違いされてしまって………」

「そうか………それは残念だったな」

　ゆりかの話は漠ばく然ぜんとしていたが、孝太郎にはそれが魔法少女とコスプレの話題である事は分かった。

　―――例のズル休みに関して、先生にこっぴどく叱しかられたのかもな………。

　孝太郎はゆりかの様子を見てそんな風に感じていた。記憶をなくした孝太郎達はゆりかと真希が戦った日の事を、ゆりかが真希を巻き込んで学校をサボった日だと認識していたのだ。

「………残念というか、せつないなーって………」

　孝太郎のそんな様子に、ゆりかはなおのこと落ち込む。それはごく自然な反応だっただろう。

「私って、どうしたらいいんでしょうかね？　例えば―――」

　そこでゆりかは一いつ旦たん言葉を切り、顔を上げた。そして真しん剣けんな眼まな差ざしでまっすぐに孝太郎を見る。

「例えば、どうしたら里見さんに、私が魔法少女だって信じて貰えるんでしょうか？」

　晴海は行動し続けるしかないと言った。だからゆりかは行動して、孝太郎達に魔法少女だと分かって貰えた。なのに結局は元に戻ってしまった。何をしても無む駄だ。ゆりかはそう言われているようで、落ち込まずにはいられなかった。

「お前が本当は何に悩んでるのかは分からないけどさ………」

　本当は孝太郎にはそれがゆりかの本音だと分かっている。けれどゆりかが例え話だと言うのなら、気付かないフリをしようと思った。

「例えば仮に俺に魔法少女だって信じさせるなら………そうだな………」

「………信じさせる、なら………？」

　ゆりかは僅かに身を乗り出しながら孝太郎の言葉を繰り返し、その続きが孝太郎の口から飛び出すのを今か今かと待った。

「何もしなくて良いと思うぞ」

「………えっ？」

　だが、孝太郎の口から飛び出して来たのは、ゆりかにとって予想だにしない一言だった。

　―――何もしなくて良い？

　ゆりかは最初、自分の聞きき間ま違ちがいかと思った。だからゆりかは思わずその場で足を止め、孝太郎に向かって声を張り上げた。

「ちょ、ちょっと待って下さい、何もしないで良いってどういう事ですかぁっ!?　だってこれまで、一度だって信じてくれた事は無かったじゃないですかぁっ!!」

「確かにそうなんだけどさ」

　すると孝太郎も立ち止まり、苦笑しながら頭を掻く。

「このところ、なんだかお前が魔法少女でもコスプレイヤーでも、どっちでも良いような気がしててさ」

「どっちでも、いい………？」

　孝太郎のその言葉はゆりかを更さらに戸と惑まどわせた。ゆりかにとっては、それはとても重要な問題だというのに。

「どっちでも良いって事はないでしょう!?　とっても大事な事なのにぃっ!!」

　ゆりかは興奮して詰つめ寄よるが、孝太郎は落ち着いた様子でゆりかをなだめた。

「そうかな。俺はそうは思わないけれど」

「どうしてっ!?　私の事がそんなに信じられませんかぁ!?」

「信じてるさ」

「だったらどうして!?」

「信じればこそなんだよ、ゆりか」

　孝太郎は興奮しているゆりかに、子供に語りかけるような口調で優しく語りかけた。

「あれはいつだったか………お前、桜庭先輩をかばって、火だるまになった事があったろ」

「え………？」

　それは消えた筈の記憶だった。だからそれを孝太郎が口にした瞬間から、ゆりかは興奮から覚めていた。

「あれは、いつだったっけ？　ん？　おかしいな、よく思い出せん………。ゆりか、あれは何の時だったっけ？」

　孝太郎はしきりに首をかしげる。孝太郎はゆりかが晴海をかばう姿はよく覚えているのだが、それがいつあった事なのか、どうしてそうなったのかを思い出す事が出来なかった。

「里見さん………もしかして………」

　―――里見さんは私の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうが効いていたから、完全には記憶が消えてなかったんですぅ！　きっとそうに違いないですぅ！

　真希が最後の魔法を放つ少し前、ゆりかは孝太郎を別の魔法から守る為に防御の魔法をかけた。その効果が切れずに残っていた為、孝太郎は印象の深かった出来事だけを辛かろうじてイメージとして覚えていたのだ。

　しかしそれを説明しても孝太郎は混乱するだけだ。だからゆりかは首を横に振り、曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす事にした。

「ごめんなさいですぅ、私もいつだったかは覚えてませぇん。毎日毎日、色んな事が起こりますからぁ」

「そうか？　まぁいいか。ともかくさ、それを見た時からかな、お前が魔法を使えるかどうかはどうだっていいように思うんだ」

「どうしてですか………？」

　孝太郎を見上げるゆりかの瞳ひとみに、期待するような色が宿る。それは孝太郎への甘あまえだったのかもしれない。

「お前が何者であっても、お前は人を助ける良い奴だ。他人の為に自分の身を投げだせるような奴はそうはいない。魔法少女だろうが、コスプレイヤーだろうが、さ」

　孝太郎にとって大事なのは魔法が使えるかどうかではない。本当に大切な時に人を守れるかどうかだ。

「だから例えお前が魔法を使えなくても、魔法少女だって言うんなら、俺は別にそれで構わない。お前はその名前にふさわしい事が、出来る奴なんだからさ」

「里見さん………」

　魔法を使えるが、人を助けない者。

　魔法を使えないが、人を助ける者。

　そんな二人が愛と勇気の魔法少女を名乗った時、孝太郎が認めるのは後者だけだろう。本当に魔法が使えるかどうかなんて、孝太郎にはどうでも良い事なのだ。

「ふ、ふふ、ふふふふふっ」

　ゆりかの胸の中に凝こり固かたまっていたわだかまりが、春の陽ひ射ざしを浴びた雪のように溶とけていく。そして溶けたわだかまりは、ゆりかの涙なみだとなって溢あふれ出していった。

　―――そうだった、だから私は桜庭先輩に憧あこがれたんだった………。

　晴海は魔法は使えない。けれど晴海と出会ったあの日、ゆりかは晴海のような魔法少女になりたいと思った。

　天才のナナのようにはなれない。でも晴海のような魔法少女にならなれるかもしれない。ゆりかの答えは最初から出ていたのだ。

「ただし、お前のようなそそっかしい奴が魔法を使うのは不安だから、コスプレイヤーであってほしいとは思うんだがな」

　そして孝太郎は苦笑して肩をすくめる。その憎まれ口ぐちが耳に届いた瞬間、ゆりかの脳のう裏りをかつての孝太郎の言葉が過よぎっていく。

『お前には、陽ひだまりと虹の方が、よく似合う』

　たった今、孝太郎が口にした言葉が、本当はどんな意味を持っているのか。かつての孝太郎の言葉を知るゆりかには、それがよく分かっていた。

「そこでゆりか、お前に相談なんだが」

「………はい」

　ゆりかは涙を拭ぬぐう事なく、孝太郎をまっすぐに見る。孝太郎が何を言おうとしているのか、ゆりかにはもう分かっていた。そんなゆりかの頬ほおを幾いく筋すじもの涙が伝い、キラキラと零こぼれ落おちていく。

「俺はお前を誰だと思っていたら良いんだ？」

　そして孝太郎が口にしたのは、ゆりかが想像した通りの言葉だった。

「ふっ、ふふふっ、ふふふふふふっ」

　胸に満ちるあたたかな想おもい。今度はそれが涙に変わって、ゆりかの瞳から溢れ出していく。ゆりかは溢れる涙を拭うと、大きな笑顔を浮うかべた。

「私は、虹野ゆりか、ですぅ………」

　かつてゆりかの正体を知った孝太郎は、ゆりかとは一緒に高校を卒業していくと思っていたと言っていた。

「あなたのクラスメイトで、居い候そうろうの、女の子、です」

　そして今はゆりかも、孝太郎と一緒に卒業できれば良いと思っていた。

　―――なんでだろう、ずっと魔法少女だって分かってほしかった筈なのに………。

　ゆりかは胸の中のあたたかな気持ちを掴つかもうとするかのように、服の胸むな元もとをぎゅっと握にぎり締しめる。

　孝太郎は今もゆりかを普通の女の子だと思っている。なのにゆりかはそれでいいと感じている。むしろそうあってほしいと願う程ほどに。ゆりかはそれを不思議だと思うのと同時に、とても幸せだと感じていた。

「そうか」

「だから………だから今度一いつ緒しよに、コスプレしましょうね、里見さん………」

　それはおそらく、ゆりかが立てたグループ交際作戦の唯ゆい一いつの落とし穴。

「それは嫌だ」

「くすくすくすっ、もう、里見さんっていつも意地悪―――ううん、恥はずかしがり屋やさんなんですからぁ………」

　少女漫まん画がにおいては、グループ交際の計画を立てる女の子は、得てして親友とくっつける筈の男の子に、恋こいをしてしまうものなのだった。










　とある場所にある、小さな事務所。

　そこはおよそ六畳じようほどの大きさの部屋に、五つの事務机を押おし込んだ殺風景な場所だった。他にある家具といえば五人分のロッカーと薄うす汚よごれたブラウン管テレビぐらい。殺風景さでは真希の部屋に匹ひつ敵てきするだろう。

　しかしそこににじみ出る生活感は半はん端ぱではない。カップラーメンのカップや、お菓か子しのビニール袋ぶくろなどがそこかしこに散乱している。かつてはここの住人も片付けようとしていたのだが、既すでにその熱意も薄れていた。この雰ふん囲い気きはむしろゆりかの押し入いれに近い。
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　まとめると、真希とゆりかの部屋の悪いところばかりを集めた部屋、という事になるだろうか。そんな部屋に五人の人間がいる。だが部屋が部屋なら住人も住人。だらけ切った彼らは、ぐったりと机に身体を預けるようにして、それぞれに気だるい午後を過ごしていた。

「………なぁ、俺おれ達たちってやっぱり左さ遷せんされたんだよな」

　五人のうちの一人、髪かみを短く刈かり込んだ青年がポツリとそうつぶやく。部屋の中では他に携けい帯たいゲーム機の音しかしていなかったので、その声はやけに大きく聞こえた。

「言わないでよっ、みんななるべく考えないようにしてるんだから！」

　するとその声に五人の中の唯一の女性がヒステリックに反応する。目には強い意志の光が宿り、太い眉はそれを更に強力なものにしていた。

「す、すまんっ」

　青年はすぐに詫わびる。そんな青年の姿を見て、携帯ゲームで遊んでいた少年がゲームの手を休めて笑い始めた。

「いいじゃん、別に。本当の事なんだからさ。僕ぼくとしては遊んでて給料貰えるなら最高だと思うけど」

　少年が喋しやべっている間も、彼の握っているゲーム機がＢＧＭを流し続ける。その曲はサスペンスタッチで緊きん張ちよう感に満ちていて、このだらけた部屋で流れていると滑こつ稽けいですらあった。

「僕もここに配属された時は花形部署だと思ったんだけどなぁ………」

「アホか。どこの世界に、本当の侵しん略りやく者しやなんかいるってんだ。一応対策はしてますよーっていう、政府の言い訳に使われてんだよ、俺たちゃ」

　最後の二人、カレーライスを食べている男とサングラスの男も口を挟む。二人とも他の三人と同じく投げやりな雰囲気が拭えない。誰もが知っているのだ。トラブルメーカーの自分達は、左遷されてこの部署に来たのだという事を。

「時代ってのはよ、俺達五人を無視して流れていくもんなんだよ」

　そうやってサングラスの男が肩をすくめた、その時の事だった。

　ビーッ、ビーッ、ビーッ

　部屋に備え付けられていた警報器が、けたたましい音を立てる。

「うわっ!?　な、なんだぁっ!?」

「兄ちゃん、火事だよ、火事っ!!」

「海外のピザ屋のオーブンは、こういう音でピザが焼けたって分かるんだ」

「違うわよっ、これは出動要よう請せいの合図よ!!」

「これがそうなのか………」

　彼らが配属されて既に一年以上。だがこれまで一度たりともこの警報器が鳴ったことはなかった。おかげで誰もがその存在を忘れかけていた。

『諸君、敵だっ！』

　今度はテレビ。勝手にその電源が入り、白いひげを蓄え白衣に身を包んだ老人が映し出だされる。

『遂ついに我々の力を発揮する時が来たっ！』

「博士っ、敵って何です!?」

『地底人じゃっ！　地底人が太陽を奪わんとして、地上へ侵しん略りやくしてきたのじゃあっ！』

　そんな緊きん迫ぱく感をはらんだ老人の声と共に、テレビの画面が切きり替かわる。するとそこには幼よう稚ち園えんに乗り込んでいく奇き妙みような衣装の怪かい人じんと、それに指示を出している和服に似た衣装をまとった女性の姿が映し出されていた。

『現地の子供から連れん絡らくがあった！　急げ！　奴やつらの狙ねらいは幼稚園じゃっ！』

「何ですって!?」

　老人の報告を聞くと、五人は椅い子すを蹴けるようにして立ち上がった。

　金食い虫の窓まど際ぎわ部署と揶や揄ゆされる政府の秘密組織。これまで日ひ陰かげ者ものだった彼らに、遂に活かつ躍やくの場が与えられようとしていた。

「いよっしゃああぁぁぁぁあああぁぁぁぁっ！　俺の空手が火を噴ふくぜぇぇぇぇっ！」

「きたぁっ、遂にきたぁぁぁぁぁぁっ！　ゲームの始まりだぁぁぁぁっ！」

「遂に始まるわっ、敵の美しき幹部とのロマンスッ!!　よかったぁっ、私このままお局つぼねさまになるのかと思ってたぁぁぁぁっ!!」

「地底人、美う味まいモノ持ってると良いなぁ………」

「フッ、甘いぜ小こ僧ぞうども。そんな甘っちょろいコトなんて起こりゃあしねえ。ハードボイルドなヒリヒリとした日々が始まるのさ」

　太陽部隊サンレンジャー。

　その初めての敵は、地じ獄ごくの底から現れた邪じや悪あくな地底人だった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、著者の健速です。このたび無事に五巻をお届けする事が出来ました。この巻の内容はやっと現れたゆりかの敵についてのお話です。これまで日ひ陰かげに咲くタンポポのように、コスプレイヤーの地位に甘あまんじてきたゆりか。不ふ遇ぐうな彼女に遂ついに活かつ躍やくの時が！

　………来るのかなぁ。来るといいなぁ。

　皆さんも彼女の事は温かく見守ってあげてください。




　そうそう実はこの五巻、引っ越し先で書きました。三月の頭に無事に引っ越しが完了。引っ越し先はとても静かな場所なので、仕事がはかどるようになりました。しかし未だに開封していない段ボールがそこらじゅうに散さん乱らんしています。もう二ヶ月になりますが、なかなか片付きません。結局、仕事をしていると片付かないんですよね。でも編集部の皆さんは涼すずしい顔で働けって言うし。どうしてくれよう（笑）




　その編集部で『六畳間の侵略者!?』に関して動きがあるようです。この本が発売になる頃には始まっている筈はずなので、興味のある方はＨＪ文庫のＷＥＢサイトにある六畳間の特設ページをご覧になってください。四巻の時にも同じような事を言っていましたが、今度は本気です。

　その内容について引っ越し荷物が片付かない恨みを込めて厳きびしく追及したところ、特設ページで何かやる他に、もう一つ隠し球があるようです。何をやるんでしょうね。とても気になります。

　このあとがきを書いている五月頭の段階では、特設ページは孝太郎がラーメンを食べている短いアニメが見られるだけです。しかし短いながらも自分の書いた作品がアニメーションとして動いているのを見ると感動せずにはいられません。以前頂いた手書きのファンレターと並んで私の元気の源みなもとです。この先何が始まるにせよ、それを励はげみに今後も頑張りたいと思います。




　今回はまだページに余よ裕ゆうがあるそうなので、もう少し何か書いておこうと思います。個人的な近きん況きよう報ほう告こくでもしてみようかな。




　先日、他の仕事の関係でライブを見る機会がありました。出演アーティストは福山芳樹さん。マクロス７のバサラの歌を担当した方と説明するのが一番分かりやすいかな？

　そういえばマクロス７って、私が大学に通ってた頃の作品なんですよね。そう思うと流れた年月の重みにちょっとへこみます。十五年とかそのくらい経ってるんですよね。あの頃大学生だった私も、今では立派な三十代。でも福山さんの歌声は昔と変わらず。スター性ってああいう事なんだろうなぁと感動しきりでした。ともかくとても楽しい時間を過ごす事が出来ました。特に生でトライ・アゲインが聴けて嬉うれしかったです。




　それとうちにもやっとブルーレイのプレーヤーが導入されました。そこで噂うわさの映画、アバターを買ってみました。

　早速見てみたのですが、今更ですけどブルーレイってＤＶＤとは映像の次元が違うんですね。ビックリしてしまいました。しかし綺き麗れいになっていてもそこはおなじみキャメロン監督。シャトルや飛行機の動かし方はエイリアン２の頃と変わらず、例の独特の動きでした。エイリアン２を主演したシガニー・ウィーバーさんも出演していたので、わざと似せているのかもしれません。でもエイリアン２って二十年以上前の作品だったような。古い話が続くなぁ（笑）




　こんなところでしょうか。そろそろページもなくなってきたので、この辺で終わりにしようと思います。

　最後になりましたが、この本の出版に尽じん力りよくして下さった編集部の皆様、毎回きちっとイラストを描いて下さるポコさん、相談に乗ってくれた友人一同、そしてこの本をお買い上げ下さった皆さんに心より御礼申し上げます。




　それでは六巻のあとがきでまたお会いしましょう。








二〇一〇年　五月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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